
    
      
        
      
    

  





























































































俺の女友達が最高に可愛い。２
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　家族連れのお客がごった返す、日曜のフードコート。

　カイこと中村なかむら灰あつしゆは小さなプラスチックテーブルを挟んで、一対一で談笑していた。

　お相手は一つ年下で、バイト先でも後輩に当たる女の子。

　ぶっちゃけ美少女だ。

　ともすればナマイキそうな顔立ちなのに、これでもかと整っているおかげで小悪魔めいた魅力に昇華された容貌ようぼう。

　それでいてお嬢様然と品良く映るのは、腰まで真まっ直すぐに伸びる黒髪のせいか。職人が毎日精魂込めて磨みがき上げたような光沢ツヤが、凛りんとして麗うるわしい。

　名前は、布袋ほてい琴吹ことぶきさん。

　所詮しよせんは安物の紙コップに入ったただのグレープフルーツジュースを、まるでお高たけー喫茶店のオサレドリンクの如ごとく、スカした態度でストローをつまんで飲む様が、しかしちっとも鼻につかない。

　むしろ絵になっている。

「琴吹さんが飲むと、とても美味おいしそうに見えますね」

　カイは苦笑混じりにからかう。

「先輩も一口、如何いかがですか？」

　琴吹は痛痒つうようも感じていないどころか、ツンと澄まし顔で答える。

　独特の、妙に抑揚よくようの乏しい変な口調。

　バイトを始めてまだ三か月、未いまだ敬語と丁寧語に慣れないお仕事初心者の琴吹さん。

　そいつが表情だけエラソーに、どやどやとストローの先を突きつけてくる。

　カイも後輩に合わせた、抑揚の乏しい変な口調で、

「遠慮しておきます。ただのグレフルジュースでしょう？」

「ただのではありません。美少女が口をつけたグレフルジュースです。とても貴重な代物しろものです」

「まさか味が変わるとでも？」

「ぜひ一度、お試しになっては？」

「いわゆる間接キスになってしまいますが？」

「間接キスをしてみたいと、遠回しに申しているのです。言わせないでください、恥ずかしい」

「琴吹さんは意外とむっつりすけべですね」

「奥ゆかしい性格と仰おつしやってください」

「物は言いようですね」
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「ウィットが効いていると褒ほめてくださっても？」

　フフン、と小生意気な顔つきになる琴吹。

　それがズルいくらい可愛かわいいし似合っているし、何よりこいつは憎めない奴やつだったりする。

「せっかくの初デートですし、わたしの方からおねだりした手前、恋人っぽい空気を演出してみようと努力しているのですが。初心うぶな先輩には、いささか刺激が強すぎましたでしょうか？」

　フゥやれやれと、殊更ことさらにオトナぶって肩を竦すくめてみせる琴吹。

　こちらを見る目は完全に上から目線。

　だが──

「そこまで仰るなら間接キスいただきますね」

「にゃにゃぐわっ!?」

　カイが無造作に首を伸ばしてストローをくわえようとすると、琴吹は奇声を発する慌あわてっぷりで引っ込めた。

　最前まで吹かせていた余裕風はどこへやら。首筋まで真まっ赤かになるほど照れている。

「おや？　どうしました、琴吹さん？」

「せ、先輩は意地悪ですっ」

「しかし、間接キスを要求してきたのは琴吹さんですが？」

「意地悪ですっ」

　ストローに狙ねらいを定め、すっ、すっ、とカイが首を伸ばすたび、琴吹はあわあわと両手に持ったカップを右へ左へ逃がし続ける。

　まさかこっちが挑発に乗ってくるとは思っていなかったのか？　バカめ。中学時代ならいざしらず、女友達との軽いスキンシップなんざ、この一年で散々鍛えられてきたのだ。

「どうして逃げるのですか、琴吹さん？　さあ、琴吹さんの可憐かれんな唇に吸われたそのストローを、私にも味わわせてください。さあ、早く」

「せ、先輩は変態ですっ。言い方がいやらしいですっ」

「琴吹さんの健気けなげな努力に打たれ、恋人っぽい空気を演出するのに協力しているのですが？」

「こんなの恋人っぽいって言いませんっ」

　カイはおフザケでからかっているだけなのに、まだ赤面したまま必死で抗議する琴吹。




　そう──

　琴吹は豆腐のように柔らかいメンタルの持ち主である。

　確かに小生意気なところもある。でも、普段からオトナぶってるのも、減らず口を叩たたくのも、どちらかというとそのクソザコメンタルを取り繕つくろうための演技である。

　本人は隠せているつもりなのである。

　でも残念！　カイにはミエミエだから。

　琴吹にどれだけ得意顔にされても、上から目線ウエメセトークされても、苦笑を誘われるばかりでこの後輩のことが憎めないのだ。

　むしろ可愛い奴だと思ってしまうのだ。





「うううぅぅ……」



　琴吹はとうとう手を後ろに回し、紙コップを背中に隠してしまう。

「そこまでせんでも」

　とカイは噴き出し、素の口調に戻ってツッコまされる。

　一方、琴吹はばつの悪さを隠すように強がって、上目遣うわめづかいにこちらをにらみながら、

「これは貞操を守るために必要な行為です。わたしは全力で戦います」

「貞操て」

　カイは思わず苦笑い。

（初心なのはどっちですかねー）

　と内心おかしくて堪たまらない。

　そして、同時に考えさせられる。

　これこの通り、琴吹は初心な少女なのだ。

　本人が口で余裕ぶってるほど、異性に対する免疫めんえきがあるわけではないのだ。

　だから、シャレや冗談の範囲でじゃれるのはいいけれど──

（越えちゃいけない一線には、ちゃんと注意しないとなあ）

　カイは改めて自分に言い聞かせた。

　殊更に気を使わなくてはいけないくらい、こっちだって女性の扱いに慣れているわけではないのだと、そう自戒じかいした。
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　それはおよそ二週間前──ゴールデンウィーク後半のことである。

　バイト先の休憩室で、カイはいきなり琴吹ことぶきに告白された。




「ウッッッソだろおまえって俺おれのこと好きだったの!?」


「えと、その、あの、あの…………………………ハイ」






　──てな具合の、ムードとかゼロの不意打ちだ。

　最初は琴吹にいろいろアドバイスをもらった、そのお礼をしなきゃという話だったのに。

　映画を観たい、買い物につき合って欲しい、食事に行きたいと、琴吹の希望を聞いているうちにだんだん流れがおかしくなった。

　どうしてこうなった。

　びっくりもびっくりで、石像のように固まってしまった。

　琴吹はこの二月に、バイトに入ったばかりの後輩だ。

　出会ってまだ三か月という計算。

　確かにカイが指導係なのもあって、仕事上のやりとりも一番密だったのは間違いないけれど。

　琴吹はアニメ大好きっ娘こだから、お互い意気投合もしたけれど。

　カイとしてはあくまで、仲の良いバイト友達という認識だった。

　それがまさか、琴吹の方は憎からず想おもってくれていたとは！

　うれしくないと言えば噓うそになるが、寝耳に水という気持ちの方が強い。

「あ……あのー……先輩……？」

　カイが石像と化していると、琴吹がお伺いを立ててきた。

　口調はもうしどろもどろ。

　目は左右に泳ぎっ放ぱなし。

「その……あの……お返事は……？」

　恐る恐るという琴吹の質問で、カイは我に返らされる。

　クソザコメンタルのこいつが──多少は場の勢いがあったとはいえ──勇気を振り絞って告白してくれたのだ。

　答えなければ男がすたる。

「しょ、正直に言う」

　人生で初めて異性に、しかもこんな美少女に告白され、カイも緊張で声が上ずってしまう。

「は、はいっ。お願いしましゅ」

　琴吹の方も判決を待つ被告人の如ごとく、カチンコチンになっている。

　喉のどを鳴らし、目なんかもうガン開き状態だ。

「正直に言って──」

「は、はいっ。正直に仰おつしやって……？」

「──ピンと来ない」

「わたしのこと嫌いですか!?」

　琴吹がガーンと涙目になった。

　あうあうと小動物のように震える後輩に、カイは慌あわてて弁明する。

「そんなことない！　琴吹さんのことは好きだっ。ただ、マンガとかでよくある『異性として好きかどうか』って問題、正直に言って俺はよくわからん。好きの違いがわからん。だからつき合うわけにはいかないと思いますゴメンナサイ！　でも好きなんだっっっ」

　思ったことをその端から、懸命にまくしたてる。

　琴吹のことが嫌いだなんてわけがない。

　自分のためだけじゃなく彼女のためにも、そこは全力で訴えないといけない。

　だから、みっともないとかダサいとか言っていられない。

「せ、先輩のお気持ちはわかりました。だから、好き好き言わないでください。……照れます」

　琴吹がホッと胸を撫なで下ろす。

　それから、じんわりと頰ほおを染める。

　羞恥しゆうちでもうこっちの顔が見られないとばかりに、明後日あさつての方を向く。

　こういう仕草しぐさのいちいちが、やっぱり可愛かわいい。

　嫌いになんかなるわけない。

「ではやはり、わたしたちデートしませんか？？」

　琴吹が明後日の方を向いたまま、体をそわそわさせながら提案した。

「つき合う気もないのにデートするって、それは如何いかがなものだろうか」

　カイもまだドギマギしながら、素と対琴吹丁寧語の混ざった妙な口調で返答した。

「なぜダメなのか、お訊たずねしても？」

「決まっております。まるで琴吹さんをキープしているようで、不誠実だからです」

「先輩はマンガの読みすぎですね」

　フフン、と琴吹が上から目線ウエメセで言った。

　だんだん調子戻ってきたなこいつ。

「どういうことか、お訊ねしても？」

「別に最終的に恋人関係になるかどうかはっきりしなくても、デートをするくらいで不誠実ではないと思います。むしろお試し期間を設ける方が、お互いのためにも現実的とすら言えます」

「なるほど。確かに」

　今はピンと来ていないカイだが、デートを重ねていくうちに、いずれは琴吹を異性として好きになるのかもしれない。

「むしろわたしの方が先に、先輩に幻滅するかもしれませんし？」

「なるほど確かにっ！」

　ものすごい説得力を感じてしまい、腹が立つより先に納得してしまう。

　さらに琴吹が畳みかけるようにアピールしてくる。

　自分の胸に手を当てて、

「わたし、可愛くないですか？」

　こういうことを真顔で言えるのが、こいつはナマイキだと思う。

「はい。とても可愛いと思いますね」

「で、ですよね」

　そのくせ認めたら認めたですぐ目を泳がせるのが、豆腐メンタルだと思う。

「可愛いわたしとデートできるなんて、お得だと思いませんか？」

「出血大サービスどころか慈善事業だと思いますね」

「そこまで卑下なさるのもどうかと思いますが、とにかくこのビッグウェーブを逃す手はないのでは？」

「実際、検討に値しますね」

「先輩は恋人なんて他ほかにいませんよね？　義理立てする相手はいませんよね？」

「むしろカノジョいない歴十六年ですが？」

「では、わたしとデートをするのに何か問題が？」

「ふーむ」

　とカイは腕組みする。

　実は、あと一つだけある。

　そもそもの話としてカイは、カレシカノジョという関係性が面倒臭いものだと思っている。

　相手がどんなに可愛い異性でも、友達同士でいる方がずっといいと考えている。

　最近、立て続けにあったゴタゴタのおかげで、痛感させられている。

（だけどなあ……）

　まさに「カレシカノジョ」になりたがっている琴吹を相手に、それを言うのは不毛な平行線でしかないかもしれない。

　しかも、

「わたしは別にデートしたからといって、後から責任をとれだなどと言ったりしませんから。そこは絶対にお約束しますから」

　年下の女の子にここまで言わせて、なお突っぱねるのはただの臆病かもしれない。

　カイは腕組みを解いた。

「わかった。デートすっか」

　素の口調に戻して、ＯＫした。

　たちまち琴吹がパーッと表情を輝かせる。

　でもすぐに、はにかむようにうつむくと、


「……………………うれしい」



　いつもの抑揚よくようのない「ですます」調ではなく、嚙かみしめるように呟つぶやいた。

　布袋ほてい琴吹は小生意気で、豆腐メンタルで──何よりいじらしい奴やつなのである。





◇◆◇






　──というわけで、本日がカイと琴吹の初デートだった。

　やってきました「タイクーンシティ」。

　二人の住む坂田さかた市の人間にとって、「気合を入れて買い物に行く先」となると、普通は二択から選ぶことになる。

　一つは電車を使い、都内まで遠征するか。

　あるいは市内にある大型複合商業施設シヨツピングモールで妥協するか。

　後者のそれが「タイクーンシティ」である。

　ただ、あくまで東京サマにはそりゃ勝てんよという話で、「タイシティ」だって地方都市にはもったいないほどの立派な施設。坂田の誇り。

　二百を超える小売り店や飲食店の他、最新筐体きようたいがバシッとそろったゲーセンがある、三年前にリニューアルしたばかりのピカピカの映画館がある、県下最大級の書店がある、イエサブのパチモンみたいな地元発ホビーショップまであるといった具合に、カイのオタク心さえ満たしてくれるような、懐ふところの深いイケメンエリアなのだ。

　土地の使い方も広々！　通路といい店内といいあちこちにある休憩スペースといい、気持ちがいいほどゆったりしている。エレベーターの数だって多い。この点だけは何もかも窮屈な都心に勝り、家族連れ客などにはむしろ「タイシティ」の方が好評だったりも。

　おりしも日曜。

　それなり以上の、にぎやかな通り。

　それなり以上の、きらびやかなショーウインドー。

　決してそれなりではない本物の、老若男女の笑顔で満ちている。

　お互いの人生初ガチデートの場所としては、申し分ない幸せスポットではなかろうか。

　昼過ぎに複合映画館シネコン前で待ち合わせ、琴吹が観たがっていたアニメ作品を観賞した。

　高校の吹奏楽部を題材にした青春映画だ。

　というかカイも観たいと思っていたのだが、四月下旬の封切り日からこっち、ゴタゴタだバイトだ中間テストだと、忙しくて観に来る暇がなかったのでちょうどよかった。

　しかも期待を遥はるかに上回る出来で、百分間があっという間に感じられた。

　上映が終わった後も、しばらく二人でボーッと余韻よいんを味わっていた。

　そして、フードコートに移動すると、互いにわーっと感想を口にする。

「新一年生がそろいもそろって、大変に面倒臭い人たちでしたね」

「先輩に同意します。とても良いキャラ立ちをしていました。ずっとニヤニヤさせられました」

「げっそりしていた久美子くみこには申し訳ないですが、ニヤニヤさせられましたね」

「テレビ放映版もそうでしたが……地味で何気ない人間関係のもつれやこじれが、こんなに面白おもしろいのですから、とても素晴らしい作品だと再認識させられます」

「ちなみに新一年生の中で、琴吹さんの推しはどなたでしょう？」

「やはり奏かなでちゃんですね。顔が良くて性格が悪い子は最高です」

「わかります。顔が良くて性格が悪い子は最高ですよね」

「しかし、先輩の好みからすると、てっきりあの背の高い子が推しだと思いましたが？」

「最初はデキる子だと期待して観ていたのですが、あっという間に丸くなってしまいました。率直に申し上げて、彼女には毒が足りないと思います」

「しかし、彼女の最後の台詞せりふは感動的でした。先輩はもっと素直な目で観賞なさるべきでは？」

「立派に歪ゆがんだ眼まなこをお持ちの琴吹さんがそれを仰いますか？」

「話題を変えましょう。毒と言えば、麗奈れいなさんが少し丸くなったような気がしなくもなく」

「あれは大人になったと仰ってください。特に祭りのシーンの、横顔の美しさは圧巻でした」

「ええ、女のわたしが見惚みほれてしまうほどでした」

「言い得て妙ですね。ごく個人的には、久美子とのからみがもう少し……そういえば矢印の多い久美子ですが、ジョイナス先輩がおそろいの指輪をつけていたことに、琴吹さんはお気づきになられましたか？」


「えっ……。……。……。……見落としました。……えっ。……ええっ？？？」



「つまり、どういうことかと申しますと──」

「ネタバレはやめてください。いくら先輩でも怒りますよ？」

「それは奇妙ですね。一緒に観賞したばかりのはずなのですが……」

　──と。

　互いに感想トークの花を咲かせる。

　カイも大好物だが、琴吹は輪をかけたアニメオタクなのだ。

　話題が次の話題を呼び、作画の素晴らしさを讃たたえたら、今度はまた複雑な人間模様の綾あやについて語り、また作画の素晴らしさに戻るという、行ったり来たりも頻繁ひんぱんに起こる。

　おかげで喉が渇かわき、途中で二回ドリンクを追加した。

　百分のアニメ映画を語り尽くすのに、同じだけの時間では全まつたく足りないカイと琴吹。

　しかし本日は、いつまでもアニメトークをしているわけにはいかなかった。

　午後四時にアラームをセットしていたらしい、琴吹のスマホが鳴る。

「服を見に行きましょう、先輩」

「え？　もうそんな時間ですか？」

「晩御飯イタリアンは六時に予約をしておりますので、そろそろ移動しないと間に合いません」

「お、おう。そうですね」

　服を選ぶのにどんだけ時間かけるつもりやねん。

　という言葉を危うく飲み込むカイ。

「そう身構えないでください、先輩」

　だが、その内心を琴吹に読まれてしまう。

　こいつはメンタルよわよわなので、常に周囲の顔色を窺うかがって生きている奴なのだ。

　もちろん琴吹の方はおくびにも態度に出さないし、むしろしたり顔でとくとくと、

「先輩が女性の買い物──特にファッションに興味がないのは理解しております。しかし、今日のわたしは先輩の好みに合わせ、服を選ぼうと考えています。そして次回のデートで着てきてあげます。そう考えると、先輩もいわば当事者。楽しくなってきませんか？」

「じ、自信がないです」

「だからこそです。果たして本当に楽しいかどうか、これもいわばお試しのうちでは？」

「な、なるほど。まずはやってみなければ、永遠にわかりませんね」

　飲み終わった紙コップをゴミ箱に捨て、移動開始。

　なおモール内にはアパレルショップだけで数十店はあるはずだった。カイは詳しくないけど。

「琴吹さんは、お目当ての店があるのですか？」

「まずは手近なお店へ参りたいと思います」

「……まさか順に、全て回るおつもりですか？」

「いいえ。そんなことは考えていません」

「ホッ」

「全て回るには時間が足りませんから」

「……可及的たくさん回るおつもりなのですね」

　トホホ。

　肩を落とさないように気をつけながら、婦人服売り場を目指す。

　高校生女子としても小柄な部類の琴吹の歩調に、ごく自然と合わせる。

　男のペースで先々進んでしまうような、初歩的ミスは犯さない。

　この程度のことなら誰かさんのおかげで一年間、鍛えられた。

　同時に気づく。

　隣を歩く琴吹が、妙にそわそわしているのが。

　時々、カイの空いた手をチラチラ盗み見しているのが。

（手をつないで歩きたいんだろうな）

　カイは直感する。

　でもじゃあ、つなぐかというと躊躇ためらわれる。

（まだ本当のカレシカノジョになったわけじゃないしなあ。といって、手をつなぐ程度でいちいち悩むほどでもないんかなあ？　キスするわけでもないしなあ。お試しの範囲内かなあ？）

　アリか。ナシか。しばし自問するカイ。

　でも答えはほどなく出た。

（いや、やっぱナシだな）

　もし手をつないで歩いているところを、お互いの知り合いにばったり遭遇したら──という状況を、オタクの豊かな想像力でシミュレートしたのだ。

　決してあり得ない話ではない。

「タイシティ」は市内屈指のホットスポットなので、カイの通う朝城高アサコー生も琴吹の通う銀河高ギンコー生も、さぞや大勢うろついていることだろう。

　一緒に歩いていただけなら、ただ二人で遊びに来たのだと説明すればいい話。

　しかし、手をつないでいるところを目撃されたら、恋人同士と誤解されてもおかしくないし、それを解くのは難しいだろう。

（いや、俺は別に見つかっても構わないんだけどな……）

　さぞや冷やかされるだろうが、実害といえばその程度だし。

　琴吹のような美少女との仲を囃はやし立てられるのは、いっそ武勇伝とすらいえるのでは？

　一方、女の琴吹にとってはデリケートな問題だ。

　カレシがいるぞと学校で噂うわさが立ったら──本当にいるならまだしも──いたたまれないのではなかろうか？

　つまりはこれは、男側の責任が発生するケースといえる。

（うん、どう考えてもナシだな）

　琴吹には悪いが、気づかなかったことにした。

　一方、その琴吹さんはいつまでもこっちの手を、そわそわチラチラ見ているだけで、決して行動には出られない。

　あちらから手をつないでは来ない。

（本当に悪いなあ）

　そのよわよわメンタルが、しかし愛らしくて仕方なかった。







　婦人服売り場に到着。

「クイーンストリート」という、オサレなようで安直な名前がついているエリアだ。

　大きな通りの左右に婦人物を扱う店が延々と、間仕切りなしに並んでいる。

　宣言通りに手近なティーンズ専門店で物色する琴吹の後を、カイは居心地悪さを隠せずついていく。

　折り畳んで棚に陳列されたたくさんのブラウス、その一枚に琴吹がふと目を留め、

「こちら、良い布を使っていますね」

　そう呟いてから手触りを確認し始めた。

　カイは少し驚いて、

「色やデザインならばともかく、布地の良し悪しまでこだわるのですか？」

「普通、こだわりませんか？」

「……私は普通にカテゴライズされないようです」

「先輩は普段、どのように服を選んでいらっしゃるのでしょう？」

「……私の着ているものは全て、実は親戚のお下がりなのです」

「中村なかむら先輩らしいですね」

「上から目線で評すのはやめていただけませんかっ」

「でも服を買うお金があったらゲームを買いたいし、選ぶ暇があったら遊びたいのでしょう？」

「実に正鵠せいこくを射たご意見だと思います」

「もっとも、先輩のそういう飾らないところも、わたしは好きですが」

「高いところから褒ほめていただき、恐縮です」

　軽口を返しながらも、カイは苦笑を禁じ得なかった。

　琴吹が「好き」と口にした途端、見る見る茹ゆで上がっていったからだ。

　自分で言って照れるなよ。

　琴吹はばつの悪さを誤魔化ごまかすように、件くだんのブラウスの検討に専念する。

　が、ほどなく値札を見て、興味をなくしたようだ。

　良い布を使ってはいるものの、高すぎるということだろう。

「私と違い、琴吹さんは服の目利めききに一家言おありのようですね」

「こう見えて、洋裁店の娘ですので」

　立ち直った琴吹が、どこか自慢げに答えた。

　おうち情報は初耳である。

「わたしの母は服を一から作るのが得意で、趣味が高じて店を開くに至ったのです」

　小さな店だが、世界に一着のオーダーメイドを丁寧に、良心的な値段で仕立て、地域のお客様からも長年愛されているのだという。

（なるほど、自慢のお母さんか）

　琴吹の鼻高々ぶりを見て、カイは微笑ほほえましく思う。

　それからふと気づき、

「でしたら、わざわざ服を買いに来る必要はないのでは……？」

「自分の中にある理想の一着を母に仕立ててもらうのと、多くの選択肢の中からまだ見ぬ理想の一着を見出すのとでは、話が違うと思いませんか？」

「納得しました。私の見識が狭かったようです」

「まあ実際、わたしが外で服を買いたいと言うと、母はご機嫌斜めになるのですが」

「それは可愛いお母さんですね」

「自慢の母ですから」

　むふー、とまた琴吹が鼻息を荒くした。

　と──そんな話をしながら、ワンピースの吊つるし売りコーナーへ移動する。

　琴吹が二着を選んで、自分の前で交互に合わせて、

「どちらが良いと思いますか、先輩？」

　それをカイに見せて、訊きいてくる。

　全体に青っぽいやつと、白っぽいやつの二択だ。

「……どちらも似合っている、と思います」

　歯切れ悪く、思ったままのことを答えるカイ。

「では、これとこれでしたら？」

　全体に緑っぽいやつと、茶色っぽいやつの二択だ。

「……甲乙こうおつつけがたい、と思います」

「では、これとこれでしたら？」

　さっきのとは違うけれど、全体に青っぽいやつと白っぽいやつの二択だ。

「……どちらも良い、と思います」

「どちらでも良い、と」

「ニュアンスにやや悪意があります。そんな話はしていません」

　カイが抗議すると、琴吹は二着のワンピースを持ったまま、やれやれと肩を竦すくめ、

「真面目まじめに選んでください、先輩」

「無茶を仰らないでください。琴吹さんはお顔が整っていらっしゃるので、ぶっちゃけなんでも似合ってしまうのではないでしょうか？」

　顔立ちが「可愛い」と「綺麗きれい」のいいとこどりをしているような反則級美少女なので、よほどトンチキなデザインの服でもなければ着こなせてしまう。

「そ、そうですか。役に立たないご意見、ありがとうございます」

　憎まれ口を叩たたきながらも、褒められた琴吹はまたテレテレと、こっちの顔が見られなくなる。

　カイの視線から逃げるように、そそくさと移動。

　早足で隣の店をスルー。

　また次もスルー。

「琴吹さんはどちらまで行かれるのでしょうか？」

　と、背中に向かってツッコんでも──頰の火照りが冷めるまでは、足を止めないつもりなのだろう──早足のままズンドコ行ってしまう。

　結局は十店以上も素通りするという、クソザコメンタルぶりを遺憾なく発揮。

　そして、ようやく落ち着いたのか、また手近なショップにふらりと入店。

　棚に陳列されたトップスを物色して、折り畳まれていた一着を広げ、

「わたしに合う合わないという観点では、先輩に服を選ぶ能力が欠如しているということは理解しました。それでは純粋に服のデザインとして、これをどう思いますか？」

「……まるで何事もなかったかのように、教師面で質問してくる琴吹さんには感服しますね」

「別にそれほどでも」

　むふー、と得意げにする琴吹だが、これは演技。

「褒めてはいないのですが」

　カイが半眼になってみせるのもお芝居で、琴吹のそれがさっきの大移動の照れ隠しだと、ちゃんとわかっている。

　ともあれその一着を受けとり、どらどらとデザインをチェック開始。

　シグナルレッドを基調としたレーヨン生地の光沢が目に鮮やかで、若者用でありながらもアダルトな雰囲気満点のワンショルダーだ。

　が──カイの抱いた感想は別だった。

「全体に赤っぽいですね」

「……では、こちらはどうでしょうか？」

　琴吹がまた一着を棚からとって広げた。

　こちらはリネンのペプラム。やや野暮やぼったいデザインなのに、良い塩梅のタンジェリンカラーのおかげで一種、マスコットキャラクター的なくだけたキュートさが演出できている。

「全体に黄色っぽいですね」


「…………では、こちらは？」



　こちらは完全にアダルトデザインのカシュクール。なのだが、前で合わさる左右それぞれがモーヴとパティのツートンカラーになっており、お洒落しやれとトンチキが紙一重というか、エッヂが効きすぎているというか、とにかく着る人を選ぶだろう。

「二色で面白いですね」


「……………………」



　琴吹がこれみよがしに嘆息たんそくした。

　連発した。

「先輩にファッションの相談をした、わたしが愚かだったようです」

「自虐じぎやくと見せかけて私をチクチク責めるのはやめてください」

　カイは渋面にさせられる。

　それから、琴吹は広げた三着を律義に折り畳み、丁寧に棚に戻す。

「別に広げたまま置いておけば、後で店員さんが畳んでくださるはずですけどね」

「洋裁店の娘としては、放置しておくのは気持ち悪いですか」

「はい、性分ですね」

　そう言いながら服を畳む琴吹の手つきは、カイにはプロっぽく見えた。

　きっちり綺麗に畳まれて、棚に戻された三着は、まるで最初から手つかずのまま収まっているかのように映った。

　ちょっと、カッコよかった。

「もっとも別に、わたしは後継ぎでもなんでもないのですが」

「いいえ、理解できます。かくいう私も本屋でマンガやラノベの陳列が乱れているのをみると、直さずにいられません」

「店員でもないのに？」

「はい、オタクですので」

「それもまた性分ですね」

　琴吹がくすりとした。

　かと思うと、急に何か閃ひらめいた顔になって、

「先輩とファッションの話をするのは難しいとわかりましたので、質問の方向を変えます」

「……どうぞお手柔らかに」

「わたしがコスプレした『ダンまち』のヘスティアとアイズ、どちらが見たいですか？」

「神様一択で！」

「では『ゴブスレ』の女神官と剣の乙女おとめなら？」

「乙女一択で！」

「では『りゅうおし』の攻める大天使と嬲なぶり殺しの万智まちなら？」

「供御飯くぐいさん一択で！」

「先ほどまでとは大違いの打てば響くような即答、ありがとうございます」

「どういたしまして！」

　琴吹が「やれやれこれだからオタクは」とばかりに肩を竦めたが、カイは気にせずイイ笑顔になって親指を立てた。

　なぜなら琴吹だってアニメオタクだから。

　オタクじゃなければ今の質問の数々は、すらすらとは出てこないから。

　非オタクを相手にするような気遣いは要らないから。

「なるほど、中村先輩の服飾に関する好みの方向性が、見えてきました」

「ほほう！　全く自覚はないのですが、さすがは琴吹さんです。ぜひご教示願っても？」

「見たいと仰った三人とも全員、巨乳キャラですね」


「…………」



「わたしにそんなコスプレをさせたい願望が、先輩にはおありだと？」

「……何か問題が？」

「ご期待に沿えず申し訳ありませんが、わたしのそれはささやかです」

　と、琴吹が拗すねた。

　わたしのイメージとかけ離れていませんか？　とその目がカイを責めていた。

「こ、琴吹さんに似合う似合わないではなく、純粋に服のデザインの好き好きを語れと……」

「その話題はもう終わっていますが？」

「イベントに出たり、写真集を売るわけではないのですから、似合わなくてもいいと思いますっ。琴吹さんが青い紐ひもをつけてもいいと思いますっ。というか、自分の好きなキャラのコスプレをしてもらって、興奮しないオタクなどいません！」

　カイはめっちゃ早口になってまくし立てる。

　別に実際、コスプレしてもらえるわけではないのに。

　あくまでカイの好みの方向性を探る、仮定の話なのに。

　ところが琴吹は噴き出すと、

「それは、まあ、わかります。わたしもオタクですから」

　口に手を当てて、くすくすと本当に楽しそうに笑った。

　釣られてカイまで笑顔になった。

　それから、琴吹がいたずらっぽい顔つきになって、

「ちなみにもう一つ、先輩に確認したいことが」

「な、なんでしょう？」

「剣の乙女は目隠しキャラですが、先輩はわたしに目隠しをさせたい願望が？」

「……自分の好きなキャラのコスプレをしてもらって、興奮しないオタクなどいません」

「先輩は変態ですね」

「……オタクの性分だと仰ってください」

「ちょっと、気をつける必要がありますね」

　琴吹はまだくすくす笑いながら、カイからすすすっと距離をとるふりをした。

「フフ、こやつめ」

「うふふふ」

　仮にここが浜辺だったら「つかまえてごらんなさい」ノリの、追いかけっこが始まっていたかもしれない。

　しかし、周りに迷惑がかかる店内なので自重。

　琴吹がまたいたずらっぽい顔つきに戻って言い出した。

「当初の趣旨とはだいぶん変わってしまいますが──先輩がお望みならば、コスプレをして差し上げるのもやぶさかではありませんが？」

「なんと。今、ここでですか？」

「はい。ここに売られている、あり合わせの服で。だから、あくまでナンチャッテですよ？」

「た、例えば……？」

「そうですね。剣の乙女はさすがに無理ですが、受付嬢なんていかがでしょうか？　先ほど、ちょうどいいウエストコートがありました。後はシャツとリボン、それにマーメイドスカートを見繕みつくろって、髪も三つ編みにしたらそれっぽくなるかと」

「ぜひお願いします土下座でもなんでもしますからっ」

「次のデートで着るには、だいぶんハードルの高い格好ですが？」

「一緒に恥をかきましょうっ」

「先輩の覚悟のほどはわかりました。オタクの鑑ですね」

「それかアキバデートならワンチャン！　ワンチャン！」

「そこまで必死にならなくても……」

　と、そんな話をしながら通りを十店分ほど遡る。

　琴吹が件のウエストコートを手にとる。

　確かに受付嬢さんが、白シャツの上に着ているものと似ていた。

　しかし、こいつは……。

「ウエストコートなどと仰るので、いったいどんな代物しろものかと思えば、要はチョッキですよね？」

「わたしを笑わせるためのご冗談でないのでしたら、それ以上は口走らない方が賢明かと」

「……ファッションに疎うとくてすみません」

　でも、別にオタクじゃなくても男なんてみんなこんな体たらくだと思う！

　……こんな体たらくだよな？　な？

「さて、こんなものでしょうか」

　琴吹がテキパキとアイテムを見繕い、試着室へと向かう。

「……あの、恥の上塗りを承知でお訊ねしたいのですが」

「なんでしょうか？　わたしと先輩の仲です。どうかご遠慮なく」

「琴吹さんが着替えていらっしゃる間、私はどこにいればよいのでしょうか？」

　婦人服売り場に男一人でいるのは、どうにも居心地が悪い。

　店員さんとかの視線が気になる。

「大丈夫です。こういうショップの店員さんは練度が高いので、わたしたちが二人で来ていることも、さりげなくチェックを入れているはずです。まして先輩のことを不審がることなんてあり得ません」

「私の杞憂きゆう……ですか？」

「杞憂です。が、それでも不安だと仰るなら、試着室の前で待っていただいても？　一人でいるわけじゃないと、誰の目にも明らかですが？」

「それなら助かります……ただ、着替えの音が聞こえませんか？」

「ど、どれだけ耳を澄ますおつもりですか先輩はっ」

　動揺した琴吹が、抱えていた服をあわあわと抱き寄せる。

「普通は聞こえないものでしょうか？」

「普通にしていれば聞こえませんっ」

「それなら安心しました」

「……先輩は本当に、誰かと服を買いに来たことがないのですね。痛感しました」

「はい。琴吹さんが初めてのお相手です。自慢に思ってくださっても？」

「どうして先輩が得意げなのでしょうか……」

　カイのジョークに琴吹が呆あきれる。

「ちなみに琴吹さんは普段、どなたと服を買いにいらっしゃるのですか？」


「…………………………………………母とですね」



「ご友人とではなく？」

「今、心の中で失笑なさったでしょう？　わたしのことを、友達のいない奴とでも？」

「まさか。そこまでは思っていませんが」

「いますから。数は少ないですけど、ちゃんとわたしにだっていますから」

「はい、わかりました。別にバカになどしておりませんので、ムキにならないでください。ただ、私に対してエラソーになさった琴吹さんが、高校生にもなって服を一緒に買いに行く相手がお母様だというのが、ただちょっと微笑ましいと思っただけです」

「それをバカにしているというのです。先輩なんて親戚お古マンのくせに」

　琴吹が試着室に入ってカーテンをピシャッと閉めるぎりのぎりまで、お互いに煽あおり合う。

　もちろん、本気でケンカをしているわけではない。

　このナンチャッテ小悪魔な後輩と憎まれ口を叩き合うのは、ただの日常茶飯事。じゃれ合いみたいなものだ。

　琴吹がカーテンの隙間すきまから顔だけ出して、

「受付嬢と化したわたしを見て、先輩が『先ほどは生意気口を叩いて申し訳ありませんでした』と平伏するのが、今から楽しみです」

「コノヤロー」

　勝ち誇ったそのナマイキな顔に、カイは噴き出しながら痛くないデコピンをした。

　琴吹も屈託くつたくなく笑いながら、カーテンの向こうに顔を引っ込めた。







　そして、試着室の前で待つことほどなく──

　カイは想定外のトラブルに見舞われた。

　確かに琴吹の言う通りだった。

　なまめかしい衣擦れの音なんかは聞こえてこなかった。

　だが、たとえカーテン一枚を挟んでも、琴吹が着替えている気配が、なんとなく感じられてしまうのだ。

（琴吹さんの噓つき……。いや、噓じゃあないけど……）

　なんともばつの悪い気分にさせられる。

　気配があると、どうしても想像してしまった。

　琴吹が一枚一枚、服を脱いでいく様を頭の中で克明に、悶々もんもんと思い描いてしまった。

（思春期男子の妄想力を侮あなどるなよ！）

　と胸中で、誰に向かってでもなく叫ぶ。

　自然、頰が赤くなってしまう気まずさを、それで誤魔化す。

（これはいかんな……。着替え終わった琴吹さんと、合わせる顔がない）

　頭を冷やす必要があった。

　だから、そろりそろりと試着室の傍そばを離れる。

　だが、すると今度は婦人服売り場をウロウロして時間を潰つぶさないといけない。買う気も興味もない服、服、服ばかりの不毛地帯を男一人でだ。おお、神よ！

　手持無沙汰ぶさたなのもさることながら、周囲の目が気になって仕方がない。

（そんなん杞憂だって、琴吹さんが言ってたけどさあ……）

　確かに店員さんは、カイのことを不審がらないかもしれない。

　しかし、他の女性客はその限りではないのでは？

「やだ、どうして女の花園に害虫が混ざってるの？」「きもーい」「おまわりさーん」

　──みたいに思われてないか？

　さすがにないか。自意識過剰すぎか。

（いや、こんなことを気に病んでる時点でもう居心地悪いんだよな……）

　いっそ休憩スペースなりなんなりに、避難して待つというのはどうだろうか？

　琴吹にはＬＩＮＥで一言残して。

（……いや、俺のためにわざわざ着替えてくれてるっていうのに、それはさすがにナイよな）

　ただの友達と遊びに来ているわけではない、これは一応はデートなのだから。

　仕方なくカイは婦人服売り場を、当て所どなくさまよう。

　他の女性客の視界に、なるべく入らないよう逃れながら。

　といって琴吹のいる試着室から、あまり離れないように気をつけながら。

（もし琴吹さんとカレシカノジョになったら、こういうことも増えるよなあ）

　そして、避けることは難しいだろう。

　試しに脳内シミュレートしてみる。




「中村先輩。また服を買いに行きたいのですが、おつき合い願えますか？」

「俺ぶっちゃけ興味ないんで、琴吹さん一人で行ってくれる？」


「あ……。わかりました、先輩がそう仰るなら……寂さびしいですけど…………はい」






　この中村先輩、マジクズだな。

（──って、いやいやいやマテマテマテ。俺の悪い癖くせだ）

　これじゃマイナス思考になる一方だと気づいたカイは、慌てて歯止めをかける。

　先日できたばかりの友達が教えてくれたではないか。郷に入った以上は従えと。

　これもデートなのだから、全力で楽しむよう前向きになってみるべきだ。

（だよな。それでこそお試しの意義もあるってもんさ）

　腹を括るカイ。

　女児服コーナーで吊るし売りされていた桜色のブレザーを、真剣に凝視しながら、「このセーラー服っぽさもあるデザイン、『りゅうおし』十巻であいちゃんが着てるやつに似てない？」と、ファッションに興味を持とうと努める。

　でも、まさにその真っ最中だった──




「やっぱカイじゃん！　女児服売り場こんなところで何してんの？」




　不意に横合いから、声をかけられたのは。

　しかもその声ときたら、ほぼ毎日聞いているくらい耳に馴染なじんだものだった。

「えっ、ジュン!?」

　カイはびっくりしてそちらを向く。

　そして、同じくびっくり顔の親友とご対面する。




　御屋川みやかわジュン。

「学年一可愛い」と評判の美少女で、さらにお洒落にも余念がない。

　トップスは容姿に自信がないと絶対に着れないような、大胆なオフショルダー。

　胸元むなもとが上向きフリルになっているデザインが、ジュンの立派なバストをあくまでキュートにラッピングしている。似合っている。

　下はミニスカートにハイソックスという組み合わせで、二次元キャラのいわゆる「絶対領域」に目がないジュンが、自ら体現していくコーディネイトだった。

　ファッションに全く興味がないカイが見ても、一目で「ええやん」と唸うならされる代物だった。




　と──そんなオシャレ大好き御屋川さんだから、県下随一ともいえるこの婦人服売り場クイーンストリートなどは、ホームみたいなものだろう。

　しかし一方、カイにとっては完全アウェイ。

　だからジュンも、こんなところでバッタリ会うなんて思っていなかったのだろう。

　まだ驚きが収まらないのだろう。

「……あたし、知らなかった。……カイが子ども服に興味あっただなんて」

「ねえよ！　人を極まった変態みたいに言うなよっ」

　震え声になって口元を押さえるジュンに、カイは全力でツッコむ。

「でもじゃあ、なんでそんな血走った目で見てたわけ？」

「この服が、あいちゃんが着てたやつに似てるなって見てただけだよっ」

「……あいちゃんは『りゅうおうのおしごと！』の中にしかいないんだよ？　……現実にはいないんだよ？」

「つかわかっとるわ！　ちゃんと区別ついとるわ！」

「なーんだ。もー驚かせないでよ、心臓に悪い」

「おまえが俺にかけた疑惑の方が心臓に悪かったわ」

　ホッと胸を撫で下ろしたジュンを、カイはジト目でにらむ。

　しかしジュンはけろりとして、

「でもじゃあ、ホントになんでこんなトコいるわけ？」

「バイトの後輩と遊びに来てる」

「女の人？」

「ああ。つか歳としも一個下」

「うわー歳下の子とデートだデートだ、カイのえっちー。すけべー」

「囃し方が小学生かよ」

　ジュンのそれがジョークだと理解した上で、カイはツッコむ。

　ところがジュンは急に形のよい唇を尖とがらせたかと思うと、

「てゆーかー、あたしー、その後輩ちゃんにジェラシーなんですけどー」

「ええええ……」

　いきなりの発言にカイは当惑させられた。

　ジュンとはつき合いも長い。今度は逆に、冗談めかしただけの本音発言だとわかったからだ。




　ジュンは異性だが、あくまで友達である。

　確かに仲は一番良い。

　週に五日は家に遊びに来るし、夜までいるし、なんなら晩飯まで食って帰る。

　趣味もバッチリ、息もピッタリ合っている、無二の親友。

　おかげで周囲には恋人同士と勘違いされることが多いし、それでトラブルに巻き込まれることもあった。特にジュンの兄である王子先生プリＴなんかは、なかなか理解してくれなかった。

　それでもカイは、ジュンのことは友達だと主張してきた。

　決してカノジョではないし、それでいい。

　むしろ恋人関係になるよりも、友人関係の方がずっといい。

　そう啖呵たんかを切ったことさえあった。




　でも──

（ジュンが琴吹さんに嫉妬しつと……ってなんで!?　なんで!?　じじじ実はこいつ、おおお俺のこと好きなのか!?　デートしたかったのか!?　なのに俺が友達同士の方がいいって言い張ったから、気持ちを打ち明けるにも打ち明けられなかったのか!?）

　もう驚いたわ困惑するわで、カイはいっぱいいっぱいになる。

　当然、ジュンの台詞に反応できない。固まってしまう。

　だから、その台詞の先を待つ。ハラハラしながら待つ。

　果たして、ジュンは続けた。

「あたしが服、買いに行こって誘っても断るのにさー。その後輩ちゃんならＯＫとかさー」

「──って嫉妬するのそこかい！」

　ずっこけそうになったやろがい。

「は？　なに逆ギレしてんの？　あたしとはサンダル買うのに一回つき合ってくれたっきりで『もう懲り懲りですわ』みたいな顔してくれたくせにさー。今度はあたしがカイの靴を選んであげるって言ったら、『イラネ』の一言でバッサリだったくせにさー」

「ハイハイ、俺が悪かった悪かった」

　全面降伏しつつ、こっそり安堵あんどするカイ。

　自分の早とちりでよかった。勘違いでよかった。

　もしジュンに恋人になりたいと迫られてしまったら、もう今のままの関係でいられない。

「別に買い物なら、俺らだってしょっちゅう一緒に行ってるだろ？」

「ゆーてマンガとかゲームとかオタグッズとかばっかでしょー？　まー、それも楽しいけどー」

「楽しいんだからいいじゃんか」

　友達同士だからこその、この最高の関係を失いたくなかった。

　杞憂に終わって、心底からホッとした。

　でも、まさにその時だった──




「……中村先輩？　そちらの方は……どなたですか？」




　不意に後ろから、声をかけられたのは。

　歯切れの悪いその口調は、突然現れたジュンを訝いぶかしんでいるというのとは、ちょっと違う。

　人見知りをする人間特有の、初対面の相手を前にした緊張の表れだ。

「琴吹さん!?」

　このタイミングで着替えが終わるかと、カイは慌てて振り返る。

　そして、受付嬢さんと化した琴吹とご対面する。

「お……おおっ」

　思わず生唾なまつばを飲み下し、ぐっと拳こぶしをにぎるカイ。

　我を忘れ、見惚れさせられる。

　もちろんナンチャッテコスプレだ。

　所詮しよせんはよく似ている売り物を集めただけのパチモンだ。

　よくよくディテールを確かめれば、本物とは違うところだらけだろう。

　長い髪を太い一本の三つ編みにして、右肩から前に垂らした髪型も、よくぞこの短時間で編んだ！　似せた！　と拍手喝采を贈りたくなる出来栄えだが、しかしそもそも髪色が違う。

　もちろん目の色だって、受付嬢さんは黒じゃない。

　もしガチのレイヤーさんが見たら、「テメー、コスプレ舐なめてんのか？」とキレ散らかすかもしれない。

　完成度でいえば低いかもしれない。

　それでもカイは感動していた。

　興奮していた。

　自分のよく知っている女の子が、自分の好きなキャラのコスプレをしてくれるということが、ここまで衝撃的だと思っていなかった。

「きっとうれしいだろうな」と想像していた、その生温い空想をリアルがぶっちぎった。

　たとえパチモンコスプレだろうが、この沸き立つ気持ちに噓はない！

（すげえ！　すげえよ、琴吹さん！）

　カイは感激そのままに駆け寄ろうとした。

　だが、できない。

　正確には先を越された。

「きゃあああああああああああああああああああああああああああああん♥」

　ジュンの甲高かんだかい歓声が、フロア中に木霊こだまする。

　かと思えば琴吹へとまっしぐらに突撃、有無を言わさず抱きしめる。

「なにこれ!?　誰これ!?　可愛い可愛い可愛い可愛いカワイイカワイイカワイイカワイイかわかわかわかわかわかわかわかわかわかわかわかわかわかわかわかわかわかわかわかわかわ──」

　小柄な琴吹の頭頂部へ、上から無限に頰ずりするジュン。

　さすがリア充の学年トップ、秒でクラスの女子全員と仲良くなる女。

　初対面の相手だろうとスキンシップに遠慮がない。

　一方、琴吹は筋金入りの人見知りで、豆腐メンタルだ。

　この天下御免の大胆ハグに、思考が追い付いていっていない。

　体ごとフリーズしている。

　カイも二人のところへ行って、

「誰これ、じゃあない。布袋琴吹さんだ」

「カイったらこんな可愛い子を隠してたわけ!?　ずっこいずっこいずっこい!!」

「隠してねえよ。さっき言ってたバイトの後輩だよ。わかったら離してさしあげなさい。琴吹さんの目が死んでるから」

　ジュンに抱きしめられたまま、でっけーおっぱいの谷間に顔が半分埋まった琴吹の、虚うつろな目があまりにも不憫ふびんで助けに入る。

　しかし、ジュンはいっそう琴吹を抱き寄せて、
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「やだやだやだやだ！　だって、まれーたそだよ!?　まれーたそが実在したんだよ!?　おうち持って帰るッ」

「そりゃ、まれーたそは実在するだろうよ会ったことねえけど。つーかキャラを中の人の名前で呼ぶなよ。ちゃんと受付嬢さんって呼べよ」

「ゴメンその通り！　あたし、原作リスペクトが足りなかったっ。くも先生に土下座しなきゃいけなかったっ」

「くも先生にも会ったことねえけどな」

　すっかり興奮しきったジュンの支離滅裂トークに、カイも苦笑しながら調子を合わせる。

　そして、その間にも琴吹が少し回復したようで、

「あ、あのー。離していただけますかー？」

　でもまだ蚊の鳴くような声で、憐あわれっぽく懇願した。

　ジュンも「仕方ないにゃあ」「受付嬢さんの頼みだしにゃあ」とばかり、琴吹を抱く腕の力を緩める。

　でも絶対離そうとはしない。

　琴吹も諦あきらめたのか、やさぐれ顔で嘆息し、

「で？　結局、この遠慮とか礼儀という概念をお持ちでない方は、どちら様なのでしょうか？」

「あたし、御屋川ジュン！　ジュンって呼んでね！　あとタメ口でいいよ！」

「承知いたしました、御屋川先輩」

「いや～ん♥　この子、健気けなげにカベ作ってる～～。可愛すぎて死ぬ～～♥♥♥」

　どの辺にジュンのツボがあるのかわからん。

「お答えいただけますか、中村先輩？」

「ええ。琴吹さんにもよく話をしましたし、相談にも乗ってもらったでしょう？　この『妖怪ようかいほおずり』こそが、例の私の親友なのです」


「はっ!?　えっ？？？？？？」



　よほどびっくりしたのか、虚ろだった琴吹の瞳ひとみに活力が戻った。

「琴吹さんは何をそんなに驚いているのでしょうか？」

「本当にこの方が、週五で遊びに来る例の人なのですか？　戦車をやればいつも先輩の背中を誤射し、モンハンをやれば一クエ平均十回粉塵ふんじんを使わせる例の人ですか!?」

「多分に誇張してご記憶なさっているようですが、その例の人です」

「……フーン。……カイはあたしのこと、そんな風に話してたんだ？」

「琴吹さんの記憶に誇張があるっつったろっ」

　批難がましい目つきになったジュンへ、カイは反論する。

　いや、今のは仕方がない。

　ジュンが目を尖らせるのもわかる。

　しかし……琴吹まで責めるような目でこちらを見るのは、なぜなのだろうか？

　あるいは被害者面というか、大きなショックを受けている様子で、

「女友達だとは聞いていましたが、まさかこんな綺麗な人だとは、思っていませんでした……」

「なにげに失礼な発言ですが、そこはスルーしましょう。ではどんな風に思っていたので？」

「てっきり、中村先輩をそのまま性転換させたような方かと……」

「恐い想像をさせないでください」

　カイは憮然ぶぜんとさせられたが、ジュンは「なんかわかるー」とケタケタ笑っていた。

　おまえのことやぞ？

「てかさー、せっかく仲良くなったんだしさー、このメンツでいろいろ回らない？」

　ジュンがまだ無邪気に笑いながら、名案とばかりに提案してきた。

「……いつ仲良くなったんですか」

　その胸の谷間に顔を埋めたまま、琴吹の目が再び死んだ。

　カイは大慌てで、

「や、待てっ。それはダメだ、ジュン！」

「えー、なんでー？　あたしも受付嬢さんと遊びたい。カイばっかずるい」

「いやいや、そういう問題じゃなくて」

　この後、イタリアンを二人で予約してるからとか、それだけの問題でもなくて。

（今ごろ気づいたんだけど、デート中に他の女と仲良くしてるとか、それナシだよな!?　いくらジュンがただの友達だからって、琴吹さんは面白くないよな!?）

　カイにとってはジュンが一緒にいる日常が当たり前すぎて、つい普通に馴染んでしまった。

　猛省案件である。

（後で琴吹さんにも謝るけど、どうか大目に見て欲しいっっっ）

　なにしろこっちは実年齢とカノジョいない歴が、等号で結ばれるような男なのだ。

　デートなんてもう、カイにとっては非日常の世界。

　慣れてなくて、スマートじゃなくて、本当にスミマセン！

　しかし、ともあれ。

　今はこの「妖怪ほおずり」を琴吹から引きはがすのが先決である。

「あのな、ジュン。真面目な話なんだけどな」

　俺たち今デート中なのだと、カイは言いかける。

　でも、まさにその矢先だった──




「いい加減空気を読みなさいな、ジュン」




　不意に後方から、声をかけられたのは。

　これまた聞き覚えのある声音だった。

　優雅で、上品で、それでいて氷のような冷淡さ。

（まあね！　そりゃね！　人気者だわリア充だわのジュンさんが、一人で買い物に来てるわけないって、そりゃ俺も薄うっすら思ってましたけどね……！）

　カイは「ゾッ……」としながら振り返る。

　まだ高校生なのに、ヤクザの情婦もかくやの貫禄で腕組みしている、冷血女とご対面する。




　藤沢ふじさわ怜奈れいな。

　学年カーストの頂点に君臨する、麗うるわしの女王様だ。

　実際その美貌は半端はんぱではなく、プロのモデルを目指して芸能事務所に所属するほど。

　ジュンとは高校入学以前からの親友同士だという。

　そしてカイも先日、友誼を結ぶことになった。

「友達ジユンの友達同士」という奇妙なカテゴリーの。




　その氷の女王が、持ち前の完璧な作り笑顔でやってくる。

　不満げにムクれているジュンを、否いやが応おうでも連れていく。

「ごめんなさいね？　お邪魔虫は消えるから、許して頂戴」

　天然というには綺麗で精巧すぎる、まさに作り笑顔のまま琴吹にもフォローを入れる。

　怜奈の本性を知らない琴吹からすれば、思わず見惚れるほどのオトナの女性だろう。

「い、いえっ。いいえっ。ちっとも気にしてませんです」

　敬意たっぷり、ジュンに向ける目と違いすぎた。

　カイもまた感謝する。

「すまん。助かった」

　でも委縮しきって、蚊のようにか細い声を出すのがやっと。

　そして、怜奈は最後まで作り笑顔のまま去っていった。

「明日。学校で」

　と短く、話があるからと言い残して。







　カイは再び「ゾッ……」とさせられた。
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　翌月曜。登校時。

　カイはＬＩＮＥを使ってジュンと待ち合わせ、同じ電車の同じ車両に乗った。

　通勤ラッシュで鮨すし詰め状態の車内。

　朝城あさぎ高校最寄りの坂田さかたまで四駅・十二分間の、毎朝行われる我慢大会。

　カイはいつものように、出入り口付近の窓際まどぎわにジュンを立たせる。

　自分はドアに腕を突っ張って壁となり、混雑の重圧から女友達を守る。

　ちなみに今日のジュンさん、待ち合わせには応じてくれたものの、会ったその瞬間からぶーたれモードである。

　昨日、琴吹ことぶきとの遊びに交ぜてもらえなかったことを、まだ根に持っているらしい。

「ゆうべはお楽しみでしたか？」

　なんて嫌味まで言ってくる。

「ねえよ。晩飯食べて、八時過ぎには解散のケンゼンな一日だよ」

　それこそウチで晩飯食って帰ったら、九時過ぎることも多々なジュンよりよっぽどケンゼン。

「カイのチキン」

「紳士って言ってくれる!?」

「真面目まじめな話どーなん？」

「真面目な話、異性として好きとか嫌いとかよくわかんねえ」

「まあ、そうだよねえ。まずはデートしてみないと、わかるものもわからないよねえ」

　琴吹さんと同じことを言うな、こいつ……。

「俺おれはデートって、好き合ってる同士でやるもんだと思ってました。こんな気軽にするもんだとは思ってませんでした」

「あはっ、それはマンガとかの世界だよ」

　琴吹さんと同じことを言うな、こいつ!?

「ハイハイ、オタクですみませんね。この歳としまで経験なくてすみませんね」

「まあ、あたしもデートしたことはないんだけど」

「ないんかい！　ないのに常識ヅラで語ってたんかい！」

「なんかねー、下心剝むき出しで誘われてもドン引きなんだよねー」

　そうか、こいつくらいモテると、男側も必死になるのか。

「第一、友達と遊んでる方が絶対楽しゅない？」

「わかりみが深い」

　カイは大いにうなずく。

　やはり友達はいい。

　今だってこうして腹を割り、気楽に話せる関係が心地よい。

「まあそういうわけですよ。琴吹さんと遊びに行くのは楽しかったんですが、色っぽいことは何もありませんでした」

「あんなに可愛かわいい子なのにねー。もったいないねー。あたしだって、あの子だったらデートしてもいいかなっ」

「ハイハイ、甲斐性かいしようなし甲斐性なし」

　遠慮なく笑われ、カイは仏頂面ぶつちようづらで自虐じぎやく。

「とゆーか、ジュン。俺こそお前に訊きいていい？」

「何？」

「おまえが二次元の女キャラに向かって『結婚したい』とか『ちゅっちゅしたい』とか言ってるのはしょっちゅうだけどさ、琴吹さんもそうなの？　三次元ナマモノもイケるの？」

「あたしだってそりゃ二次元と三次元はちゃんと区別してるよ？　ナマモノに向かって『嫁にしたい』とかは、冗談でしか言わないよ？」

「そういうもんか」

　カイは相槌あいづちを打ちつつも、まだ全部腑ふに落ちたわけじゃない。

　具体的には、ジュンが琴吹に執着する心情がよくわからない。

　カイだって「妹さえ」の海津かいづ真騎那まきなのことは「渋くてかっけー」と思うし、「ダンまち」のベル君がリリを助けるためにファイアボルト連発するシーンには「マジ惚ほれる！」くらいのことは思った。

　でも、男キャラ相手に「ちゅっちゅしたい」は、ナイ。絶対ナイ。

　まして、リアルで可愛いめの男の後輩が実在したとして、頰ほおずりしたくはならない。

「あたしが変だってゆーわけ？」

「いや、それがわからんから聞いてるの」

　再びぷっと頰をふくらませるジュンを、カイは宥なだめる。

「まあね、一般的じゃないとは思うよ？　それこそ怜奈れいなたちには直球で『変！』っていじられるし。ただそこまで変なことだとは、あたしは思ってない」

「ほほう」

「結局、女の子っていくつになっても可愛いものが好きなの！　ゆるキャラだって好きだし、ヌイグルミだって好きだし、キャラでもリアルでも女の子でも可愛かったら大正義なの！」

「なるほど、ちょっとわかってきた」

「ただ、中には『高校生にもなってヌイグルミはないわー。子どもっぽいわー』みたいに言う人もいれば、バカにされたくないから本当は好きなのに隠してる人もいるわけ」

「あー、いるなあ！　いるいる！　男だってゆるキャラもヌイグルミも好きなのに、見栄張って隠してる奴やついるわ！」

「でしょー？　だけどあたしは隠さないし、なんなら全力オープンしてるわけよ。愛よ！」

「なるほどなあ。ジュンにとっては琴吹さんもヌイグルミも同じカテゴリーか」

「そう言うとなんか失礼な感じだけど、でもまあ心情としてはぶっちゃけ近いかな」

　本人にはナイショね、と可愛らしく舌を出しながら拝んでくるジュン。

「で、可愛い可愛くないで言うと、あんな可愛い子、あたしは見たことないわけよ！　そりゃ一目惚れだし、頰ずりだってしたくなるわよ！」

「力説されてもなー」

「愛よ！」

「でも、見たことないっつーけど、ジュンの周りって可愛い子だらけじゃないか？」

「怜奈たちは厳密にいえば『キレイ』星に住んでる人たちでしょ？　『カワイイ』星人じゃないでしょ？　あたしの心の甘露寺かんろじさんがそれじゃキュンって言わない！」

　ジュンは『琴線に触れない』と言うべきところを、マンガのキャラで例えた。オタクだった。

「甘露寺さんがスンとなるんじゃ仕方ねえな」

　カイはこれ以上なく理解できた。オタクだった。

「でもまあ、言われてみると、怜奈さんたちはそうか」

「なんならあたしが一番童顔っていじられるからね！」

「ハハハ、あの人らと比較されるとそうかもな……。あ、でも三原みはらはどうなんだ？　あいつは間違いなく『カワイイ』星人だろ？」

　カイはクラスメイトである三原桃子ももこの名を挙げる。

　ジュンよりさらに童顔というかロリ顔で、可愛さだけならクラス屈指。

　ただし性格が「ウザイ」「クソムカ」「女じゃなければ殴ってる」の三拍子を極めた奴だ。

「あっは、桃子はナイでしょー」

「そっか、三原はナイかー」

　やっぱ俺たち趣味バッチリだな。

「マスコットキャラだって今や戦国時代で、見た目だけじゃなくて性格付けも大事なのよ？」

「わかる。俺も『すみっコぐらし』はイケる」

　──まあ、ともあれ。

「ジュンが琴吹さんに頰ずりしたくなる心情はよくわかったし、俺も変だとは思わないな」

「さっすがカイ！　ご褒美ほうびに頰ずりしてあげようか、うりうり～？」

「やめいっ、周りの目を気にしろっっっ」

「うりうり～？」

　言ってもやめず、ジュンはほっぺたをカイの胸元むなもとにこすりつけてくる。

　分厚いブレザーの上からじゃなくて、夏服時期だったらもっとよかったかも。

　と思ったのはナイショ。
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　学校に到着するなり、ジュンが言った。

「あたし、職員室に寄ってくるね」

「え、なんか呼び出し？　説教？」

「ま・さ・か！　王子兄おーにいがお弁当忘れてったから、届けに」

「マジかよ……」

　カイは絶句させられる。

「あっれ～？　ナニナニ～？　もしかして、あたしと一緒に教室行きたかったの～？」

「ああ、そうですよ！　おまえ、わかってて煽あおってるだろ？」

「一緒に登校して友達に噂うわさされると恥ずかしいし、あたしもう職員室行くね～？」

「コノヤロウ」

　カイは半眼になってにらんだが、ジュンはきゃっきゃと笑いながら行ってしまった。

　仕方なく一人で二年一組の教室に向かう。

　そう──

　わざわざ登校時間を待ち合わせたのには、理由があった。

　もちろん、琴吹の話を聞きたくて声をかけたわけではない（そんなの放課後でも間に合う）。

　もっと別の、それも逼迫ひつぱくした理由があるのだ。

（まだ来てないといいなあ。なんなら遅刻してくれるといいなあ）

　内心祈りながら、おっかなびっくり教室前方の出入り口から入るカイ。

　そして、その瞬間にもうアウト。

　遅刻を願ったその相手と目が合ってしまう。

　こちらに気づいた藤沢ふじさわ怜奈が、さも大歓迎とばかりの作り笑顔になって、「こっちへいらっしゃい」と誘っていた。

（おるやんけ）

　とカイは慨嘆がいたんしながら、すごすご向かう。

　行かないと後が怖い。

　ジュンが一緒だったら心強かったのだが、ハシゴは既に外された。

　諦あきらめの境地だ。

　怜奈は授業時間外の定位置である教室前方窓際で、クラスでもとりわけイケてる女子二人を取り巻きの如ごとく侍はべらせ、優雅に談笑していた。

　一人は件くだんの三原桃子ちゃん。

　あざといほど甘ーい媚こび媚こびボイスで、

「おはよー、アッシュくん☆　今日も元気そーだねキャハ☆」

「え、どこが？」

　むしろ今この時も怜奈さんの目が笑ってなくて、ビビりまくってるんだけど？

「だって、今日もパッとしない顔面じゃーん☆　いつものアッシュくんじゃーん」

「顔面は健康状態で変わったりしねえよ」

「そっかー☆　じゃあ、いい病院紹介してあげるから整形してきたらー？」

「おまえこそ転生して性格直してきたら？」

　な？　クソムカつくだろ？

　一方、そのやりとりで笑いを嚙かみ殺しているのが、もう一人の斉藤さいとう白雪しらゆきさんだった。

「おまえら、朝から見てて飽きねーな」

　と、本当にお腹なかを抱えるオーバージェスチャー。

　母親がアメリカ人だからだろうか。

　クラスの女子では一番背が高い、ワイルドビューティーな赤毛の白雪さんだ。

「三原と同類扱いはやめて欲しいんだけど……」

「プククそういうとこがオモシレーよ、アッシュ君は」

　と、まるで珍獣扱い。

　まあ、桃子は顔面偏差値だけならトップクラスなので、普通の男子はどんなにムカつくことを言われても、デレデレするか気後れするかの二択かもしれない。

　毒舌にきっぱり毒舌を返す、自分の反応は珍しいのかもしれない。

（だが残念！　この中村なかむらカイ──可愛い子はジュンや琴吹さんで見慣れているので、外見にだまされたりしないのだ）

　そこはかとなくドヤ顔になる。

　が──

「おはよう、アッシュ君」

　最後に真打とばかりの怜奈に挨拶あいさつをされ、その余裕も恐怖で凍りつく。

「お、おはよう、怜奈さん……」

　震える声でどうにか挨拶を返す。

　途端、空気がピリつく。

　桃子と白雪までが、急に据わった目でこちらをにらんできたのだ。

（ただでさえ怜奈さんにビビってんのに、この上おまえらまでなんだよ!?）

　とカイは内心、気が気でない。

「アタシはアッシュ君のこと嫌いじゃねーけどさー。あんまチョーシこく男はダセーぜ？」

　ほとんど身長の変わらない白雪が、馴なれ馴なれしく肩を組んでくる。

　美人に密着された喜びより、逃げられなくなった緊張感の方が勝る。

「ちょ、チョーシこいてるつもりはねんだけど？」

　蒼褪あおざめつつもカイは冤罪えんざいを主張。

　すると、桃子が罪状を教えてくれる。

「『怜奈さん』じゃないでしょー？　『藤沢さん』でしょー？　モモコでさえ下の名前で呼ぶの許してもらえるまで、どんだけかかったかアッシュくんわかってるのかなー？」

（あ、そこなわけね）

　とカイも納得。

　グループのトップに君臨する女王様に対し、畏れ多いぞと白雪たちはお冠か。

　しかし、それならやはり冤罪だ。

「でもな──」

　とカイは反論しようとする。

　だが一瞬早く、怜奈が口を開いた。

「いいのよ、アッシュ君は。私が『怜奈』って呼ぶようお願いしたんだから」

　と、澄まし顔で二人をとりなした。




　そう。

　実は以前、怜奈との仲が最悪にこじれたことがあった。

「あなたはジュンと釣り合わない。二人の交際を認めない」と、面と向かって罵られた。

　しかし直後に、怜奈の方から謝罪と仲直りの提案をされた（途中、松田まつだというイケメングループとの暴力沙汰ざたがあったくらいで、よくわからないうちにそうなった）。

　またその時に、改めて友達になろうと言われ、下の名で呼んでいいと言われたのだ。




　しかし、いきさつを知らない桃子と白雪は、「マジで!?」とばかりに目を丸くした。

　果たしてそこまでの大事件なのだろうか？

（──いや、でもそうか）

　怜奈のグループはリア充ぞろいだが、男に対してガードが堅いことで知られている。

　とりわけ怜奈はガッチガチだ。作り笑顔で美しくも冷たい壁を作る。

　だから、カイに下の名前で呼ぶように言った時も、「あなただけ特別よ？」と冗談めかしていたが、本当に特例なのかもしれない。

「ついでに言えば、『さん』付けも要らないのだけれど？」

「や、俺の中じゃ『怜奈さん』の方がしっくりくるんで」

　女王様の光栄なお言葉に、カイは丁重に辞退申し上げる。

　だってこの人、ヤクザの情婦だし。超高校級の姐御あねごだし。

「今、失礼なことを考えてない、アッシュ君？」

「ないですないです絶対ないです！　というかそっちこそ呼び捨てでいいんですよ!?」

「そうねえ。あなたがもう少し頼り甲斐のある男に成長したら、そうさせてもらうわ。今はまだアッシュ『君』って感じだもの」

「ガキ扱いかよ！　そっちこそ失礼だろ!?」

　怜奈に対し、思わず遠慮のないツッコミをするカイ。

　そんなやりとりを目まの当あたりにした白雪と桃子が、ばつの悪い顔になって言ってきた。

「マジで怜奈とダチになったんだな、アッシュ君。さっきはスゴんで悪かったよ。ワビにアタシのことも『ユキ』でいーぜ？」

「モモコのことも『モモコ』でー☆」

「や、わかってくれりゃ別にいいよ」

　もちろん、気兼ねのない関係は歓迎なので、好意の方は受け取っておくが。

「後はアッシュよりカイって呼んでくれた方が、もっとうれしいけどな？」

「そりゃねーよ、アッシュ君。これは親愛の表れだよ」

「シンアイだよー☆」

　ユキさんはともかく桃子のは噓うそだろ？

（けどまあ、よかった）

　お互いわかり合えたことで、空気が和やかになっていた。

　怜奈もなんだか優しいし、殊更ことさらに怯おびえる必要などなかったのかもしれない。

　実際、柔らかい笑顔になって怜奈は言った。

「ところでアッシュ君。昨日、私が言ったこと、憶えてるかしら？」

「うんうん。学校で話があるってやつだろ？」

　結局、なんの話なのだろうか？

（俺はてっきり、琴吹さんとデートしてたことを問い詰められるのかと思ってたけど）

　まあ、この雰囲気なら違うだろう。

　自分の思い込みだったのだろう。

　カイはへらへらと、怜奈が話を切り出すのを待った。

　怜奈もニコニコとして言った。




「もちろん、あなたがジュンを差し置いて、泥棒猫とデートしていた件についてよ」




　やっぱその話やんけ。

（心臓に悪いからフェイントやめてくださいよおおおおおおおおお）

　と、へらへらした顔のまま凍りつくカイ。

「返答次第では、ただではすまないって覚悟してね」

　と、氷の微笑のまま怖いことを言う怜奈。

　再び、空気がピリついていた。

　白雪が、そして桃子でさえ、友人ジユンのために怒り、こちらをにらんでいた。

「感謝してね、アッシュ君？　私たちは友達だから、ちゃんと弁明はなしに耳を貸してあげるのよ？」

「アッハイ」

「ちなみに弁明はなしはすぐすみそう？　長くなりそう？」

「……長くなる、と思います」

「わかったわ」

　了承する怜奈。

　さすがはモデルの卵をやっているだけあって、その笑顔には誰もが見惚みほれずにいられない。

　しかし、その声音は百年の恋も冷めるだろうほど酷薄だった。




「放課後。体育館裏で」

「……はい」




　カイは三たび「ゾッ……」とさせられた。
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　そんなこんなで同日放課後。

　カイは怜奈に、体育館裏に呼び出されていた。

　折り返し構造になった昇降口の、踊り場のところで正座させられていた。

　下が剝き出しのコンクリートなので、硬くて脛すねが痛い。

「……なんで正座なんスか？」

「反省するのに相応ふさわしいポーズだからよ」

　怜奈はすぐ目の前で仁王におう立ちになって言った。

　この凍れる女王様に腕組みしたポーズで上から圧をかけられると、もう恐いのなんの。

　一方でカイは、目のやり場にも困っていた。

　怜奈はイマドキの女子高生然と、スカートの丈たけを短くしている。

　且かつ、モデル体型の彼女は脚がすらっと長くて、腰の位置が驚くほど高い。

　だから正座したカイの目前に立たれると、スカートの奥の見えてはいけないものが、下からチラッと覗のぞけそうになってしまう。

（でも指摘したら蹴けり飛ばされそうだから、黙ってよう）

　もし本当に覗けてしまったら、それは事故だ。いいね？

　──という予期せぬシチュエーションのおかげで、恐怖も半減。

「俺がいったい何を反省しなきゃいけないって？」

　正座はしたまま、しかし反抗的な口調で訊く。

「ジュンというステキな恋人がいながら、よくも二股ふたまたをかけてくれたことよ」

「二股て」

「弁明を聞かせてくれる、アッシュ君？」


「だーからー、もうず～～～～～～～っと言ってるけど、俺とジュンはカレシカノジョじゃねえの。友達同士なの。俺が琴吹さんとお試しデートしたって、不義理じゃねえの」



「あなたも強情な人ね。そんな見え透いたウソが、通用すると思ってるの？」

「誓って真実なんだよなあ」

　まーた平行線だと、カイは嘆息たんそくさせられる。

　一方、怜奈は頑として譲らない。

「あなたはジュンを選ぶべきだわ？　あの子のことは忘れなさい。もう二度と会わないと、ここで誓いなさい」

　高圧的に命令してくる。

　まーた始まった、とカイは肩を竦すくめ、

「琴吹さんとはバイト友達なんで、今後も絶対に顔を合わすんですけどー？」

「じゃあ、バイトも辞めることね」

「おまえ他人ひとの人生にムチャクチャ言いやがるな!?」

　カイは大声になってツッコむが、怜奈はフンと忌々いまいましげにそっぽを向くだけ。

　それでこっちもヘソを曲げて、反対側に顔を背ける。

　しばしの意地の張り合いだ。

「おまえになんと言われようが、俺は会うのをやめないからな」

「……それを決めるのは私じゃない。アッシュ君自身ってことかしら？」

「おう。よくわかってるじゃんか」

「そりゃあね。松田相手に切った啖呵たんかと、同じだもの。忘れるわけがないわ」

　結局、あなたはそう言うのね──と怜奈は諦めのため息をつくと、こっちを向いた。

　それでカイも向き直る。

　心なしか、怜奈の表情が和やわらいでいるように見えた。

　目も優しくなっているように思えた。

　だからカイもそれ以上は強情を張らず、態度を軟化させる。

「まあ、そういうことだよ」

「了解よ。アッシュ君はあの子と交際すればいいわ」

「マテマテマテ話を飛躍させるな！」

　こいつには中庸という概念がないのだろうか？

「そういう話じゃないの？」

「まだつき合うと決めたわけじゃねえよ！　それに──」

「それに？」

「難しいかもって、正直、昨日、思った」

「デートが意外と楽しめなかったのかしら？」

「楽しかったよ。それはマジだ。でもな、楽しいだけじゃなかったんだよな……」

　ただ友達と遊ぶ時と違って、何かと気遣いをしなくてはいけなかった。

　いわゆる「相手を勘違いさせる行為」などは、厳に慎つつしまなくてはいけなかった。

　カイには全まつたく楽しめない服の買い物だって、つき合わないわけにはいかなかった。

「琴吹さんとはバイト先で知り合ったんだ。ダベるとめっちゃ楽しいんだ。趣味が合うんだ」

　昨日だって、二人でアニメ映画を観て、感想トークをしている間は、時を忘れるほど熱中した。ひたすら楽しかった。

「でもそんなことは、カレシカノジョじゃなくてもできるよな……。むしろカレシカノジョじゃない方が、純粋に楽しめるよな……」

「アッシュ君て、オトナなのかコドモっぽいのか、よくわからないわね」

「ガキだと思うよ、ぶっちゃけ。自分でも」

「そういうピュアな一面が強く残っているところ──ジュンと気が合うはずだわ、あなた」

　歯が浮くような台詞せりふを、怜奈が言った。

　でも、この女王サマが言うと板についている。

　カイはそんな二枚目キャラではないので、とても気恥ずかしい想おもいをさせられたけれど。

「ねえ、アッシュ君。もう一つ、友人として忠告があるのだけれど、聞いてくれる？」

「お、おう」

　さっきまでの怜奈と違って高圧的な物言いではなかったので、カイも虚心に耳を貸す。

「あの子と交際することになったら、もうジュンとは気楽に会えないわよ？」

「え、なんで？」

「当たり前でしょう？　恋人がジュンだろうと、あの子だろうと、結局は二股じゃない」

「ジュンはあくまでただの友達なのに？」

「アッシュ君にとってはそうでも、あの子はどう思うかしらね？」

「ジュンのことは──ほとんど毎日遊んでる女友達がいることは、前から琴吹さんには言ってあるんだ。だから琴吹さんも、ジュンのことは承知の上のはず。おまえと違って、もう会うななんて言わないはず」

「惚れた弱みというでしょう？　あの子だって本心では嫌だけど、あなたの手前、健気けなげに我慢しているだけかもしれないじゃないの」

「そういう……もんか？」

「仮に私だったら、自分のカレシがほとんど毎日、他ほかの女と遊んでいるなんて知ったら、気が気じゃないわね」

「……なるほどなあ」

　カイは嘆息させられる。

　今日一番の、深い深いため息だ。




「やっぱめんどくせえなあ……カレシカノジョって」




　いつぞやと同じ独白が、口をついて出た。

　たとえオコチャマだと笑われようが、それがカイの本音だった。

「で？　アッシュ君はするの？　その面倒臭いこと」

　怜奈に早速、笑われる。

「しない。できない」

　カイは憮然ぶぜんとなって答える。

　恋人を作るために、ジュンと疎遠になる選択をしなければならないのなら、カノジョなんて別に欲しくなかった。

　カイにとってジュンという少女はもはや、選ぶとか選ばないとか、そういう存在ではない。

　人生の一部と言って、過言ではない相手なのだ。

「気が滅入めいるけど、琴吹さんにはちゃんと伝えるよ」

　憑つき物が落ちたような気分で、カイは言った。

「それを聞いて、安心したわ」

　怜奈が腕組みを解いた。

「呼び出してごめんなさいね？　じゃあ、また明日」

　もう用事はないとばかり、さっさと立ち去っていく。

　カイもようやく解放された安心感で、正座していた足を崩す。

　痺しびれに痺れて、悲鳴が出そうだったが！

　それを根性で堪こらえて、階段を下りていく怜奈の背中が完全に見えなくなる前に、声をかける。

「ありがとな、怜奈さん！」

「……は？」

　足を止め、振り返った怜奈が、困惑したように長い睫毛まつげをしばたたかせていた。

「……え？」

　カイはお礼を言っただけなのに、なんでそんな顔をされるのだろうかと当惑した。

　怜奈が心底不思議そうに訊たずねてくる。

「こんなところに呼びつけて、正座までさせた私に、どうしてアッシュ君がお礼を言うの？」

「や……だって、アドバイスしてくれたじゃん。……友達として」

　その辺り自分は無邪気というか無頓着だったので、指摘してくれて助かったのだが。

　だから、カイとしてはごくごく当たり前のことを言ったつもり。

　しかし怜奈の目は「シンジラレナイ」と言っていた。

　なんでや。

「……はいはい、どういたしまして」

　カイの言葉を受けとった怜奈は、呆あきれ返った様子で肩を竦めると、今度こそ去っていった。

「アッシュ君て、オトナなのかコドモっぽいのか、本当にわからないわ」

　そんな一言を残して。
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　怜奈と別れた後は、すぐに帰宅した。

　およそ週二回ペースでバイトをしているカイだが、今日は十八時から二十二時までシフトが入っている。

　出勤前、買い置きされていたコロッケで、軽く腹ごしらえ。

　母親が贔屓ひいきにしているパン屋の、人気商品だ。上質且つ目の粗あらいパン粉をたっぷりとまぶされた衣ころもは、レンジで温め直してもなおサックサク。中のジャガイモは丁寧にすり潰つぶされているおかげでネットリ、そこに挽肉ひきにくのプツプツ感が合わさって、食感の違いによるハーモニーがただのコロッケを一次元上の総菜に高めている。

　食べ盛りのパワーを遺憾なく発揮し、たちまち三つをぺろり。

　元気モリモリで出発、レンタルビデオショップ「ビーバー」四号店へと自転車を漕いでいく。

　そして早めに到着すると、バックヤードでシフト表を調べる。

（琴吹さんに伝えるにしても、ちゃんと面と向かって話したいからな）

　次にシフトが一緒になるのはいつかとチェック。

　最近まではカイが指導係だったため、店長が優先的に同じ曜日と時間帯で組んでいた。

　しかし、そろそろ独り立ちさせたいという意向なのか、徐々に別々のシフトが多くなってきていた。

（うーん、間が悪いな。来週まで重なってないか）

　これは明日にでもファミレスなりなんなりで、待ち合わせた方がいいかもしれない。

　まだ時間があるのでスマホを取り出し、ＬＩＮＥで琴吹に一声かけようとする。

　ところが、琴吹の方から先に『バイト前にすみません』と、メッセージが入っているのに気づいた。自転車で移動中に受信したものだった。

　カイはスタンプの中から、五河いつか琴里ことりが『仕方ないわねぇ』と微笑ほほえんでいるものを選んで返す。

　すると既読が即座について、

『先輩に折り入ってご相談があるのですが』

　と琴吹がメッセージを送ってきた。

　改まっていったい何事だろうか？

　カイはわずかに緊張を覚えつつ返信する。

『どのようなご用件でしょうか？』

『近日中にミヤカワ先輩と三人で遊びませんか？』

　え、どういう風の吹き回しなの？

　カイは空目じゃないかとスマホの画面を何度も見返した。

『それは私には理解できない類たぐいの、高度なジョークでしょうか？』

『言葉通りの意味です。ご迷惑でしょうか？』

『私は構いませんし、ジュンもきっと喜ぶと思いますが』

　むしろ昨日ハブったことを、根に持たれたくらいだし。

『では何も問題がないということですね。私はバイトのある日以外でしたらいつでも結構ですので、スケジューリングをお願いしてもよろしいでしょうか？』

『それはよろしいですが』

　ぶっちゃけ問題しかないような気がするカイ。

『琴吹さんはてっきり、ジュンが苦手だと思っておりました』

『そんなことはありません。一目見て、素敵な女性だと感じました』

　マジかよ。

　ジュンのおっぱいに埋もれて、死んだ目をしてた記憶しかないわ。

『あの時もう一人いた、レイナさんと勘違いなさっていませんか？』

『ミヤカワ先輩と名乗っておられたので間違いないはずです。私を抱きしめて離さなかった方です』

　うん間違いないな。

　それはジュン以外の何者でもないな。

『もし可能でしたら今後は三人で遊ぶ機会を増やしていきたいです』

　……ホントにどういう風の吹き回しなの？

（わっかんねえ……。琴吹さんがどんな顔してこのメッセ打ってるのかわっかんねえ……）

　やはり相手が見えないというのは難しい。

　ともあれ、琴吹が本気でジュンと遊びたいというのなら、断る理由が何もないのは確かだ。

　バイトの時間が迫ったのもあり、ジュンと相談してスケジューリングする旨を伝え、琴吹とのトークを終える。

（うーむ。なんか妙な話になっちゃったな……）

　ジュンともう遊べなくなるのは嫌なので、やっぱり琴吹とはつき合えない──ちゃんとそう伝えるつもりだったのが、なんだか風向きが変わってきた。

　琴吹が「わたしも御屋川みやかわ先輩と遊びたいので、ちょうどいいではないですか」と返事する様が目に浮かんだ。

　もちろん、そういう話ならば、カイとしても願ったり叶かなったりなのだが……。

　あまりに話が美味うますぎて、無邪気に喜んでいいのかどうか不安になる。

（──いや、今ここでゴチャゴチャ考えても仕方がないな）

　悶々もんもんとした気持ちをバイトに持ち込むべきではない。







　ああ、やっぱりカレシカノジョって気を使う……。
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「ここが私の家です」

　と、玄関を指してカイは言った。

　どこにでもありそうなフツーの住宅街の、フツーの二階建て一軒家。

　なのに琴吹ことぶきは、

「ご、ご立派なお宅ですね」

　と可哀想かわいそうなほど緊張した様子で、必要のないお世辞を言った。

　さらには、

「これ、つまらないものですが」

　とカチコチになって、菓子折りの入った紙袋を手渡そうとしてくる。

「いや、ここで俺おれに渡してどうすんねん。中でカーチャンに渡してよ」

　琴吹の相変わらずの豆腐メンタルぶりに、カイは噴き出してしまう。

　素すで返事してしまう。

「せっ、せせせせ先輩のお母様に、ふふふふ不束者ふつつかものだと思われたら、どどどどうしましょう？」

「いや嫁に来るわけじゃないんだから」

　そんな厳しい目でカーチャンは見てこないから。

「むしろうちの家族、気さくを通り越して馴なれ馴なれしいから、そこ先に謝っとくな？」

「そそっ、それはそれで、わたしにはハードル高いです……」

　と、涙目になる琴吹。

　この後輩はもう本当に対人関係全般が苦手なのだ。

　そのくせ慣れると小生意気にマウントとろうとしてくる奴やつ。

　う～ん、可愛かわいい。







　なお、琴吹が「三人で遊びたい」と言い出した、その翌日のことである。

　バイトが終わって帰宅した後、昨夜のうちに早速カイは、ＬＩＮＥでジュンとスケジューリングしたのだ。

『琴吹さんが、近いうちに三人で遊びたいって言ってるんだけど？』

『マ？』

『マ』

　カイが短いメッセージを返すと、ジュンはスタンプで古橋ふるはし文乃ふみのが『言質げんちとったからね！』と上目遣うわめづかいになっているやつを貼はってきた。

　夜も遅かったしバイトで疲れていたので、ポプ子が『ＦＯＯ～→』と腕を振っているスタンプで雑に返す。

『そういうわけで、ジュンはいつがいい？』

『明日！』

『早いな！』

　カイが即レスでツッコむと、ジュンは台詞せりふをカスタムできるスタンプで甘寧かんねい（字あざなは興覇こうは）が『ちゅっちゅしたい　一番乗り』と砦を攻めているやつを貼ってくる。

　歴史武将に何を言わせてるんだよ……。

『真面目まじめにやってください』

『ゴメン。あふれでる想おもいが止まらなくて』

『琴吹さんの身の危険を感じるので、この話はなかったことに』

　カイが真顔でメッセージを送信すると、ジュンがうまるちゃんが『やだぁ』とダダをこねるスタンプを返してくる。

『真面目にやってください』

『カイこそ冗談だってわかってください』

　ホントか～？　今、ビデオ通話できるか～？

　乙女おとめにあるまじきデュフフ顔してないか～？

『じゃあ、冗談抜きで明日は早すぎだろ。せめて週末くらいだろ』

『明日がいい明日がいい明日がいい明日がいい明日がいい明日がいい明日がいい明日がいい明日がいい明日がいい明日がいい明日がいい明日がいい明日がいい明日がいい明日がいい明日がいい明日がいい明日がいい明日がいい明日がいい明日がいい明日がいい明日がいい明日がいい』

『ヤンデレかよテメー』

『思いの丈たけを書き綴つづっただけよ』

『文字で読んだらホラーなんだよ、おまえの思いの丈』

『とにかく明日がいい！　がまんできない！』

　どんだけ可愛い子好きなんだよ。

　カイは嘆息たんそく一つ、

『わかったよ。琴吹さんがＯＫしたらな』

　と返事すると、ジュンは台詞をカスタムできるスタンプで張飛ちようひ（字は翼徳よくとく。益徳えきとくとも）が『ありがとうございます！　ありがとうございます！　じゃい』とドヤッてるのを貼ってくる。

　だから歴史武将に何を言わせてるんだよ……。

　そして、ダメ元で琴吹に確認してみると、意外や明日でいいとＯＫをもらえた。


『やった！！！！！！』



　のメッセージから、ジュンの狂喜乱舞する様が目に浮かぶようだった。

　その後、カイは宿題をやっつけたり風呂ふろに入ったり歯磨みがきをしたりベッドで眠くなるまで「29とＪＫ」最新６巻を読んでたりしたのだが、寝るが寝るまでジュンのメッセージが送信されてきた。

『どんな服着ていこうかなあ？』

　とか、

『ほてーちゃんアイス好きかなあ？　持っていったら喜ぶかなあ？』

　とか、

『ＭＯＷモウと爽そうどっちが好きかなあ？』

　とか！　とか！　とか！

　知らんがな！

「おまえ、デート前日に浮かれてる奴かよ……」

　カイは半眼になり、「デートちゃうぞ」とスマホに向かってツッコんだ。

　もちろん、全部既読スルーしたった。







　──と、そんな経緯があったのだ。

　だから本日放課後、最寄り駅の度会わたらいで琴吹と待ち合わせ、家まで連れてきた。

　お互い学校から直だったので、カイは朝城高アサコーの制服姿。琴吹も銀河高ギンコーの制服姿である。

「本当に遠慮等は必要ありませんので。琴吹さんのお宅だと思って入ってください」

　先導して玄関を開けるカイ。

　実際、琴吹は菓子折り持参だったが、そんなの必要なかったのに。気を使いすぎなのに。

　琴吹のおうちがよほど躾しつけが行き届いた家風なのか。

　あるいは菓子折りを持ってくることで琴吹の気がすむ、ひとんちの敷居を跨またぐハードルが下がるならと、カイは何も言わなかった。

「ただいまー！　友達つれてきたー」

　と家族に向かって帰宅報告。

　それで台所から顔を出した母親が、

「ヒェ……あんたにこんな可愛い友達がまた!?」

「後輩の女の子連れてくるって朝みんなに言ったじゃん！」

「だってだってこんなに可愛いと思ってなかったもの！　ジュンちゃんだけでもあんたにはもったいない奇跡なのに！」

「俺にも琴吹さんにも失礼だろソレェ。どんな偏見抱いてたんだよ？」

「てっきり、あんたをそっくり女の子にしたようなコかと……」

「どうして皆が皆、同じこと言うの!?　俺の友達ってそういうイメージなの!?」

「少なくともこんなに可愛い子は、あんたのオトモダチのイメージじゃないわよ……」

「親でも言っていいことと悪いことがあるだろ!?」

　あと可愛い可愛い、連呼しないでくれる？

　琴吹さんが顔面蒼白そうはくで「わたし、『カワイイ』がんばらなきゃ……お母様の期待に応こたえなきゃ……」ってまじないみたいにブツブツ言ってるだろ？

「私の部屋に行きましょう」

　このエキセントリックな母親の言動から、人見知りの激しい琴吹を守るため、さっさと二階に案内することに。

　六帖ろくじようの洋間に彼女を通し、出入り口のドアを閉めて二人きりになると、琴吹はホーッと胸を撫なで下ろした。

　男の部屋に初めて入った女の子の態度としては、普通逆では？

（まあ、それだけ俺に気を許してくれてるんだろうけど）

　カイはくすぐったい気持ちを覚えて、鼻の頭をかく。

　ようやく琴吹と一緒にほんわか和んでいると、




「あっくん、まーたメッチャ可愛い子を連れ込んだってホントー？」

「うおおおおおノックくらいしてくれよネーチャン!?」




　閉めたドアをすぐに開けてきた姉・小夜曲せれなの出現に、カイは全力で抗議する。

「やだマジ可愛いんだけど、あっくんの分際でっっっ」

「ネーチャン……ジュンと違って琴吹さんは繊細だから、ウザがらみすんなって頼んだよな？」

　人見知りの激しい琴吹を守るため、姉ごと廊下に押し出る。

「なによー？　私がお邪魔だって言うわけー？」

「紛まごうことなく邪魔だって言ってんだよ」

「可愛い後輩と二人きりになって、何しようってのよー？　あっくんのすけべー」

「もうすぐジュンが来るから。二人きりになりたいわけじゃないから」

「つくづく不思議なんだけどさー、あんたみたいな冴さえない陰キャが、ジュンちゃんに加えてあんな子まで両手に花とか、最近の日本はどうなってるの？」

「ぜひネーチャンが大学で研究してきてくれよ。社会学部なんだろ」

「まさかこれが伝説のモテキ!?　実在したの!?　私には一度だってしないのに！」

「ハイハイ合コンがんばってね。ネーチャンならきっとステキな人が見つかるからね」

「うっわ、この余裕の態度ムカつくわー。白状しなさいよ。あんた、どんな裏ワザ使ったわけ？　催眠術？」

「ハイハイ催眠術、催眠術」

　ツッコミ疲れたカイは、隣にある姉の部屋に押し込めて、自分の部屋に戻る。

　姉弟のやりとりが聞こえていたのか、啞然あぜんとなっている琴吹に苦笑いを向ける。

「うちの姉が恥ずかしいところをお見せしました」

「い、いえ、そんなことはっ。決してっ。とても素晴らしいお姉さまだと思いますっ」

　うーん説得力ゼロのフォローがいじらしい。

「せ、先輩ってホントに下のお名前、カイさんじゃないんですねっ」

　うーん強引ごういんな話題展開が微笑ほほえましい。

「はい、『アッシュ』と申します。うちでは『あっくん』と呼ばれております」

　さらに苦い、自嘲じちようの笑みを浮かべるカイ。




　本名周りの事情は、既に琴吹には打ち明けていた。

　交際を視野のデートまでするのだから、いつまでも隠しておくのは不誠実だと思った。

　琴吹は最初、冗談だと解釈して真に受けなかったけど！

　俺の名前そんなアリエネーのかと、逆に傷ついたけど！

　しかし、すぐにどうでもよくなった。なぜなら、

「できればカイって呼んでよ」

　と頼んだ自分に対して、

「きゅ、急にお名前で呼ぶのは恥ずかしいので、せ、先輩のままでいいですかっ」

　と答えた琴吹の、真まっ赤かになってこちらと目も合わせられない様子ながら、

「で、でもいつか絶対っ、カイさんって呼ばせてくださいっ」

　と言ってくれたしおらしさが、堪たまらなく可愛かったからだ。




　閑話休題それはさておき。

「いつまでも立ち話もなんですね。どうぞお座りください」

　改めて琴吹に勧める。

「えー、普段はこのベッドをソファ代わりにしているのですが、さすがに男のベッドに腰かけるのは抵抗がありますよね？　ぜひこのクッション使ってください」

　一年前、何の用意もなくジュンをいきなりベッドに座らせた反省が、今日この時生きる！

　と、カイは得意になっていたのだが、

「御屋川みやかわ先輩は普段どうしてらっしゃるんですか？」

「え。ですからベッドに」

「では、わたしもそれでけっこうです。先輩のベッドなら気になりませんし？」

　琴吹は急にツンと澄まし顔に変わると、さっさとベッドに腰かけた。

　気のせいか、瞳ひとみの奥で何かがメラッと燃えたように見えた。

　いったいなんの炎だろうか……。

「先輩もどうぞ、おかけになってください」

「あ、はい。失礼します」

　台詞というか立場があべこべになったのが、ちょっとおかしい。

　クスリとしながら、カイはベッドの隣に腰を下ろす。

　すると琴吹がもじもじとしながら、カタツムリのような速度でこっちへ寄ってくる。

（あ、もっと近くに腰を下ろした方がよかったってこと？　遠慮しないでってこと？）

　などと思っていると、琴吹はもじもじしながら遠ざかっていった。

　なんやねん。

　その後も琴吹は意を決した顔でもじもじと距離を詰めてきては、頰ほおを染めながらもじもじと遠ざかっていくのをくり返した。

　パーソナルスペースの距離感を測るのに、四苦八苦している様子だった。

「その寄せては返す動きは、波の呼吸・壱ノ型ですか？　やはり水の呼吸から派生しているのでしょうか？」

「か、からかわないでくださいっ。全集中なんかしてませんっ」

　琴吹はムキになって言った。

　それから無理やりに澄まし顔を作ると、

「ところで、その御屋川先輩は今どちらに？　ご一緒に下校なさったのでは？」

「はい。私も一緒に下校するつもりだったのですが。ジュンは一度帰宅をし、着替えてくると言り張りまして」

「それはやはり、私への対抗意識で？」

「は？」

　再び瞳の奥で何かをメラッとさせた琴吹の、発言の意味が理解できずにカイはポカンとする。

「ち、違うのでしょうか？」

「ジュンは琴吹さんにいいところを見せたくて、おめかししてくるつもりのようです」

「そ、そうですか。私の勘違いのようで、お恥ずかしいです」

　本気の照れ隠しか、あわわと顔を背ける琴吹。

（対抗意識？　どゆこと？）

　その一連の言動がカイには不思議で、訊たずねようとする。

　が、いち早く琴吹に質問された。

「……一つ、先にはっきりさせておきたいことがあるのですが」

「はい、なんでしょうか」

「わたしのためにおめかしをしてくるとか……御屋川先輩はもしやガチ百合ゆりの方でしたり？」

「ガチ百合て」

「実際、それならいろいろと腑ふに落ちるのですが」

「は？　腑に落ちる？」

「いえ、すみません。そこはどうでもいいので、質問にのみお答えください」

「ジュンは決してガチ百合ではありません。琴吹さんが身の危険を覚えるのも、無理はないことかもですが」

　実際、自分もチラッと懸念したしね。チラッと。

「ジュン曰いわく、女の子はあらゆる可愛いものが大好きだそうです」

　とカイは昨日、ジュンから聞いた話を披露する。琴吹とヌイグルミに向ける気持ちがほぼ同じカテゴリーだというくだりは、頼まれたので伏せて。

「なるほど、その気持ちは大変理解できます」

　しかし、琴吹もすぐに納得と安心と共感をしたのか、パーッと表情を輝かせた。

「理解できますか？」

「はい！　わたしの従姉妹いとこに四つ下の女の子がいるのですが、これがもう堪らなく可愛いのです。同じナマイキでも、弟のは鼻持ちならなくて手がつけられないのですが、その子のは微笑ましくて、思わず抱きしめたくなるのです」

　と、イイ返事で力説してくれる琴吹。

「お答えありがとうございます。わたしの杞憂きゆうでした」

「ぜひ彼女とも仲良くしてやってください。ジュンのスキンシップが行きすぎだと判断した時には、私も全力で制止しますので」

「はい！　わたしは先輩を信じています」

「ハハハ、それは大げさでしょう」

「信じてますからね？」

「……ハハハ」

　琴吹の声から真に迫ったものを感じたが、カイは乾いた笑いしかできなかった。

（──てか、やっぱこいつ、ジュンのことが苦手なまんまなんじゃねーの!?　仲良くなりたいとか無理してんじゃねーの!?）

　そう思わずにいられない。

　しかし、だとしたらなぜ琴吹は、ジュンとも一緒に遊びたいだなどと言い出したのか……。

　考えても答えは出なかった。

　カイは決して鈍感な男ではないが、なんでもお見通しなほど大人でもなかった。
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　内心モンヤリとしているカイの隣で、琴吹もまた悶々もんもんとしていた。

　そう──

　琴吹はジュンのことが苦手なままだった。

　カイの直感は当たっていた。

　人見知りをする琴吹にとって、初対面からグイグイ来るジュンは鬼門そのものだった。

　ジュンが全身から放つ圧倒的「リア充」オーラが、違いすぎる世界の住人に見えた。

　一方──

　にもかかわらず、なぜ一緒に遊びたいと琴吹から言い出したのか？

　カイは正解に至らなかったが、そう複雑な理由ではなかった。

　一昨日おとといのデートで、琴吹は初めて「中村なかむら先輩の女友達」を目まの当あたりにした。

　そして、とんでもないショックを受けた。

　無論、以前から話には聞いていたのだ。

　それこそ、カイの口から頻繁ひんぱんに出てくるし。

　つい先日にこの「女友達」関係で立て続けにトラブルが起きて、なんなら琴吹がアドバイスしたくらいだ。

　しかし、まさかあんな美少女だったとは、夢にも思っていなかった。

　今にしてみればとんでもない思い込みだが──男の子みたいにワンパクだとか、サバサバしているだとか、良い意味で女を感じさせないタイプの人だと勝手にイメージしていた。

　クラスに一人くらいはいる、琴吹も好感を抱く種類の女子だ。

　しかし、現実は無情である。

　御屋川ジュンというパーフェクト美少女とカイが親友同士だと知った時、琴吹は立ち眩くらみさえ覚えたほどだった。

（こんな綺麗きれいで人懐ひとなつっこい女性ひとと週五日も一緒に遊んで、先輩は好きになったりしないの!?　本当に恋人同士じゃないの!?）

　と、考えずにいられなかった。

　デートから帰宅した後も、ベッドの上でゴロゴロのたうち回った。




　そして、思ったのだ。

（確認しないと。ちゃんと、この目で）

　カイとジュン──二人の仲が本当のところはどうなのか。

　もちろん、実は恋人同士なのを、カイが隠しているだなんて、琴吹も思っていない。

　それだと二股ふたまたをかけられていることになるが、カイはそんな卑劣な人物じゃない。

　いつも他人の顔色を窺うかがって生きている自分だからこそ、人を見る目はあると思っている。

（ただ、先輩があの人への恋心を自覚していないって可能性は……なくはないよね）

　枕まくらに突っ伏しながら、切なさでカバーを嚙かむ琴吹。

　そんな可能性を検討するだけでも胸が苦しくなるが、現実逃避するわけにはいかない。

　かくいう自分だとて、早い段階から抱いていたカイへの好意が、人生初の恋心だったと自覚するまで、けっこうな時間がかかった。

　カイは頼れる先輩なのに、無邪気なところもある男子なので（でもそこがイイ！）、女友達に向けるLoveとLikeの区別がついていないとか、大いにあり得る話だった。

（それに第一、あの人の方は先輩のことをどう思っているんだろう？）

　問題としては、むしろこっちの方が大きい。

　何しろ自分は「御屋川ジュン」がどんな人物か、ほとんど知らないのだから。

　カイからの伝聞情報がまるで当てにならないのは、痛感したばかりなのだから。

（フツーに考えたら、週五も男の家に通ってるとかそれ絶対好きだよねえ!?　ロックオンしてるよねえっ!?　ううん、とっくにカノジョ気どりだよねえっっっ!?　とゆーか、わたしが週五で通いたいよ!!）

　枕に突っ伏したまま、八つ当たりのようにカバーを叩たたきまくる琴吹。

　しかし一方で、ジュンという女子は「フツー」ではないのかもとも思ったりする。

　ただ顔の造りが整っているというだけではない（その点だったら、わたしも負けてない！）。

　ジュンは住む世界が違いすぎると感じるほどに、並々ならぬオーラを持っていたのだ。

　極まったリア充人間の頭の中なんて想像したこともないし、どんなぶっとんだ人格をしていても驚きはない。

　それこそ男なんかとっかえひっかえで、大学生や社会人のイケメンを浴びるように躍り食いしまくっていて、今さら男子高校生なんてミジンコにしか見えないのかもしれないし。

　逆にガチ百合の人で、そもそも異性に恋愛感情を抱かないのかもしれないし。

（うぅぅぅ考えても考えてもわかんないよぅ……）

　枕に顔を突っ伏したまま、死体のようにぐったりとなる琴吹。

　でも、わからないから確かめるのだ。

　この目で。

　カイとジュン──二人の遊びに交ぜてもらって。

　いつも他人の顔色を窺っていた自分ならば、いずれ二人の関係の真実が見えてくるはずだと、そう信じて。

　そして、見えたその結果が、たとえどんなものでも。

（わたしは決して負けない）

　と、尻込しりごみしそうになる自分の弱い心に発破をかけて。




　まあ、つまりは要するにだ。

　琴吹はジュンに対して対抗心メラメラで、カイの家に乗り込んだわけである。
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　ジュンが来るのを待つ間、カイは琴吹とアニメトークで盛り上がった。

　さっき話題に上った「水の呼吸」の流れから、もっぱら「鬼滅きめつ」の七話感想会。

　なお、つい先月から放送開始されたこのアニメだが、カイは原作最新刊まで履修済みな一方、琴吹はアニメオンリーなので、ネタバレしないよう注意しなくてはならない。

「さすがユーフォーと申しましょうか、無惨むざん様の強者オーラが凄すごくなかったですか、琴吹さん」

「凄かったです。しかし、わたしが思うに鬼舞辻きぶつじはかませボスではないかと、先輩」

「ほう。その心は？」

「原作はジャンプのマンガなのですよ？　それを考慮すると登場が早すぎます。仮に鬼舞辻が本当にラスボスだったら、三十巻も四十巻も連載するのは難しいのではないでしょうか？」

「なるほど、その発想はありませんでした」

「さらにこれはわたしの予想ですが、ラスボスは火属性ではないかと。そして水の呼吸を極めた炭治郎たんじろうが切り札となっていくのではないかと」

「なるほど、胸熱展開です。早く見てみたいです」

　原作読者として先の展開を知っていると、琴吹の予想は多分当たっていないだろうなと思いつつ、おくびにもそんな素振りは見せない。


　しかし、骨の髄までオタクのカイは、この手の気遣いはまっっっったく苦に感じない。



　何より琴吹の純真な発想や予想を聞いてて楽しいのは本心だし、そういう展開に本当になったらなったで見てみたいのも事実だった。

（琴吹さんの好みの傾向からいって、絶対しのぶさんにハマると思うんだよな。早くアニメでも登場しないかな。推しキャラトークしたいな）

　なんてことを近い将来の楽しみにしつつ、談笑を続ける。




　──と。

　玄関チャイムが鳴った。

「多分、ジュンですね」

　カイが呟つぶやくと、琴吹が覿面てきめんに身を強張こわばらせるのが伝わる。

　今からそんなで大丈夫か？

　そして、玄関先まで出迎えた母親とジュンが、挨拶あいさつトークを始める声が聞こえる。

　かと思えば、ジュンがすごい勢いで階段を駆け上がってくる足音が。

「お待たせー！」

「なんでみんなノックしてくれないんですかねえ……」

　そりゃ入ってくるって足音でわかったけども。

「改めまして！　あたし、御屋川ジュンね！　ジュンって呼んでね！」

　ジュンは琴吹の隣（カイとは反対側）に容赦ようしやなく腰を下ろすと、食い気味に自己紹介した。

　なお、春物の縦縞セーターに淡い色のロングスカート、黒ストッキングという「オタクが好きそうなお姉さんキャラ」コーデである。

　この女、琴吹に好かれようと必死である。

　実はカイは、「おめかししてくる」と言い放ったジュンが、やる気を空回りさせるというか、オタクには到底理解できないような先鋭的なオサレで、ガンギマリにしてくるのではないかと危惧きぐしていた。

　琴吹をドン引きさせるのではないかと恐れていた。

　しかし全まつたくの取り越し苦労だったというか、さすがジュンは「リア充とオタクが両方そなわり最強に見える」を地で行く女。外さない。

　その努力の甲斐かいもあってかどうか、琴吹の緊張具合もさほどでもなく、

「布袋ほてい琴吹と申します。よろしくお願いします」

　多少、頰をヒクヒクさせながらも、立派に名乗り返した。

「うんわかった、ほてーちゃんだね！　こちらこそよろしく！」

「みょ、苗字みようじで呼ぶのはやめてくださいっ」

「嫌なの？　嫌いなの？」

「布袋という名前はあのデブを想起するので、嫌いです」

「でも、平仮名で『ほてーちゃん』っていう語感、可愛くない？　イケてない？」

「そ、そうでしょうか……？」

「あたしも子どもの時、『御屋川』って苗字が言いにくくて嫌だなって思ってたんだけど、友達が『みゃーかわ』って可愛い呼び方を発明してくれてから、嫌いじゃなくなったよ！」

「わ、わかりました。わかりましたから……」

「じゃあ、『ほてーちゃん』で決まりね！」

　体ごとグイグイ来るジュンに、パーソナルスペースを侵食された琴吹がたじたじになる。

「あとね、あたし、オチカヅキの印にアイス買ってきた！」

　ホントに買ってきたんかよ……。

「ほてーちゃんがＭＯＷと爽のどっちが好きかで迷って、ダッツにしてきた！」

　そりゃまた張り込みましたねえ……。

「カイにはこれ！　バニラね！　あたしはクッキー＆クリームで──」

「おう。さんきゅな」

　ジュンが持参したスーパーの買い物袋から、カップアイスを取り出していく。

　一つをカイがありがたく受けとり、一つをジュンが自分の膝ひざに置き、

「──ほてーちゃんにはストロベリーとリッチミルクとグリーンティーとマカデミアナッツとクリスプチップチョコレートと紅茶ラテ～アッサム＆ディンブラ～ね！」

　受けとれないほど大量のカップを、琴吹に手渡していった。

「なんで琴吹さんだけこんなにあるんだよ！」

　受けた衝撃で凍りついてしまった琴吹に代わり、カイがツッコむ。

「だって何味が好きかわからないから、全種いっとけば間違いないっしょ」

「さも正論顔で言うなよ……」

「というわけで、ほてーちゃん！　遠慮なく好きなの食べて何個でも食べて」

　ジュンが食べて食べて食べて食べて食べて食べてと、また琴吹にグイグイいく。

　お兄ちゃんズからいただく潤沢なお小遣こづかいに裏打ちされた、超高校級のパワープレイだ。

　この女、手っとり早く金で好感度を買収する気マンマンである。

　ところが──

「こんなにわたしに食べさせて、御屋川先輩はどういう魂胆なのでしょうか？」

　琴吹の瞳の奥で、何かがメラッと燃え上がった。

　その炎で、凍いてついていた体を溶かして動かした。

「や、やだな～。魂胆だなんて、そんな言い方～」

　まさか好感度を金で買おうと思ってましたなんて返事はできず、しどろもどろになるジュン。

　これは自業自得ですわ、と助け船を出さないカイ。

　しかし琴吹の抗議ポイントはそこではなかった。斜め上（下？）だった。

「わたしにばかりこんなに食べさせて、太らせようという魂胆ですか？」

「「は？」」

　カイとジュンは鏡写しのようにきょとんとさせられる。

「ち、違うんですか？」

　こちらの反応を見て、琴吹も己おのれの見当違いを悟る。

　だが、引っ込みがつかなくなったのだろう。豆腐メンタル琴吹さんは、可哀想なほどキョドりながら、

「わ、わたしを太らせて、手っとり早くライバルを蹴落けおとそうという算段なのではないですか？　『パリピ』とか楽しそうな人種を自称しつつ、その内実は陰惨なヒエラルキー社会を構築するあなた方が、適者生存の末に獲得した権謀術数なのではないですか？」

「か、カイっ!?　ほてーちゃん、リア充に偏見持ってる！　とんでもない偏見持ってる！」

「いやー……俺はどちらかというと琴吹さん寄りの思想派なんで……」

「誤解しないで、ほてーちゃん！　このアイスは善意だよ！　百％ヒヤク善意だよ！」

「ウソつけ下心たっぷりだぞ」

「それにアイスの五個や六個食べたって、太らないから安心して食べて！」

「……御屋川先輩は何を根拠に、そのような妄言を口にされるのでしょうか？」

「だって、あたし太ったことないもん！　自分で実証済みだもん！」

　ジュンの必死の弁明に、琴吹が白目を剝むいた。

「とゆーか、ある程度は栄養摂とらないと、出て欲しいところも出なくなるよ！」

　ジュンが自前の立派なバストを両手で支え、ボインボインボインと揺らしてアピールした。

　琴吹はまだ白目を剝いたまま震え声になって、

「……まさか……お腹なかに行く栄養も頭に行く栄養も全部、おっぱいにだけ行くとか……そんなアニメみたいな人が……実在しただなんて……」


「か、カイっ!?　ほてーちゃん、面白おもしろい！　可愛い上に面白いとかズルいよっっっ！」



「琴吹さんはおまえの方がチートだと思ってると思うよ」

「そんなことないよね、ほてーちゃん!?」

「御屋川先輩は全女性の敵ですっ。世界の敵コントラ・ムンデイですっ」

「うあああああ、ほてーちゃんに嫌われたら、あたし生きていけない！」

　ジュンが涙目になって琴吹に抱きつく。

　結果、密着したバストがまたボインボインボインと琴吹の神経を逆撫でするのだが、ジュンは全く気づいていない。

「はいはい、うちはケンゼンな店なんで、琴吹さんへのおさわり禁止な」

「……エー」

「エーじゃねえよ。おまえキケンだから、座り順も変えるな」

　ジュンに琴吹から離れるように言い、さらに二人の間に割って入るように座り直すカイ。

　壁が一枚できて、琴吹もあからさまにホッとする。

　一方で、可愛い可愛いほてーちゃんから引き離されたジュンは、口を尖とがらせ、

「カイのすけべー。そんなにあたしたちを両サイドに侍はべらせたいですか。とんだハーレム野郎ですか。写真をネットの海にばら撒まいてやろー」

「小学生かよ、おまえ……」

　半眼でにらむと、ジュンがこれでもかとくっついてきて自撮りしようとする。

　ドキッとするからやめーや。

「いいですね。お近づきの印に、ぜひ三人で撮っていただきたいです。ネットにばら撒くのはご容赦いただきたいですが」

　琴吹まで急に瞳の奥をメラッと燃やし、これでもかとくっついてくる。

　ドキッとするからやめてください。

「え、いいの!?　ほてーちゃんとチェキ撮っていいの!?　あたし、後で請求されるの!?」

「メイド喫茶じゃねんだからよ……」

「お金などとりませんから、ご安心を」

「ヤバイ！　一生、大切にするね！」

　重い台詞を吐いたジュンが大喜びで、三人で身を寄せ合った姿を激写する。

　右手と左手でハートマークを作るポーズの、片側を琴吹に強要する。

　間にいる俺、めっちゃシュール。

（しっかし、これは……）

　ＬＩＮＥで送られてきた写真を見て、カイは渋い顔になった。

　客観視したことで痛感する、この紛まぎれもない「両手に花」状態。

　しかも普段はなんとも思わなかったが、女の子とベッドに腰かけている絵面はインモラルな破壊力がある。

　これが仮に知らない三人の写真だったら、「真ん中の男死ねよ」「爆発しろよ」と呪のろっていただろうこと請け合いだった。

「ほてーちゃんにも写真送るから、連絡先交換しよ？」

「わかりました」

「琴吹さん!?　このキケンな女に連絡先を渡してよいのですか!?　後悔するやつでは!?」

「かまいません。この写真が手に入るなら、わたしは悪魔とだって契約します」

　琴吹は断固として、ジュンにスマホをスッと差し出した。

「そこまでっすか……」

「感激！　あたしたちの友情の証に待ち受けにしようね、ほてーちゃん！」

「名案ですね。親愛の証に待ち受けに使いましょう、御屋川先輩」

　琴吹は淡々と応じながら、受けとった写真データからジュンのいる右端部分を、淡々と加工アプリでカットしていた。

　ジュンからは琴吹のスマホ画面は見えなかっただろうし、カイも何も見なかったことにした。

　それからしばし、ジュンと琴吹は互いのスマホ画面に映る写真を、うれしそうに眺めていた。

　そう、琴吹まで頰をにやけさせていた。

　カイもスマホの待ち受け画像にこれを使う勇気はなかったが、大切にフォルダ分けした。







　結局、アイスは三人で一個ずつを食べ、残りは中村家で預かることになる。

「台所行くついでに、スプーンとってくるよ」

　琴吹は迷った末にグリーンティーのカップに手を伸ばし、カイが残りを買い物袋に詰めて持っていく。

　冷凍庫に入れておけば腐るものではないので安心だ。

（カーチャンとネーチャンが勝手に食わないよう、それだけ注意しないとな）

　一階に降りて、夕飯の支度をしていた母親にしっかり言い含めておく。

　金属製のスプーンを三本ゲットして、なるべく早く自室へ戻る。

　人見知りの琴吹を、ジュンと二人きりにさせておくのは可哀想だからだ。

（とはいえ、思ったよりは打ち解けてるかな？　ジュンが絶妙に物怖じしないしなあ。今回はちょっとはしろって感じだけど）

　苦笑いしつつ、もうこれ以上のトラブルは起きないだろうとタカを括る。

　まーあ早計だった。

　二階に戻り、何の気なしに自室のドアを開け──




「……どういう状況なのこれ……」




　──るとそこには、上半身裸になったジュンが、ニコニコと両手でおっぱいを覆っている様と、そのいわゆる手ブラ状態を至近距離からガン見している琴吹がいた。

「ここが天国かよ。もとい、地獄絵図かよ」

　カイはどういう顔をしていいかわからず、とりあえず回れ右して部屋を出る。

　ジュンがブラをつけて服を着るまで、待つことしばし──

「もー、いーよ」

　張本人が中からドアを開けて、エヘヘと照れ笑いを浮かべた顔を見せた。

「恥ずかしがるくらいならやるなよ……」

　部屋に入りながらカイは呆あきれた。

「しょうがないじゃんっ、ほてーちゃんのためなんだからっ」

「それはしょうがないのか……？」

　というか琴吹のためにおっぱい出すとか、それどんなシチュ？

「ほてーちゃんが教えて欲しいって言うからさー、あたしが怜奈れいなに習ったバストアップのツボを解説してたの」

「わー！　わー！　わー！」

　琴吹はカイには聞かれたくなかったらしく、珍しく大声を出してジュンの説明を遮さえぎろうとしたが、丸聞こえだった。

「……てゆか怜奈さん、意外と地味な努力してるのな」

「むしろ怜奈は美容に関して、努力の鬼だよ？　モデル志望だよ？」

「そりゃそっか」

　そっちは納得しつつ、

「でもナイワー。男の部屋でおっぱい出すのはナイワー」

　こっちは納得できないカイ。

「あたしはほてーちゃんのためなら脱ぐわ！」

「威張らんでも……」

　しかもそこが問題じゃないし。

「べ、別にいいじゃん、あたしとカイの仲なんだしっ。友達なんだし今さらっ」

「いいかー？」

　じゃあおまえ、俺がおまえんち遊びに行って、おまえがちょっと席を立った隙すきに、俺がフルチン状態になってたらどう思うよ？

　とツッコもうとしたが、お下品すぎて自分が先に萎えたので、やめた。

「第一さあ、カイがいきなり部屋に入る前に、ノックしてくれればよくない？　カイはいっつもノックしろってうるさいのに」

「ゴメンそれは俺が全面的に悪かったわ！」

　口を尖らせたジュンに向かって、カイは土下座。

　一方、琴吹はカイに対して申し訳なさげに、

「軽い気持ちで質問したのですが、まさか御屋川先輩が脱ぎだすとまでは思わなくて……」

（でもその割にガン見だったよね？　興味津々しんしんだったよね？）

　そう思えど、カイはデリカシーのある男なので口をつぐむ。

「だって脱いだ方が、ツボの位置がはっきりわかるからね！」

　ジュンは大威張りで言ったが、これはカイの手前の照れ隠しだった。

　頰が薄うっすら赤かった。

（こっちだって気まずいよ。友達の手ブラなんか、どう反応していいかわかんねえよ）

　カイはエヘンエヘンと咳払せきばらいを挟み、

「と、溶ける前にアイス食おうぜ！」

「せ、せっかく買ってきていただいたものですしねっ」

「そ、その後でなんかゲームやろ！」

　三人で共犯者の顔となり、何もなかった、見なかったことにした。
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　アイスも食べ終わり、何かゲームでもやろうという話になる。

　カイを真ん中に三人でベッド端に腰かけ、テレビと向き合う。

「お二人は普段、何をプレイされているのですか？」

　琴吹ことぶきに質問され、カイはジュンと顔を見合わせる。

「戦車とか海戦？」

「あと、最近またモンハン熱が再燃したよね」

　超大型拡張コンテンツである「アイスボーン」の発売日が正式発表され、喜びのあまりジュンと絶叫しながらハイタッチしまくったのが、つい十日ほど前のことだった。

「まあ、戦車と海戦はマニアックだから置いとくとして──」

「ほてーちゃんはモンハンやったことある？」

「すみません。弟は昔、３ＤＳでプレイしていたみたいですが、わたしは……」

　琴吹が申し訳なさそうに、ふるふると首を振る。

　その可憐かれんな仕種しぐさを目まの当あたりにしたジュンが、胸が苦しそうに悶もだえる。

　いちいち反応オーバーだな、こいつ。

「琴吹さんは普段、どんなゲームをなさるのですか？」

　逆に、訊たずね返すカイ。




　琴吹はアニオタだ。

　自分好みの内容かどうか自分の目で確認するため、放送される全アニメの一話は必ず視聴するという剛の者だ。

　その一方、マンガやラノベはあまり嗜たしなまない。

　特にマンガはすぐに読み終わってしまうので、コスパが悪いと言って憚はばからない。

　琴吹はついこの間まで中学生で、バイトを始めてまだ三か月足らずで、それまで少ない小遣こづかいをやりくりしていただろうことは、会話の端々から読み取れた。

　無料視聴できるアニメがメインコンテンツなのは、ある意味当然かもしれない。

　しかし、そういえばゲームをどれだけ嗜むのか、琴吹の口から聞いたことがなかった。




「Switchは弟が持っていまして。姉弟でマリカーやスマブラなどを時々はやるといいますか、やらされるといいますか」

　言葉の端々から、アクションゲーは苦手だという文脈があふれ出ている。

　カイはジュンと顔を見合わせ、二人で「あ、察し」という表情になる。

「ＰＳ４は持ってません。弟が欲しがっているのですが……」

「まあ、高いですよね」

　カイの周囲でもSwitchと両方持っているのは少数派で、各自がやりたいゲーム傾向に合わせ、どちらかを所有しているか、あるいは両方買えない、買ってもらえないのが普通だった。

　その点、自分やジュンはゲームに理解のある家族のおかげで、中学時代から両ハードをゲットできており、恵まれているかもしれなかった。

「でしたら、ソシャゲはどうでしょう？」

　だがしかし、今の中高生には強い味方がいる。

　たとえゲームのハード機を持っていない子でも、スマートフォンを持っている子は多い。

「あ、それでしたら。……無課金勢且かつ、たまに触る程度のエンジョイ勢ですが。『スクフェス』は昔から友達もやってますし、『ダンメモ』はＳＤキャラが可愛かわいくて、ストーリーもすごくいいです」

「『ＦＧＯ』は!?」

　カイは食い気味に、一番ハマっているソシャゲについて訊ねた。

　仲間が欲しい一心だった。

「『ＦＧＯ』は!?」

　ジュンも同じくらい食い気味に、一番ハマっているソシャゲについて訊ねた。

　仲間が欲しい一心という顔だった。

「す、すみません……。秋にアニメをやるので、興味はあるのですが……。どうも敷居が高いゲームというイメージが」

　これまではやる機会がなかったと、琴吹が懺悔ざんげするように言った。

「あ、あの、わたしも始めた方がよろしいでしょうか……？」

「……ううん、そこまでする必要はないよ、ほてーちゃん」

「……ジュンの言う通りです。ゲームは強要されるものではありません」

　それは二人の全き本心だったが、ションボリとうなだれてしまうのも本音なカイとジュン。

　よわよわメンタルの琴吹が過剰に気に病んで、一瞬お通夜みたいなムードになる。

「い、いや、今はソシャゲはどうでもいいよな！」

「さ、三人で遊べるゲームの話をしましょうっ」

「は、話が脱線しちゃったね！」

　とりあえず、琴吹がそんなにゲームを嗜たしなまないのはわかった。

　そして、アクションゲーが苦手そうなのが、三人で遊ぶにはネックだった。

　多人数プレイのゲームはたいがいアクション要素が強いからだ。

「わ、わたし、マリカーなら得意です。弟にも負けません」

　こっちの顔色を窺うかがった琴吹が、可愛らしく拳こぶしをにぎってアピールした。

　ジュンが「うっ健気けなげっ」と、また胸が苦しそうに悶えていた。

　それは無視して、

「ちなみに琴吹さんは、ドッスンいせきのタイムアタックで自己ベストどれくらいですか？」

「え？　自己ベストですか？」

　そんなの把握しておくものなの？　とばかりに狼狽ろうばいするエンジョイ勢・琴吹。

　普通、把握しておかない？　と驚き顔を見合わせるガチ勢二人。

「た、試しにやらせてみせてください」

「その意気、買いましょう」

「応援してるからね、ほてーちゃん！」

　テレビ画面モードでSwitchを起動させて、Joy-Conを手渡す。

　琴吹が悲壮感すら漂わせる真剣さで、タイムアタックに挑む。

　カイとジュンが、ハラハラとテレビ画面を見守る。

　そこには──

　ドリフトという概念を忘れ、コース上のドッスンに妨害されまくる、ピーチ姫の姿があった。

　タイムなど推して知るべしだ。




　すかさずアイコンタクトを交わすカイとジュン。

（やべえぞ、ジュン！　どんだけハンデつけたらゲームが成立するか見当つかねえ！）

（どうしよう、カイ！　あたし、ほてーちゃんをイジメたくない！）




　琴吹がJoy-Conをにぎりしめたまま、ぷるぷると震えた。

　メンタル弱者ゆえに空気が読めすぎる彼女が、カイたちのアイコンタクトの意味を察しないわけがなかった。

「……ザコでごめんなさい……ごめんなさい」

「い、いいんだよ、ゲームなんて自分が楽しいかどうかが全てなんだから！」

「……わたしとマリカーやっても……お二人は楽しくないですよね」

「そ、そんなことないよ！　お姉さん、接待プレイだって得意だよ！」

　左右から宥なだめるが、琴吹はガックリ肩を落とすばかりだった。

　つーかジュンのは失言だろ？

「どうしよう、カイ！」

「俺おれ頼りかよ！」

「男の甲斐性かいしよう見せて～♥　あたしとほてーちゃんを救って～♥」

　虫のいいジュンの媚こび媚こびボイスに、渋面にさせられる。

　とはいえ、どうにかしなきゃならないのは事実で──

「そうだ、協力プレイしよう」

　考えた末に、カイは思い至った。

　確かに対戦プレイの場合、彼我の力量差が激しすぎるとゲームが成立しない。ただの虐殺になる。しかし協力プレイのゲームならば、一人が未熟でも残り二人が助けてやればいい。むしろ盛り上がるし、絆きずなが深まる。これぞ先輩ゲーマーの初心者プレイヤー接待術。

「協力プレイというと、戦車？」

「──はマニアックすぎるから、モンハン？」

「モンハンもけっこう初心者殺しだとあたしは思うけど……」

「うっ。否定できない」

　先輩ゲーマーの初心者プレイヤー接待術、完。

　中村なかむらカイ先生の次回作をどうぞお楽しみに。

「大丈夫です、先輩。試しにやらせてみてください」

　しかし琴吹が心なしか蒼褪あおざめた顔ながら、ガッツポーズをしてみせた。

　ジュンが「うっ健気っ」と、まーた胸が苦しそうに悶えていた。

　カイは若干じやつかんの不安を覚えつつ、ＰＳ４を立ち上げる。

　お試しということで、装備も極まっている自分のキャラクターを琴吹に使ってもらう。

　カイがチョイスした歴戦王防具でガチガチに固め、ストーリー上で最初に戦う最弱ボスモンスターの、下位ドスジャグラスを狩ってもらうくらいがちょうどいいだろう。そんな風にジュンと話し合う。

「問題は武器だな──」

　モンハンには「片手剣」とか「ガンランス」とか多様な武器種が存在し、どれを使うかでゲーム性や操作性が大きく様変わりする。

　カイに言わせれば、「武器を五種類使ったら、ゲームが五倍楽しめる」。

　それほど奥深い要素なのだ。

　しかしだからこそ、琴吹には慎重に与えないといけない。「ランス」や「ヘビィボウガン」のような玄人向きの武器を使わせるなど以もつての外ほかである。

　カイとジュンは同時に結論した。

「やっぱ初心者には大剣かな」

「やっぱ初心者には片手剣っしょ」

　瞬間──視線をぶつけて火花を散らす。

「モンハンは如何いかにモンスの隙すきを見つけ出し、それを丁寧に衝ついていくかって、それが本質のゲームなんだよ。それを教えてくれるイケメンが大剣さんなんだよ」

「ハァ？　ボタン連打してザシュザシューって斬るのがモンハンの醍醐味だいごみなんですけどぉ？　それには片手剣か双剣、一択なんですけどぉ？」

「二択じゃねーか！　つーかジュンは繊細さのカケラもないガチャ押しプレイばっかしてっから、いつまで経たっても上手うまくならねえんだよ。俺の粉塵ふんじんが底突くんだよ。大剣さんで基礎学び直してこいや」

「ハァ？　初心者には片手剣がオススメってどの雑誌にも攻略本にもサイトにも書いてあるんですけどぉ？　なんならデフォが片手剣なんだから、公式カップリングと言って過言じゃないんですけどぉ？」

　──と。

　カイとジュンの口論は、徐々にヒートアップしていく。が、

「……すみません、先輩方。わたしのわからない話で、楽しそうにケンカをするのはやめていただけます？」

　瞳ひとみの奥をメラメラさせながら顔だけ笑っている琴吹が恐かったので、ただちに口をつぐんだ。

「お、俺のキャラなんだから、大剣にするな？」

「まるで理屈になってないけど、ほてーちゃんに怒られるのヤだからそれでいいよ」

　合理的且つ円満な決定がなされた。

　琴吹には大剣──それも最強の一角、「竜熱機関式【鋼翼】改」──を使ってもらうことに。

　負けるはずのない戦いで、このゲームがどんなものかを体験して欲しい。

　あわよくば、このゲームの面白おもしろさを知って欲しい。

　カイもジュンも、その二つの気持ちに偽いつわりはない。

　そう、自分で造った武器一本を相棒に（実際はカイが用意した最強装備）、自分より大きな怪物へと勇敢に挑む（実際は負けるはずのない戦い）、その高揚感を楽しんで欲しい。

　大きなモンスターをバシバシと斬りつけ、その巨体から繰り出される攻撃をスイスイとかわす、プリミティブな快感を味わって欲しい。

　──と、そんな気持ちを込めて、コントローラーを琴吹に渡す。

「行きますね」

　意気込みも新たに、パッドをにぎりしめる琴吹。

　彼女の操あやつるハンターが、ゲームの中の密林をさまよう。

　しかし、最初こそ緊張していた琴吹だったが、自由に探索するうちにほぐれていった。

「やっぱりＰＳ４は映像がすごいですね。ジャングルがリアルです」

「この綺麗きれいな光についていけばいいのですね？」

「あは。この大きなキノコ、採れるのですね。美味おいしくはなさそうな色ですが」

「ハンターさんってすごいですね。水中で無限に呼吸できるのですが」

　などなど。

　口数が多いのは、楽しんでいる証拠だ。

　モンハン独特の操作性に慣れず、琴吹の操るハンターの動きはギクシャクとしたものだし、寄り道をしまくっていたが、それでも着実にドスジャグラスの元へと進んでいく。

　カイとジュンも相槌あいづちを打ったり、茶々を入れたり、真面目まじめにアドバイスしたりと、盛り上がってくる。

　シリーズをやり込んだカイたちからすると、もはやジャングルにキノコが生えているくらいでは見向きもしない。職業軍人の如ごとく真まっ直すぐにボスモンスターのところへ進む、狩る、剝はぎ取る、レア素材が出なかったと舌打ちする──までをルーチンワークの如くこなす。

　しかし琴吹の楽しみようは、「俺も最初はこんな風にワクワクしてたなあ」と一種のノスタルジィをカイに想起させてくれた。




　しかし、ピクニック気分はここまでだった。




　琴吹操るハンターが、いよいよボスモンスターに遭遇する。

　ドスジャグラスは、カエルとワニを掛け合わせたような、不気味さの中にもどこか滑稽味のある外見をしている。

　相手はまだこちらには気づいておらず、密林の中をノロノロとうろついていた。

　しかし、琴吹も近づこうとはせず、画面手前側をウロウロとしていた。

「何をしているのでしょうか、琴吹さん？」

「こ、恐くて近づけませんっ」

「ゲームですから。思いきってズバッと行きましょう」

「でも恐くて」

　琴吹はどうやら自キャラに感情移入するタイプのようだった。ゲーム内で攻撃を受けたら、思わず「痛い」と言っちゃう人。いるいる。

「大丈夫だよ、ほてーちゃん。その装備だとかじられてもほぼダメージないから。まず死なないから。とゆか、まずはお姉さんがお手本見せようか？」

「ひ、必要ありませんっ。……行きます」

　ジュンが猫撫なで声で助け舟を出すと、琴吹は急に意地になったように攻めかかった。

　ドスジャグラスは、まだこちらに気づかない。

　呑気のんきにケツを向けたまま、ほとんど動かない。

　初歩の初歩のクエストゆえの低難易度だ。

　そこへ琴吹の操るハンターが、ギクシャクとした動きで近寄っていく。

　自分の体よりも巨大な剣を振りかぶる。

　現実では絶対にあり得ない、ゲームならではの豪快な絵面。

　そして、琴吹さんは豪快に刀身を叩たたきつけた。

　ドスジャグラス──のすぐ横の地面へ。

　うん、これは豪快な空振りですわ。




　すかさずアイコンタクトを交わすカイとジュン。

（やべえぞ、ジュン！　なんで動かないモンスに当てられないんだ!?）

（どうしよう、カイ！　あたしのおばあちゃんが好奇心でプレイした時こんな感じだった！）




　その空気を読んだ琴吹が、パッドをにぎりしめたまま羞恥しゆうちで白目を剝むいていた。

　おかげで棒立ちになったハンターが、さすがに気づいて襲ってきたドスジャグラスにぼてくり回されていた。

「琴吹さん、やられてるやられてる！」


「ほてーちゃん逃げてーっっっ」



「え、え、あの、どうすれば？」

　琴吹は自分より大きな剣を構えたまま、のっそりのっそり右往左往していた。

　その緩慢かんまんな動きを咎とがめられるように、ドスジャグラスに小突き回されていた。

　モンハンにおける「大剣」という武器は、一撃一撃の威力が大きい一方で、抜いて構えた状態だと、ハンターの動作が亀のように遅くなるという仕様だ。

　ゆえに抜刀とともに一回斬りつけたら、すぐに納刀するのが基本動作。

　イメージとしては居合切り？

　そのことは最初にレクチャーしたのだが──

「琴吹さん、まずは□ボタンで剣をしまってください」

「やっているのですができません、先輩！」

　画面の中でハンターさんが、剣をしまおうとしたところをドスジャグラスにぶっ飛ばされ、納刀動作をキャンセルされる。

「闇雲やみくもに□ボタンを押してもダメです。モンスの隙を見てから押すのです」

「え？　え？　どこに隙があるんですか？」

　画面の中でハンターさんが、剣をしまおうとしたところをドスジャグラスにぶっ飛ばされ、納刀動作をキャンセルされる。

　おかげで琴吹はずっと抜刀状態のまま、亀のようなスピードでの戦闘を余儀なくされていた。

　逃げることすら抜刀状態の鈍足では不可能だった。

「大剣は琴吹さん向きじゃなかった……？」

「ほれみー」

　ジュンに肘でツッコまれ、何も反論できないカイ。

　しまいにはジャグラス（大型犬サイズのトカゲに似た雑魚モンスター）の群れまでワラワラとやってきて、琴吹の操るハンターを取り囲んで襲う。四方八方から嚙かんでは突き倒す。

「うわー。ほてーちゃんが面白いくらいレ●プされてるー」

「ひ、卑猥ひわいなことを言うのはやめてくださいっ」

「セクハラだぞジュン！」

　琴吹とカイの抗議で、ジュンはゴメンゴメンと謝った。

　しかし、言葉の通じる人間と違い、ジャグラスたちは待ってはくれない。

　琴吹（の操るハンター）を包囲したまま、延々と嚙みついてくる。

　カイの用意した最強装備のおかげで、ダメージはほとんど０。

　しかし、どんなに弱い攻撃でも、喰くらうとハンターが一瞬硬直してしまうというのがモンハンの仕様だった。

　基本のステップによる回避で、状況を脱さなければならないのだが、アクションゲーセンス皆無の琴吹には難しかった。

　何もさせてもらえないまま、延々とやられっ放しになった。

「うわー。ほてーちゃんが『くっ殺せ』状態になってるー」

「う、薄い本じゃないんですからっ」

「セクハラだぞジュン！」

　琴吹とカイの抗議で、ジュンはゴメンゴメンと謝った。
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　しかし、言葉の通じる人間と違い、ジャグラスたちは嚙みつくのをやめてはくれない。

　琴吹（の操るハンター）は凌辱りようじよくの限りを尽くされ──死んだ。

　カッチカチの防具を装備していながら、★２クエストで息絶えたのだ。

「……わたし……このゲーム嫌いです」

　琴吹は涙目になってパッドをにぎりしめ、ぷるぷる震えていた。

「……ごめん、カプコンさん。……布教に失敗した不甲斐ない俺を、笑ってください」

　カイは天を仰あおいで、大好きなゲームメーカーに懺悔した。







「……すみません。……わたし、つまらない子ですみません。……どうか、わたしみたいなナメクジなど放っておいて、お二人でモンハンを楽しんでください。……生きててすみません」

　すっかりいじけてしまったクソザコメンタル琴吹さんが、ベッドの上で膝ひざを抱え、壁に向かってぶつぶつ言っていた。

（どうすんのよ、カイ！　責任とってよ！　あたしの元気なほてーちゃんを返してよ！）

（琴吹さんがいつおまえのもんになったんだよ！）

　カイはジュンとアイコンタクトを交えつつ、小声で口ゲンカ相談していた。

（つーかさ、今さらながらに俺、気づいたんだけどよ……）

　カイはマイテレビとマイＰＳ４を振り返った。

（ナニー？　言い訳なら聞く気ないんですけどー？）

　ジュンはその隣に置いてあるマイテレビとマイＰＳ４を振り返った。

　そう、二人でモンハンやＷＯＴのマルチプレイを楽しむために、この部屋にはテレビとＰＳ４が二台ずつ置いてあるのである。

　ジュンがわざわざ自分専用のを持ち込んでいるのである。

　人んちのWi-Fiまでジャックして、ネットの海にも接続しているのである。

（でも琴吹さんも一緒にモンハンやろうと思ったら、三台目がいる……だろ？）

　もっと早く気づくべきだった。本当に今さらながらというやつだ。

　にもかかわらず、

（あ、それなら問題ないよ。今週中には解決する）

　ジュンはあっけらかんと否定した。

　意味がわからない。

（はあ？　どういうことだよ、ジュン？）

（ほてーちゃん用のテレビとＰＳ４を注文しておいたから、週末には届くと思うよ）

（そこまでするかよ！）

　あっけらかんと即答したジュンに、カイは即ツッコんだ。

（するよ。当然じゃん）

（一個も当然じゃないんだが？）

（だから愛なの！　ほてーちゃんと一緒に遊ぶためなら、あたしはなんでもできるわ）

（だからテメーの愛、重すぎんだよ。今すぐキャンセルしろ）

　テレビとＰＳ４で合わせておいくら万円を貢みつぐつもりかと、カイは呆あきれ果てる。

（つーかおまえ、金欠だ金欠だギャーギャー騒いでただろ？　その金どっから湧わいて出たんだよ？　臓器でも売ったんか？）

（お兄ちゃんたちにおねだりしちゃったテヘ）

（まーたアニキ頼りかよ！）

（うちのお兄ちゃんたち優しいからなー）

（シスコンも極まれりだわ！　よくあんな高価なもん、ポンと買ってくれたな……）

（一生に一度のお願いしちゃったテヘ）

（おまえの一生に一度のお願い、あと何回残してるんですかねえ？）

　もうツッコミが追いつかなかった。

（てゆかカイ、今はそんな話どうでもいいでしょ）

（どうでもよくねえよ！　アニキにＰＳ４を貢がせた責任から逃げるなっ）

（カイこそほてーちゃんを廃人にした責任と戦って）

（ゴメンナサイ！）

　カイはベッドの上で土下座する。

　そして、琴吹のメンタルを復活させるための算段をする。

　やはりというか、今度こそ三人で楽しく遊べるゲームを見つけ出すことが、特効薬だろう。

　では、どんなゲームならば琴吹も楽しめるだろうか？

（ううむ……。パーティーゲームって基本、スマブラとかアクション要素強いやつしか知らんしなあ）

　困った。弱った。

　しかしこの窮地を打開するためのアイデアが、天啓てんけいの如くカイの脳裏に訪れた。

（よっしゃ、閃ひらめいた）

（お。聞きましょう）

（王子先生プリＴにアドバイスしてもらおう！）

（カイだってうちのお兄ちゃん頼りじゃん！）

　ジュンにツッコまれたが、知らん知らん。

　そこで泣いている子がいるんだ。助けられるなら、なんだってする。




　王子先生プリＴはカイも尊敬するヘヴィゲーマーだ。

「ＪＪジエイツー」こと「jyunjyun1203」というハンドルネームで知られる、モンハン実況者というだけではない。様々な分野のコンピューターゲームに精通した先達であった。

　カイのような若僧には解決できないこの難事も、王子先生プリＴならきっと助けてくれる。

（えーと、『お忙しいところ申し訳ありません。一つお訊ねしたいことがあるのですが』──）

　とＬＩＮＥで連絡を試みる。

　ジュンと三人が参加しているトーク窓だ。

　すぐに既読が二つついた。王子先生プリＴも気づいてくれた証拠だ。幸先いい。

　しかし、それきりスルーされた。

（もしかして王子先生プリＴ、今日は忙しい？）

（そいえば職員会議が長引きそうって言ってたような……）

（先に言えや）

　ぬーん間が悪い。仕事中では既読スルーも仕方ない。

　カイは『お騒がせしました。また今度教えてください』と打とうとする。

　が、一瞬早く──




『おーにい、お願い～』とジュンが送信。

『オススメはアルティメットチキンホースだな』と王子先生プリＴが即返信。




　先にやれや。

　カイは釈然としない気持ちになったが、ともあれ欲しい情報は手に入った。助かった。

（でも、聞いたことないタイトルだよな）

（なんかSwitchのゲームらしいよ）

（千四百八十円!?　安っ!?）

　二人でスマホで調べる。

　早速、ダウンロード版を購入する。

　安いといってもあくまでゲームとしてはであって、千五百円の出費は痛かった。

　しかし、それでもカラオケに行ったと思えば、やっぱりコスパはいい。

　先々長く遊べる可能性大だし。

（へーきへーき、あたしも貢ぐから。後でワリカンね）

（貢ぐゆーな）

（あたしもほてーちゃんに課金するから）

（よけい表現が悪いわ）

　それでヒソヒソ話は打ちきる。

「琴吹さん、このゲームで遊びませんか？　私たちも初めてですが、楽しそうです」

「うちのお兄ちゃんのオススメなの！」

　二人とも満面の笑顔で誘う。

「……お気を使わせて申し訳ありません」

　琴吹はまだショゲていたが、いつまでもグズったりダダをこねるほどコドモでもなかった。

　本体から外したJoy-Conを一人一個持って、ネット上の説明書を参照しながらプレイする。




「Ultimate Chicken Horse」は最大四人で楽しめる、アクションパーティーゲームだった。

　プレイヤーはニワトリ、ウマ、アライグマ、ヒツジから一体を選んで操る。

　四匹とも愛敬あいきようがありつつも、どこか飄々ひようひようとしたデザインで、女子組に可愛いとバカウケ。

　スクロールなしの狭いステージ内で、よーいドンでゴールを目指すという、シンプルな対戦ゲームなのも琴吹には◎。

　そして、ここがゲームのキモなのだが、一戦ごとに各プレイヤーが一個、障害物やトラップや足場を選んで、ステージに設置していく。

　すると往々にして、ゴールするための難易度が加速度的に上がっていく。

　あっという間に「これＴＡＳさんじゃないとゴール不可能じゃね？」みたいな理不尽難易度のステージが完成だ。

　そうやってライバルたちのゴールを妨害する一方、しかし自分もゴールができないと一点にもならないというのがジレンマで、ゆえに「自分はゴールできるが、ライバルたちには不可能な難易度」の落としどころを見出し、ステージ作りをするのが勝利の方程式といえるだろう。

　とはいえ、複数人の思惑がからむパーティーゲームで、そうそう理想通りに事は進まない。

　基本は他人の足を引っ張り合い、ゴールできたら豪運みたいなおバカゲー（誉め言葉）だ。




「やめろよ、ジュン！　そんな嫌らしい角度でボウガン設置すんなよ！　死ぬやろ！」

「とか言いつつ、ゴール前をチェーンソーで塞ふさぐ奴やつー」

「お二人とも鬼畜ですっ。ますます理不尽ステージになってますっ」

「ククク、私はこれでよいのですよ。得点暫定一位ですので、このまま全員がずっとゴールができなければ、すなわち私の勝利です」

「聞きましたか、御屋川みやかわ先輩？　ここはわたしたちで協力し、ゴール可能なステージという原点に立ち返るべきです」

「しょうがないなあ♥　ほてーちゃんの頼みだしなあ♥」

「階段のご設置、ありがとうございます。これでチェーンソーを回避できます」

「……と仰おつしやりつつ、階段にトゲを置くのはどうしてですか、琴吹さん？」

「さっき御屋川先輩の置いた謎なぞの花に、食い殺された腹いせです」

「ごべんね、ほでーちゃん……ぞれはカイを殺ごろずだめの花ばなだっだんだよぉぉぉ」




　──と、三人で大騒ぎ。

　あらゆる理不尽な要素が逆に、おかしくて仕方ないのだ。

　トラップだらけになったステージを見ては、

「こんなんどうやってゴールすんだよ！　いい加減にしろ！」

「カイだってトラップ置きまくったのに責任転嫁禁止～」

　と大爆笑。

　ジュンが巧たくみに組み合わせたトラップのエゲツなさに、

「……これ、御屋川先輩もゴールできるんですか？」

「ぜってー無理だろ！」

　と大爆笑。

　案の定、そのトラップにジュン自身が何度もハマって、

「誰よ、こんな陰険な罠わなを設置した奴！」

「ほれみー。ザマア」

　と大爆笑。

　自分で設置した罠に自分で引っかかるたびに大爆笑。

　もちろん、ライバルの足を引っ張って大爆笑。

　協力を持ちかけ、すぐ裏切って大爆笑。

　裏切られても大爆笑。

　もう無限に笑いっ放しだった。

　いつも小生意気に澄ましている琴吹さえ、声に出して笑っていた。

　理不尽難易度のおバカゲーなので、アクションゲームの上手い下手がほとんど関係なく、一緒に大いに楽しめた。

　さすが王子先生プリＴの見立てだった。

　これぞまさに天才ゲーマーの初心者プレイヤー接待術。





◇◆◇






「ふう……すごい一日だった……」

　琴吹は自室のベッドに突っ伏し、枕まくらに顔を埋めるようにして独りごちる。

　シーツ越しの冷たいマットレスの感触が、風呂ふろ上がりで火照った体に心地よい。

　グッテリと脱力した格好で、放課後の出来事を反芻はんすうする。




　初めてお邪魔したカイのおうちで、散々に遊び倒した。

　ジュンと三人でゲームをして、テレビアニメの録画を見て。

　その後は夕飯までご馳走になってしまった。

　カイが言った通り、ご家族はみんな気さくで、人見知りの琴吹が少しでも打ち解けるようにと、笑顔で迎えてくれた。

　なんとも温かい団欒だんらんだった。

　帰りがすっかり遅くなったので、カイの母親が車を出してくれて、ジュンともども家まで送ってもらった。




　楽しくなかったと言えば、噓うそになる。

　なにしろ好きな人と、ずっと一緒だったのだ。

　でも今、気分は晴れやかかというと、決してそんなことはなかった。


（あ～～～、も～～～、なんなのよ～～～、あの二人の仲の良さ～～～～～～～）



　唸うなりながらスマホを取り出す。

　そして、カイとジュンと三人で身を寄せ合い、撮った写真を再確認する。

　ジュンのいる辺りだけカットした加工写真も作ったが、元のデータも残しておいたのだ。

　あの時、ジュンはびっくりするくらいごく自然に、しかもべったりカイにくっついた。

　それで琴吹も負けてられるかと対抗心を燃やし、恥ずかしいのを我慢してカイにくっついた。

　一方、カイの反応は？

（……『写真は恐い』『一瞬の真実を捉とらえて切り出す』って本当よね）

　憮然ぶぜんとなってスマホ画面をにらむ。

　写真の中、ジュンと琴吹に両側からくっつかれたカイは、照れた表情を浮かべていた。

　では顔から下──体の方をよくよく観察してみると、琴吹がくっついた右側は緊張で強張こわばっている反面、ジュンがくっついた左側はリラックスしているのが見て取れるのだ。


（なによ、この態度の差～～～。先輩のバカ～～～～～～っ）



　再び枕に顔を埋め、両足をバタバタさせて暴れる。

　ある意味、自分の方が「女」として、カイに意識されているという証左かもしれない。

　では、自分の勝ちなのか？

　そんな単純な結論を出していいのか？

　ジュンは「女」として見られていないと、断言してしまってもよいのか？

　ずっと二人を観察していたが、琴吹は未いまだ答えを出せなかった。

　この写真の時ばかりの話ではない。

　カイとジュンは、琴吹に言えない話があるたびに、しばしばアイコンタクトをとっていた。

　目と目で通じ合う──言うほど簡単ではないことを、当たり前のようにやってのけていた。

　長年暮らした、家族でだってなかなか難しいだろうに。

　会ってたった一年の友人同士で、そこまでできる？


（あ～～～、も～～～、羨うらやましい～～～。わたしも先輩とあんな風になりた～～～～～い！）



　枕を誰かさんの代わりに抱きしめて、ジタバタと身悶える。

　極めつけは、ゲームで盛り上がった後のことだった。

　さすがに遊び疲れて、休憩がてら、録画していたアニメを視聴することになった。

　ベッドの端に琴吹、カイ、ジュンの順番で腰かけて、いざオープニングというまさにその時──信じられない光景を目の当たりにさせられた。

　ジュンがいきなり、ごろんと寝転がったのだ。

　カイの膝を枕にして！

　しかもカイまでその狼藉ろうぜきを、ごく自然に受け容いれて！


（膝枕よ、膝枕！　普通やるぅ!?　他人の目の前でやるぅ!?　つまり、見せつけてるって自覚すらないわけでしょ!?　「ボクたちこれが日常ですが何か？」って、あ～～～、も～～～っ！　余裕どころか貫禄さえ感じる～～～～～～～～っっっ）



　頭を抱えて、ベッドの上をゴロゴロとのたうち回る。

（あの二人、ホントにつき合ってないの!?　噓でしょ!?　ホントはラブラブなんじゃないの!?　週五でイチャイチャしてるんでしょ!?　おうちデートしてるんでしょ!?）

　起き上がり、枕をベッドにバシバシ叩きつけて八つ当たりする。

　でも、すぐに息が上がってやめる。

　ベッドの上に大の字になり、呼吸を整える。

　そして、もう一度スマホの画面を見る。

　待ち受けに設定した、カイと二人の密着写真。

　カットしきれないジュンの腕が映り込んでいるけど、贅沢ぜいたく言わない。お気に入り。

　でも、待ち受けに設定するのは今日だけだ。明日には他ほかの画像に差し替える。

　だって誰かに見られたら恥ずかしいから。

「はぁ……わたしってクソザコナメクジ……」

　昔から体力や運動神経フイジカルには自信がない。

　メンタルはもっと豆腐。

（でも……そんなわたしでも、先輩を諦あきらめようとは思わない……。強力なライバルがいるからって、身を引こうとは思わない……）

　ぼんやりと天井てんじようを眺めながら理解する。




　誰かを好きになるとは、こういうことか。




　自覚すると急に気恥ずかしくなって、寝返りを打つと赤くなった顔を枕に埋める。

　身悶え、足をバタつかせる。

　一頻ひとしきりそうしてから、改めて考える。

　カイとジュンの関係を、振り返って見つめ直す。

　二人に自覚がないだけで、実質的な恋人同士なのか。

　あるいはジュンの方には自覚があるが、上手く包み隠しているのか。

　はたまたカレシカノジョに見えてしまうほど親密なだけで、正真正銘の友人同士なのか。

　間近で観察したけれど結局、確信は得られなかった。

　ただ、わかったこともある。

　媒介するのが友情だろうが恋愛感情だろうがなんだろうが、とにかくカイとジュンがただならない関係なのだということ。

　そして、ジュンが傍そばにいる限り、カイは恐らく自分に靡なびかないだろうこと。

　つまりは、このままでは自分の想おもいが成就することはない。

　このままでは決して。




「……だったら。……わたしは」
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　週末。土曜。カイはバイトの日だった。

　十三時からガッツリと八時間労働。途中、一時間の休憩（夕食タイム）を一回挟んで、二十二時でアガリという休日シフト。

　また勤務時間内扱いで、十五分の小休憩タイムが十五時と二十時にある。

　その二回目の小休憩の時に、事件は起きた。

「あれ？　琴吹ことぶきさん？」

　バックヤードの給湯室（兼休憩室）に向かうと、琴吹が一人で座って待っていたのだ。

　今日、この後輩のシフトは組まれていない。

　何より服装が奇妙だった。

　肩回りも大胆に露あらわなキャミソールと、ジュンが喜んで穿はくような極ミニスカートの組み合わせ。初夏も近づいてきたとはいえ、普段の琴吹なら絶対選ばないような攻めたコーデだ。

「もしかして、バイトの日を勘違いしていましたか？」

　怪訝けげんに思う内心を隠し、カイは冗談めかして話しかける。

「いえ。先輩に用があって、お待ちしておりました」

　琴吹が即答する。声音はどこか硬い。

　いや、声だけではない。四人掛けのテーブルに、ちょこんと着いたその姿勢もだ。

　表情まで何か思いつめたものに見えるのは、カイの錯覚だろうか。

　何か挨拶あいさつ代わりに雑談でもと思ったが、到底そんな雰囲気ではない。

「御用を承りましょう」

　カイは琴吹のことを心配に思いつつも、意識して和やかな声を作る。

　対面に腰かけようとする。

　しかし一瞬早く、琴吹の方が立ち上がった。

　すぐ傍そば──それも拳こぶし一個分ほどの至近距離までやってくる。

　やはり尋常の様子ではない。

　カイは目を瞠みはりつつ、咄嗟とつさに周囲のことへ気を回す。

　店長及び同僚たちは全員、仕事中だ。

　自分が休憩している間は、バックヤードには誰も来ないはず。

　人目を気にしなくていいはず。

　琴吹もまたそれを理解して、この場所このタイミングなら二人きりになれるとわかって、待ち構えていたと思われる。

「あ、改まって、いったい何事でしょうか？」

　カイは緊張を隠そうとして失敗する。声を上ずらせてしまう。

　こう近いと、彼女の露わな首元や鎖骨、肩回りの真っ白な肌が嫌でも目について、毒だ。

　一方、琴吹はにわかに返事をしない。

　吐息も届きそうな至近距離から、しかし身長差の分こちらを見上げて、恐いほど真剣に見つめてくる。

　カイの比ではなく緊張しているのだろう。

　顔色まで蒼白そうはくだ。

　そして、声と唇を震わせながら言った。




「わたしを恋人にしてください──カイさん」




　とんでもないキレの直球勝負だった。

　ドキリとさせられた。いったい何事かと身構えていたにもかかわらず。

　琴吹に強い言葉で再告白されたことも、名前で呼ばれたことも、どちらもカイの心臓に甘やかな衝撃をもたらした。

　しかし、ときめいている場合ではない。

「ま、待ってください、琴吹さん。しばらくはお試し期間という話では？」

「待てません。今すぐここで返事をください」

　豆腐メンタルの琴吹が一切いつさい、目を逸そらさずに言った。

　どれだけの覚悟、決意を持って臨んだのかが窺うかがえた。

　琴吹とは思えない煽情的せんじようてきなこの服装も、決して伊達だてではなかった。

「どうして急に……」

　カイにはわからない。

　琴吹にどんな心境の変化があったのか。

　何を焦あせっているのか。

　でも、琴吹は教えてくれなかった。

　代わりに、畳みかけるように言った。

「御屋川みやかわ先輩ではなく、わたしを選んでください」

「……っ」

　またもカイの心臓に衝撃が走る。

　今度は痛みを伴う衝撃が。

　それに耐えて、返事をしなくてはならない。

　でも、咄嗟に声が出ないカイ。

　くり返すが、ジュンはカノジョじゃない。だから、どちらを選ぶとかいう話はおかしい──そう答えるのは容易たやすかったが、それでは決して琴吹への解答にならないだろう。

　琴吹の真意を、カイは正確に読み取る。




　ジュンと一緒に遊ぶのは、もうやめて欲しい。

　カイにとって、ジュンが恋人だろうとただの友達だろうと関係ない。

　琴吹じぶんだけを見て欲しい。




　そう切々と訴えているのだ。

（やっぱり……こうなっちまうのか？　それが女心なのか……？）

　わからない。

　ただ、怜奈れいなの予言は当たってしまった。

　ジュンか琴吹か──いずれは選択を迫られると、忠告された通りになった。

　琴吹が今後はジュンとも一緒に遊びたいと言い出してくれたから、杞憂きゆうで終わったと思っていたけれど。

　その認識はどうやら甘かったようだ。

「……ごめん」

　カイは苦い想おもいを堪こらえ、辛つらい痛みに耐え、返答する。




　ジュンとの友情は、自分にとって何よりもかけがえのないものだ。

　それを捨ててまで琴吹と恋仲になることはできない。

　たとえそれで琴吹のことを傷つける羽目になったとしても、自分の気持ちは偽いつわれない。




　そうきっぱりと答えようとした。

　でも、できなかった。

　他人の顔色を窺うことに長けた琴吹に、素早く妨害されたからだ。

　皆まで言うよりも先に、口を塞がれた。

　琴吹の唇で。

　キスを、された。

　頭の中が真っ白になる。

　肌が粟立つ。

　カイにとって、生まれて初めてのキス。

　恐らくは琴吹にとってもまた。

　予想だにしない不意打ちだった。全まつたく回避不能だった。
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　琴吹は目を閉じ、爪先つまさき立ちになって、それはもう懸命に唇を捧げてくれる。

　柔らかな感触をたっぷりと押し当ててくる。

　マンガなんかではよく「マシュマロみたい」と表現されるが、実物は全然違った。

　もっともっと柔らかくて、弾力と呼ぶにはあまりに優しく滑らかな感触が、吸いついてくる。

　こんな官能的な口当たりのマシュマロがあったら、大ヒット間違いなしだろうに。

（──って、堪能たんのうしてる場合じゃなくて！）

　意識に靄もやがかかったように陶然となっていたカイは、ハッと我に返る。

　頭を仰のけ反ぞらせて、琴吹のキスから逃れる。

　すると琴吹がますます爪先立ちになって、カイの唇を追いかけてくる。

　女の子を突き飛ばすわけにはいかない。

　だから、やんわりと押しのけようとして、琴吹の両肩をつかむ。

　露わな素肌のすべらかな手触りも然さることながら──びっくりするほど華奢きやしやだった。

　男と女で、ここまで違うものかと驚かされた。

　いや、琴吹が特別に華奢なのかもしれない。ジュンとの軽いスキンシップはいい加減慣れっこだったが、これほどまでに壊れ物めいていた記憶はない。

　だからカイは細心の力加減で、慎重に琴吹の体を押し返す。

「……わたしのこと、嫌いですか？」

「嫌いじゃない」

「でも、好きじゃないんですね？」

「言葉遊びはしたくない。今は」

　哀しくなってしまうから。

「わたしを恋人にしてくれたら、毎日こんな風にキスできますよ」

「……やめてくれ」

「カイさんが望むなら、もっとすごいことだって……」

「もうやめてくれ。頼むから」

　カイはかぶりを振った。

　嚙かんで含めて諭す代わりに、何度も、何度も、首を横に振り続けた。

「おまえの気持ちはうれしいよ……」

　琴吹を責めたり叱ったりするつもりなど毛頭ない。

　気弱な彼女が、ここまで大胆な行動に出たのだ。

　よっぽど思い詰めたのだろうことは、想像に難かたくない。

「でも、こんなことをされたら……もう会うことすらできなくなる」

　いくらキスをされようが、琴吹の想いには応こたえられない。

　そりゃ自分にだって性欲はある。

　でも、体が気持ちよくなるだけで、心がついていかない。

　そして、恋人になることができない以上、迫ってくる琴吹に対してカイが責任を果たす方法は、拒絶という手段しかない。

　その究極が、二度とは会わないという選択肢だ。

　でも、それはあまりに哀しい。

　どうしようもなく哀しい。

　果たして──琴吹はわかってくれるだろうか？

　彼女の華奢な両肩をつかんだまま、彼女の顔をじっと見つめる。

　だが、彼女の表情を窺うことはできなかった。

　琴吹はもうこちらの目を見ていられないとばかり、深くうつむいていた。

　こぼれ落ちていく涙が、彼女の頰ほおをはらはらと濡ぬらしていく様だけが、カイの目に映った。

「琴吹さん！」

「……ごめんなさい、先輩」

　琴吹はカイの手を振り切るように、踵きびすを返した。

　そして、逃げるように給湯室を出ていった。

「琴吹さん、待って！」

「後で連絡します！　お仕事がんばってください！」

　琴吹は出入り口のドアを、叩たたきつけるように後ろ手で閉める。

　追うべきか、追わざるべきか、カイはしばし逡巡しゆんじゆんし、結局、後者を選ぶ。いくらなんでも無断でバイトを放棄するわけにはいかないし、店長らに説明しに行っている間にも、琴吹は去っていってしまうだろう。連絡をくれるという、琴吹の言葉を信じるしかない。

「クソッ……」

　カイは思わず悪態をつく。

　給湯室を飛び出していく琴吹の背中は、いつもよりずっと小さく見えた。

　自分がもっともっとオトナだったら、琴吹を泣かせることなく、上手に場を収められたのだろうかと、悔やまずにいられない。

　だけどこれが正味の話、カイの精一杯だった。

　それこそ、もし怜奈に事前に忠告を受けていなかったら──ジュンとの友情とどっちが大切か、しっかりと再確認できていない状態で、いきなりキスをされていたら、所詮しよせんは思春期男子の自分は、あっさりと性欲の前に屈服していたかもしれない。

　それを思えば、流されなかった分、上出来かもしれない。


「あ～～～～～～、も～～～～～～～～～～っ」



　情けないくらい嘆息たんそくさせられる。

　琴吹に、あんな美少女にキスをされたというのに、ちっとも喜べないこの状況。

　しかも初めてだったのに。

　キスってどんな味がするのだろう？　──これもマンガなんかで、あるある話だ。

　いざしてみたら、現実には何も味はしなかったけど。

　だけど自分のファーストキスは、ひたすら後味の悪いものになってしまった。





◇◆◇






　翌日曜。

　カイの気分は未いまだ晴れていなかった。

　というか悪化していた。

　昼食後、自室に戻るとすぐにスマホを確認する。

　ＬＩＮＥの、琴吹とのトーク画面。

『今日の鬼滅きめつはご覧になりましたか？』

　と、カイからメッセージを送ったのが深夜の『0:04』。

　待っても待っても琴吹から連絡がないため、自分からコンタクトをとったのだ。

　メンタルの弱い琴吹のことだ。ずっと思い悩んでいるのではないか。ひどく後悔しているのではないか。あちらから声をかける勇気が出せないのではないか。そう気遣ったのだ。

　だからこちらから、それも何事もなかったかのように振る舞った。

　琴吹にもしれっと普段通りの態度で応じて欲しいという、気持ちを込めたメッセージだ。

　しかし、既読すらつけてくれなかった。




『0:31　明日はお暇ですか？　ジュンが遊びに来る約束なのですが、琴吹さんもどうですか？』

『0:36　琴吹さんが来てくだされば、ジュンも喜びます』

『0:39　もちろん私もうれしいです』

『1:46　明日がお忙しいようでしたら、琴吹さんのよろしい日を指定くだされば』

『3:00　すみません。今日はもう寝ます』

『9:12　おはようございます』

『10:01　すみません。ご連絡をいただけるとうれしいです』




　──と、カイの方から何度もメッセージを送り続けた。

　しかし日曜の午後現在、未だに既読がついていない。完全無視だ。

（あいつめ……どういうつもりだよ）

　カイは意を決して、電話をかけてみる。

　でも結果は同じ。

　出てくれる気配が全くなかった。

（そんなに落ち込んでるのか？　引きずってるのか？）

　想像を巡らせど、答えなど出るわけがない。

　返事をしてくれないことには、何もわからない。

　そして、頭の中でグルグルと考えているうちに、最悪の想像がよぎる。

（もう俺おれとは縁を切るつもり……なんてな……）

　もしそうだったとしても、仕方はない。

　自分はジュンとの友情を選んだのだから。

　琴吹が深く傷ついても、あるいはカイに愛想あいそを尽かしても、何もおかしくない。

　そう結論するには早計かもしれない。でも……。

　思考は堂々巡りを続けるだけだった。

　せめて、琴吹の顔を一目でも見たかった。

（来週はバイトのシフトが重なるし、その時に会うだけは会えるだろうけど……）

　それまでずっと、自分もこの悶々もんもんとした気持ちを引きずらなくてはならないのか。

　いや──琴吹が欠勤することだってあり得る。

　もっと言えば、バイトを辞めてしまう可能性だって……。

「つれえ……」

　カイはスマホを投げ出しながら嘆息する。

　ずっと友達のままだったら、こんな辛い想いをせずにすんだのだろうか？

　琴吹の恋心に気づかないふりをしていた方が、正解だったのだろうか？

　フィクションの、いわゆる鈍感主人公たちこそ規範とすべきだったのだろうか？

　答えは出ない。

　出ないままに、時間切れとなった。

　玄関のチャイムが鳴る。ジュンが遊びに来たのだ。

　思考を切り替えねばならない。

　何も知らないジュンの前で、暗い顔をしていられない。







「ちゅーっす！」

　ジュンは今日も元気潑溂はつらつだった。

　そしてカイの部屋に入るなり、キョロキョロと室内を見渡した。

「なに探してんの？」

「ほてーちゃん、いないかなって」

「いねえよ。つか、来るなら来るっておまえにも言うよ」

「言わなかったのは、あたしへのサプライズかなって」

「ハイハイ、おまえの誕生日が来たらな。十二月まで待ってろな」

「あたしの誕生日、憶えててくれたの!?　愛なの!?」

「ハイハイ、王子先生プリＴのおかげでな」

　カイが惚ほれ込むスーパーゲーマー「jyunjyun1203」の、ハンドルネームの後半部分がジュンの誕生日を表しているのである。

　ジュンはベッドの隣に腰かけながら、

「十二月まで待てない！　ほてーちゃんと遊びたい！」

「ハイハイ、近いうちにな」

　カイは苦労して平静を装った。

　もう二度と会えないかもしれないなんて、言えなかった。

「近いうちって具体的にいつ？　五分後？」

「近すぎるわ」

「じゃあ明日？」

「琴吹さんも忙しいんだよ。言わせんなよ」

「しゃーないなー。カイで妥協してあげるかー」

「感謝感激でございますよ」

　互いに軽口を叩き合う。

　ジュンがリモコンをとって、部屋に二台あるテレビの両方を点ける。

　以心伝心、カイはSwitchではなくＰＳ４のパッドを二つとると、片方をジュンに渡す。

「戦車にする？　海戦にする？　それとも──」

「まずはモンハンっしょ！」

「だよなー」

　最近また熱が再燃した二人だ。本体の中に入れっ放しになっているのもモンハンＷだ。

　ただし、いい加減やり込んだゲームでもあるので慣れもあり、夢中で狩るというよりはダベりながらのプレイになる。

「鬼滅見た、ジュン？」

「録画はしてるけど、まだー」

「うどん屋さん、めっちゃ笑った」

「ネタバレ禁止！」

「おまえも原作で履修済みだろ！」

「アニメでうどん屋さんカットされなかったって感動が味わえないでしょ!!」

「……正直、すみませんでした」

「わかればよろしい」

「じゃあ『ぼく勉』もまだ？」

「まだー。とゆか、昨日は怜奈んちでお泊り会だった」

「へー。楽しそ（棒）」

「めっちゃアガったよー！　まー、怜奈は今朝けさからもう仕事だから、早めに寝たけどねー」

「モデルを目指すのも大変だよなあ。日曜ほぼ潰つぶれるっぽいしなあ」

「だから今日は、朝帰りしたの。あ・た・し」

「みゃーかわさんはアダルトですねー。えろえろですねー」

「うふ。ノッチがつけてた下着のが、よっぽどアダルトでえろえろだったよ？」

　いたずらっぽく笑うジュン。

　ちなみにノッチというのはジュンの友人で、怜奈率いるイケてる女子グループの一員で、バレー部のエーススパイカーで、背が高くておっぱいがデカくて、日焼け肌が健康的にエロい女の子のことだ。


「…………」



「今、想像した？　想像した？」

「ジュンのイジワル！　男の純情からかわないでよ、バカァ！」

「ちな写真に撮ってきたんだけど、色を当てたら見せてあげるよ？」

「ほんまかー？　俺が本気にする前に取り下げないとキレっぞー？」

　俺は勝負の結果なら遠慮しない男だぞー？

「ホンマ、ホンマ。はい、解答時間は十秒ね！　いーち──」

「焦こげ茶！」

「うわ……マジで当てるし……。絶対、黒って言うと思ってたのに。ドン引きだわー」

「そんなまんまの答えでクイズになるかよ。引っかかるかよ」

「カイが必死すぎてドン引きだわー」

「オラ、正解のご褒美ほうび出せよ。あくしろよ」

　勝負の結果なら遠慮しない男は、堂々と要求する。

　ゲームもちょうどモンスターを追ってエリア移動するタイミングなので、ちょちょっとスマホで提示し、チラッと覗のぞくくらいなら狩りに支障はない。

「わかったわよ。約束はちゃんと守るわよ」

　ジュンが口を尖とがらせながら、片手でゲームパッドを操あやつり、片手でスマホを操る。

　はいよ、と画面をこちらに向ける。

（ノッチの下着姿ノッチの下着姿ノッチの下着姿ノッチの下着姿ノッチの下着姿──）

　カイは生唾なまつばを呑のみ込みつつ、チラッと横目に拝ませてもらう。

　アダルトでえろえろなデザインの、ダークブラウンのブラとパンツを。

　床にポンと並べてあるだけの写真を。

　無論のこと、ノッチのノの字も写ってはいない。

「だましたなァ！　男の純情、弄もてあそんだなァ！」

「あたしは噓うそついてないし、約束守りましたー。カイが勝手に勘違いしただけでーす。やーい、カイのえっちー。すけべー」

「詐欺さぎ罪で訴えてやる!!」

「とか言いつつ内心ドキドキしてるやつー」

「ギクリ」

　ジュンに図星を指され、頰が引きつる。

　ただブラジャーとパンツが無造作に写っているだけの画像でも、知り合いが着ていたやつだと思うと、それはもはやただの下着ではないというか、エロない？

「変態！　変態！　変態！」

「男はみな等しく変態ですし。ですよ？」

　ジュンに大いに揶揄やゆされ、上ずった声で反論する。




　──と。

　そんなバカ話をくり返して、そのたびにお互い大笑いしながら、ゲームを続ける。

　弱っていた心に染しみ入るような、なんの気兼ねもなく、またかけがえのない時間。

　自分が子どもなだけなのかもしれない。アダルトじゃないのかもしれない。

　でも、やっぱり思う。何度だって思う。

　恋人より友人の方がいい。

　絶対にいい。

　もし、琴吹と会えなくなったら、悲しいけれど──

　ジュンとの友情を選んだことに後悔はない。

　それだけは、ない。





◇◆◇






　ひと狩り終わって、二人で報酬画面を確認する。

　ランダムで手に入る素材アイテムの良し悪しに、カイは喜ぶでもなく、舌打ちするでもなく、淡々とチェックしていると、

「ねえ、カイ」

　ジュンも画面からは目を離さず、気のない声で呼び掛けてきた。

「ん？　どした？」

　カイもまたパッドを操作しながら、何の気になしに返事をする。

　するとジュンがあくまでテレビ画面へ向いたまま、

「なんかあった？」

　やっぱり気のない声で──しかし鋭く訊たずねてくる。

　今度は咄嗟に返事できないカイ。

　パッドを操作する指だけが、ピタッと止まる。

　でも、まごまごしているとジュンが畳みかけてくる。

「ほてーちゃんと、なんかあった？」

　本当に鋭い奴やつである。

　テレビ画面から目を離さないのも気のない声も、ポーズでしかなかった。

　前者はカイが顔色を取り繕つくろわなくていいようにという気遣いで、後者は責めるつもりはないよというサイン。

　こいつにゃ敵かなわんなあ、と内心で唸うなりつつ、

「……なんでそう思うわけ？」

「だって、普段のカイだったら今ごろ『角壊さずにマムタロト倒しても意味ねんだよ』『実質クエスト失敗なんだよ』ってキレ散らかすじゃん」

「効率厨ですみませんねえ！」

「いくらなんでもゲームに集中できてないよね。だから、なんかあったのかなって」

「……あったとして、なんでそこで琴吹さんが出てくるんだよ？」

「だって、さっきあたしがほてーちゃんと遊びたいって言ったら、『近いうちな』ってはぐらかしたじゃん。普段のカイなら『いつがいい？』って段取り始めるはずじゃん」

「だからってそこまでわかるぅ!?　おまえ、エスパーかよ!?」

　心底、仰天である。

　すると──

「わかるよ」

　ジュンはパッドを脇に置いて、ようやくこちらを向いた。

　あどけない笑顔になって、言った。

「超能力なんてなくてもわかるよ。だって、友達じゃん」

「おまえはまたそんな、恥ずかしげもなく……」

　カイは憎まれ口を叩くが、完全に照れ隠しだ。

　ジュンだってお見通しだろう。

　さらに照れさせてやらんとばかり、うりうりと寄りかかってくる。

　いい匂においするからやめーや。

「オラオラ白状しろオラ～。ほてーちゃんとケンカでもしたんか～？」

「ちょっと価値観のギャップが」

「万死に値するぞオラ～」

　インネンつけるような台詞せりふとともに、ジュンが肩や頰を擦りつけてくる。

　本当は何があったかと、詳しくは説明できない。

　琴吹の名誉のためにできない。

　そして、ジュンも根掘り葉掘りは聞いてこない。

　代わりに、カイの首へぐっと腕を回し、引き寄せる。

　カイも抵抗はせず、ジュンの顔と顔がくっつくような体勢になる。

　さらにジュンがスマホを構え、

「ハイここでイチャイチャ自撮り写真をパシャー」

「ちょっ、何するつもり？　嫌な予感しかしねんだけど」

「すかさず王子兄おーにいに送信ポイー」

「やめてやめて俺が殺される！」

「へーきへーき」

　カイは猛抗議したが、覆水盆に返らず。送信されたメールもなかったことにはできない。

　わずか三秒後──

　ポケットに入れていたカイのスマホが振動した。電話の着信だ。

　カイも負けずに震え上がりながら、画面を確認する。

　王子先生プリＴからの着信だった。

　見て見ぬふりをしようかと迷ったが、問題を先送りにした方が絶対被害は増える。

「もしもし……？」

　怒鳴り散らされるのを覚悟で、電話口に出る。

『まったく……うちのジュンはいつまで経たっても子どもで、困ったものだな？』

　果たして、意外な台詞が聞こえた。

　挨拶抜きの上に押し殺した声と、怒ってはいるのだろう。

　しかし、カイを責めるような口ぶりではなかった。

　拍子抜けで、しばし反応できずにいると、

『困ったものだな!?』

「あっ、はい！　無邪気なのも困りものですね！」

『そうだろうとも。ならば中村なかむら、おまえの方が責任のある大人の態度で、ジュンに接しなければならんな？』

「俺はまだまだ子どもだと思いますが、責任は重大だと思いますっ。この写真もあくまでユージョーの賜物で、それ以上のものではないと思いますっ」

『わかっているのならばいい。オレの信用を裏切るなよ？』

　王子先生プリＴはピシャリと告げると、通話を切った。

「ね？　へーきだったでしょ？」

　ジュンが横から気楽に言ってくれた。

「王子兄おーにいはカイとあたしの仲、ちゃんと認めてくれてるんだから」

「心臓に悪かったわ。もう勘弁して欲しいわ」

　なんと言われようが、カイはブツクサこぼす。

　しかし「いつ認めてくれたんだよ」と、朴念仁ぼくねんじんなことは聞かない。




　シスコン極まる王子先生プリＴは、当初、カイとジュンの友情を認めてくれなかった。

「不純異性交遊禁止！」「二度と仲良くするな！」の一点張りだった。

　堪たまりかねたカイは御屋川さん宅に突撃し、王子先生プリＴとの大激論やモンハン対決の末──よくわからないうちに──ジュンと一緒に遊ぶことを認めてくれた。

　なんなら王子先生プリＴも時間さえ合えば、一緒に遊ぶ関係になった。




　その顚末てんまつをカイは、思い出した。

　その顚末をジュンが、思い出させてくれた。

　カイの首へ回した腕にグッと力を込めて、これでもかという密着状態で、ジュンがささやく。

「あの時、あたしは来るなって強がったけどさ。

　カイがうちに来てくれて、やっぱりうれしかったよ。

　すごく……うれしかったよ」

　ジュンの、ありったけの感謝の言葉。

　でも、カイはちゃんと汲み取った。

　これは同時に、激励の言葉だ。

　クヨクヨしているくらいなら、琴吹に会いに行けと。

　なりふり構わず突撃しろと。

　それでこそ中村カイだと。

　背中を押してくれているのだ！

「……俺こそ……ありがとう、ジュン」

　嚙みしめるように、感謝の言葉を口にする。

「そんで、スマン！」

　一転して拝み倒す。

　せっかく遊びに来てくれたのに、約束だったのに、申し訳ない。

　俺は今から琴吹さんのおうちへ突撃する。

　──そう言おうとして、しかし皆まで言わせてもらえなかった。

「ごめん、カイ！　あたし、他ほかに用事あったの思い出した！」

　首に回していた腕でこちらの肩を一発叩くと、ジュンがいきなり立ち上がったのだ。

「は？　用事？」

「うん。今日は怜奈と買い物に行くんだった」

　ひらひらと手を振りながら、飄々ひようひようと部屋を出ていくジュン。

（噓つけ。怜奈さん、仕事って言ってただろ）

　そう思えど、口にするほどカイも野暮やぼではない。

　この親友の気遣いに、ただただ感謝の気持ちを大きくするだけ。

　そして去り際ぎわ、ジュンが閉じかけのドアの向こうから、顔だけ覗かせておねだりしてきた。

「十二月まで待てない～。ほてーちゃんと遊びたい～」

「りょーかい。琴吹さんと話し合って、段取りする」

　カイは力強く請け合った。

　親友に後押しされて、気遣われて、ありがとうだけで終わって堪るか。

　その想いに応えなきゃな。
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　琴吹ことぶきの家がどこにあるのかは、わかっていた。

　偶然、先日、帰りが遅くなった時に、母親が車で送り届けたからだ。

　それに「布袋ほてい」という苗字みようじも珍しいし、個人の洋裁店も今時そんなにないらしく、地域指定してググったら案外すぐに見つかった。

　自転車を飛ばして約三十分。

　下ろしたままのシャッターも目立つ、古い商店街。

「布袋洋裁店」はその一角に軒を並べていた。

　周囲にある如何いかにも昔ながらといった風情の店々に比べると、看板が色褪いろあせてないのと、全面ガラス張りなのと、店内照明の色が明るいのとで、だいぶん垢あか抜けて見える。

　とはいえ都会にあるような小ジャレたテナントではなく、アットホーム色が強い。

　商品数を絞っているのか、ゆったりスペースをとって服を吊つるし売りにしており、小さな店舗にもかかわらず「狭い」という印象は外から受けなかった。

（──よし、行くぞ）

　途中で買って、用意してきた菓子折りを丁寧に持ち直し、カイは店を訪ねる。

「こ、こんちは～っす」

「いらっしゃいませー」

　軽いノリの挨拶あいさつとともに、バックヤードから女性店員が現れた。

　年のころは三十代前半くらいか？

　琴吹をそのまま大人にして、髪を茶色に染めたような人だった。

（前に弟しかいないって聞いたことあるし、歳としの離れたお姉さんじゃないよな？　多分お母さんだよな？　だいぶ若いけど……）

　カイは琴吹のような人見知りではないが、気後れがないと言えば噓うそになる。

　やや緊張しつつ、断りを入れる。

「すみません。お客じゃなくて、琴吹さんに会いに──」

「あ！　もしかして君が噂うわさのカイ先輩？」

　琴吹同様、察しのよい人らしい。カイが名乗るより先に、当ててみせた。

「はい、そうです。中村なかむらカイと申します」

「やっぱりねー。あの子を訪ねてくれる男の子なんて、他ほかにいるわけないしねー」

　いたずらっぽい笑みというにはややゲスい調子で、ゲシャシャと噴き出す布袋母。

（性格は似てないな。琴吹さんとは正反対ってか、図太そう……）

　でも接客業をやるなら、ましてや一国一城の主ならば、当然のことかもしれない。

　納得を覚えつつ、菓子折りを差し出す。

「これ、つまらないものですが」

「まあまあ！　ありがとう。さすが頼れるカイ先輩、気が利きくわね」

「……いえ、それほどでも」

　先に琴吹が中村家へ菓子折りを持ってきてくれたから、自分も見習っただけで。そうじゃなかったら手ぶらで来ていたなんて言えなかった。

「……琴吹さん、普段は俺おれのこと、どんな風に言ってるんスか……？」

「そりゃもうべた褒ぼめよ、べた褒め！」

「きょ、恐縮ッス……」

　琴吹さんのリスペクトが重い……。

「ともかく、上がってちょうだい。あの子、部屋にいるから」

　布袋母は気さくに笑うと、奥へ案内してくれた。

　実兄（教師）が玄関で仁王におう立ちして通せんぼしてくれた、御屋川みやかわさんちとは大違いだった。

　ともあれ、カイは布袋母についていき、バックヤードへお邪魔する。

　緊張が強まり、胃が締めつけられるような感覚に苛さいなまれる。

　連絡をくれなくなった琴吹と、どんな顔をして会えばいいのか？

　無断で押しかけた自分と、琴吹は会ってくれるだろうか？

　不安の種は尽きない。しかし、ここまで来て臆するわけにはいかない。

　ドアを隔てた向こうは、洋裁用の道具や布地、あるいは仕立て終わった服の在庫等を管理する倉庫になっていた。

　他にミシン室、事務室などが廊下でつながっている。

　そして、二階と三階部分が布袋家の居住スペース。いわゆる店舗住宅だ。

　琴吹の部屋は、その三階にあった。

「ほらほら、琴吹ー。愛いとしのカイ先輩が来てくださったわよー」

　布袋母はわずか二度ノックをしただけで、すぐドアを開ける。

「愛しのカイ先輩」呼ばわりに、ツッコむ暇もありゃしない。

　気まずいシチュエーションで別れたきりの後輩と、顔を合わせる心の準備をする時間もない。

　中にいた琴吹とバッタリご対面だ。

　しかも、とんでもないところに遭遇してしまった。

　カイはあんぐりと口を開ける。




　琴吹は大きな姿見の前で、ポーズをとっていた。

　髪はいつもと変えてツインテール。

　体の線を強調するボデイコンシヤスな白のミニワンピースに、胸下を横断するように引っかけた一本の青い紐ひもを二の腕でリボン結びにしている。

　ありていに言えば、「ダンまち」のヘスティアのコスプレをしていた。




（なんでそんな格好してるん……？）

　あまりの衝撃にカイは声を失ってしまう。

「なんで先輩がここに……？」

　琴吹もウインクして親指を立てたヘスティアポーズのまま凍りついていた。

　かと思えば、


「ギャーーーーお母さん、なんでノックしてくれないのよー!?」



「したわよ？」

「わたしが返事するまで開けないでよ!!」

「あらあら、あんたもすっかり色気づいちゃって。ナマイキ～」

　涙目で抗議する琴吹を、へらへらとあしらう布袋母。

　見ててちょっと面白おもしろい。なんて本音は漏もらせないカイ。

「じゃ、私は仕立てと店番があるから。ごゆっくり～」

「案内ありがとうございました！」

「こちらこそ、面倒臭い子だけどよろしくね～」

　娘をひどい目に遭わせたまま、悪びれもせず階段を下りていく布袋母の背に、頭を下げる。

　それから、廊下から室内の琴吹へ向き直り、

「ええと……入ってもよろしいですか？　それとも着替えるのを外でお待ちしましょうか？」

「もう今さらですので入ってください！」

　自暴自棄になった琴吹が、半泣きで叫んだ。

　そんな狼狽ろうばいっぷりが、いつもの琴吹で安心した。

　コスプレしていること以外はホントいつもの。





◇◆◇






　琴吹の部屋は、六帖ろくじようほどの洋室だった。

　御屋川さんちにお邪魔したことはあっても、王子先生プリＴの目が厳しくてジュンの部屋には入ったことがないカイにとって、これが初めて見る女の子の部屋である。

　壁といい天井てんじようといい、アニメポスターが所狭しと貼はってあるので、殺風景ということはない。

　ただ潔いほど物がなかった。

　本棚も小さいし、フィギュア等のオタクグッズも飾られていない。
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　ヌイグルミのような女の子らしい小物（偏見か？）も全然ない。

　その一方で、年季の入った立派な化粧台が目立つ。ご家族のお古だろう。

　あとはカイからしたら垂涎物すいぜんものの、推定五十インチ超えの大きなテレビと高性能そうな録画機。

　普段の言動から、琴吹はあまり小遣こづかいをもらってないことが窺うかがえる。

　であればこそ、オタクの割に物がないのも至極納得。

　一方、オーディオ関係が充実しているのは、ご両親が買い与えたのだろう、アニメ視聴に理解があるのだろうと推測できる。

「あんまりジロジロ見ないでください……恥ずかしいです……」

「あ、すみません……」

　琴吹に拗すねるように言われて、カイはすぐに改める。

　互いにクッションの上に正座し、向かい合っている状況だった。

　なお琴吹はコスプレをしたままである。

　部屋を観察するなと注意されたので、仕方なく琴吹の格好をジロジロ見る。

　ヘスティアというキャラは巨乳で知られているのだが、そこまでちゃんと再現されていた。

　琴吹の楚々そそと慎つつましやかなはずの胸部が、盛り盛りになっていた。

「青い紐がよくお似合いですね」

「怒りますよっ」

　婉曲えんきよく表現を用いて「そのおっぱい、どうなってんの？」と聞いたら怒られた。

　でも結局、琴吹は律義に教えてくれる。

　目を左右に泳がせながら、

「中にパッドを四枚、詰めてますので」

「四枚」

「怒りますよっ」

　また怒られた。

「わたしに言わせれば、スレンダーな体型の方がコスプレには向いているのです。盛るのはこのように簡単ですが、削るのは大変ですので」

　また拗ねるように言われた。

　琴吹理論は大いに同意するとして、

「コスプレ、お好きなのですか？」


「……………………はい。実は」



　琴吹は消え入りそうな声で同意した。

　よほど恥ずかしいのだろう。伏し目がちになり、さらにあらぬ方へ視線を逸そらす。

　気にしないでと、カイは声を張って、

「ちっとも存じ上げませんでした」

「隠していましたから。ただ、段階的に打ち明けようとは思っておりました」

「ああ。この間のデートの時の、受付嬢さんがそうですね？」

「そうです。まずは軽いジャブをと」

「最初から仰おつしやってくださればよいのに」

「い、いきなり打ち明けて、笑われるのが恐くて……。学校の友達にも内緒にしています」

　さすがは豆腐メンタルの真骨頂である。

「私は笑いませんよ。ステキな趣味だと思います」

「そう仰いつつ先輩はニヤついてます！」

「これはコスプレ趣味を笑っているのではなく、琴吹さんのいじらしさが微笑ほほえましいのです」

「い、いじらしいって……っ」

「いじり甲斐がいもあります」

「怒りますよっ」

　今日はよく琴吹に怒られる日だった。

　カイはまたクスッとしつつ質問を続ける。

「もしや普段から、コスプレにお金を注そそぎ込んでらっしゃったのですか？」

　カイの認識だとコスプレはお金のかかる、学生にはハードルの高い趣味だ。

　だとしたら、琴吹の金欠言動もうなずける。

　そう思ったのだが、

「あ、いいえ。わたしが着る衣装は、いつも母が作ってくれるので」

「素晴らしく理解のあるお母様ですね！」

「はい、そもそも母がコスを自作して着るレイヤーだったのです。わたしが生まれてから、引退したそうですが。この洋裁店も趣味が高じて開くに至ったのだとか」

「なるほど、お若いですしね」

　これが今時のお母さんクオリティか。羨うらやましい。

「え？　母は今年で四十五ですよ？　コスプレイヤー第一世代なのが自慢ですよ？」

「うちのカーチャンより六つも上やんけ！」

「若作りなだけです。お恥ずかしいです」

「限度があるでしょう……」

　どう見ても三十代前半くらいに見えたのに……。

　さては妖怪ようかいか……。

「では、お母様とコスを合わせたりは？」

「残念ながら、一度も。わたしに着せて、大喜びで写真を撮って、おしまいです」

「その写真はやはり、ＳＮＳにアップなさっているのですか？」

「いいえ、母に禁止されております。コスプレイベントに出るのも同様です。わたしが成人するまでは許可しないと」

　さすが、この琴吹むすめにしてこの親ありだ。

　チャラいように見えたが、実にしっかりしていらっしゃる。

　琴吹のような美少女がコスプレ写真をツイッター等にアップしたら、さぞや変な連中にからまれまくるだろうことが想像に難かたくない。

　一方、イベント会場に集まるのはまともな趣味人が大半だろうが、それでも不埒ふらちな輩やからがゼロではないだろうし、トラブルの噂もまことしやかに聞こえてくる。

　大人になったら自己判断だが、学生のうちは親が守らねばという主義なのだろう。

「では琴吹さんは普段、おうちでコスプレを楽しんでらっしゃるのですね」

「はい。基本、独りで寂さびしく」

「誰もそんな嫌味は申しておりませんから、卑下なさらないでください」

　第一、それを言い出したらオタク趣味の大半は、家で独りで楽しむものに該当してしまう。

　カイは苦笑し、釣られて琴吹も笑いだす。




　そんな後輩の笑顔を見ながら、思う。

（なんか……ウジウジ悩むだけ無駄だったな）

　嫌われたんじゃないかとか、会ってもらえないのではないかとか、杞憂きゆうも杞憂。

　いざ会いに来てみれば、全まつたくいつも通りの調子で談笑できている。

　これも背中を押してくれたジュンのおかげだ。




　そして、琴吹もこちらの顔色を窺ったのか──

「既読スルーしたことやお電話に出なかったことを、先輩にお詫びしなければなりません」

　改まった態度で頭を下げてきた。

「もう気にしてはいません。どうか顔をお上げください。ただ、理由をお聞かせ願っても？」

「わかりました……」

　琴吹が覚悟を決めた様子で、ただしよわよわメンタルなのでおずおずと説明を始めた。

「実は昨夜──わたしは先輩にフラれるかもしれないと、そこはしっかりと覚悟できていたのです。そして仮にフラれても、また何度も突撃すればいいとタカを括っていたのです」

　そういう気持ちでキスと交際を迫ったと、赤裸々に語ってくれる。お詫びの意味もあるのだろう。

「ただ、他のことには一切いつさい、考えが回っていませんでした。あんな迫り方をしたら、もう会うことすらできなくなると先輩にご指摘されるまで、わたしは完璧かんぺきに失念しておりました。もう本当にオコサマで……穴があったら入りたいとはこのことでした」

「そして入ったまま、出てくる勇気がなかったと？」

「仰る通りです。先輩もさぞやわたしを見損ない、また辟易へきえきなさったかと思うと、合わせる顔がありませんでした」

　そこまで気に病む必要はないのに──などと笑ってはいけない。

　それはあくまでカイが自分の心情を把握しているからこそ、大した事柄ではないのにと思えるだけで、こっちの気持ちが見えない琴吹からしたら恐ろしかったに違いない。

　こうして顔を見て、言葉を交わすまで琴吹の気持ちがわからなくて、家で悶々もんもんとしていたカイと同じことだ。

「辟易なんてとんでもないです。私は琴吹さんに、常に好感を抱いております」

「……そのお言葉、信じてもよろしいですか？」

「もちろんです。むしろ、私の方こそ琴吹さんに愛想を尽かされたのではないかと、懸念しておりました」

「そんなことはあり得ません！　わ、わた、わたしは先輩のこと、す、す、す──」

　琴吹は見る見るうちに、頰ほおをカーッと紅潮させていく。

　おかげで続く台詞せりふを言えないでいる。

「わ、わかっておりますのでっ。皆まで仰られずともけっこうですのでっ」

　カイの方こそ気恥ずかしくなるというか、見てられなくて、止めに入る。

　ところが琴吹はかえって意地になってしまい、むっとなって台詞を言いきった。

「──しゅきなままですからっ」

　でも嚙かんだ。めっちゃ嚙んだ。

　カイは咄嗟とつさに顔色を消して、気づかないふり。

　でも、琴吹がこっちの顔色を読む速度と技術の方が勝っていた。

　すっかり白目を剝むいて、

「以上が、わたしが先輩のご連絡をスルーしてしまった理由です」

「なるほど、全て理解いたしました。それに、お互い鬱々うつうつとしていた原因がただの杞憂だったことも確認できて、収穫でしたね」

　カイは琴吹をフォローするように、優しい口調で話を締めくくる。

　それが功を奏したか、琴吹もふっと表情を緩めてくれた。

　そして、

「はい。意気地のないわたしの代わりに、先輩の方から会いに来てくれて本当に……本当にうれしいです」

　小さな蕾つぼみがほころぶような、可憐かれんな笑みを咲かせた。

　しばし見惚みほれるほど、琴吹の容姿にお似合いの笑顔だった。

　これが見られただけでも、勇気を出して突撃した甲斐があったと思った。
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　晴れて誤解が解けた後、カイは完全に「友達のおうちに遊びに来た」モードとなる。

　コスプレ衣装のコレクションを拝ませて欲しいと頼むと、琴吹がウォークインクローゼットの中を見せてくれる。

　まさに壮観だった。

　ハンガーポールから、何十着というコス衣装が吊るされていたのだ。

「これが全て、お母様のお手製ですか？」

「もちろんです」

　琴吹が誇らしげに言った。まだヘスティアのコスを着たまま、四枚のパッドで盛り盛りになった胸を反らした。

　実際、自慢のお母さんなんだろう。オタクとしてわかるわ。羨ましいわ。

　カイは許可をとり、一着一着、大切に手にとって拝見する。

　さすがお手製だけあって、どれも琴吹の体型にジャストフィットしそうだ。

「けっこう古いアニメの衣装も多いですね」

「はい。当時の放映を観て、わたしがハマって母に作って欲しいと頼んだり、逆に母がハマってわたしに着せたものです」

　う～ん、これが英才教育か。

「これは……もしや『俺修羅おれしゆら』の？」

「はい。羽根ノ山高校ハネコーの制服ですね。制服類は見分けるのが難しいですが、さすが先輩です。しかも六年前のアニメですのに」

「実は私が見たのは最近のことでして」

　当時、小学校高学年だったカイは、いわゆる「萌え要素」の強いアニメを見ていることをクラスのクズい連中にからかわれ、視聴するのを我慢していた。

　今にして思えば、なんとバカなことをしていたのか、己おのれの趣味を貫けなかったのかと後悔頻しきりだが、多感な年ごろだったのだ。

　しかし近年、傑作ラノベと評判の「29とＪＫ」を読んで感動して、著者・裕時悠示ゆうじゆうじ先生の別作品である「俺修羅」や「レネシクル」を読み漁あさって感動して、アニメ化した「俺修羅」のブルーレイをレンタルで視聴してと、裕時悠示三昧ざんまいをしていた時期があった。

　琴吹もハネ高の青い制服を懐なつかしげに撫なでながら、

「わたしは当時小学四年生しようよんでしたが、このアニメには母と一緒にドハマリしました」

「わかります。真涼ますずさんが最高ですよね。ＪＯＪＯ可愛かわいいですよね」

「は？　春咲千和チワワではなくて？」

　瞬間──カイと琴吹の間で、視線と視線が火花を散らした。

「いえ、琴吹さんの仰りようもわかりますよ？　当時、小四だったのでしょう？　チワワの動物的な可愛さは、子どもにも理解しやすいですよね」

「は？　わたしはマセた子どもでしたので、別に当時から真涼の面倒臭い可愛さも理解できていましたが？　その上でチワワに軍配が上がると申しているのですが？」

「ハハハ、ご冗談を。もし琴吹さんが季堂鋭太しゆじんこうだったら、『俺修羅』の面白さが確実に一ランク下がっていましたね」

「うふ、先輩こそご冗談は顔だけになさってください。さもわかった風な面つらでトンチンカンな妄言を吐き散らかすのは恥ずかしくないですか？　チワワこそメインヒロインだという創作意図が読み取れないだなんて、後で裕時先生に土下座しておいてください」

「ハハハハ」

「うふふ」

　互いに一歩も譲らず、笑顔のままバチバチで視線をぶつけ合う。

　ともあれ、決着をつけようとするのは不毛なので、ハネ高の制服はハンガーに戻しておく。

　否いな──戻す寸前、ふと気づいた。

「この制服、放送当時に琴吹さんがコスプレするため、作ってもらったものですよね？」

「ええ、そうですが何か？」

「今でも着られそうなのですがそれは……？」

　訊たずねると、琴吹がババッと視線を逸らす。

　よっぽど都合が悪いらしい。

（しかし、気づいてみるとスゲエ違和感だな……）

　ウォークインクローゼットの中、吊るされた何十着もの衣装を見て、カイは戦慄せんりつした。

　どれもこれもサイズがほとんど変わらないのだ。

　カイなんて六年前どころか、去年ぴったりだったサイズの服もちょっときついのに。

　ずっと不振の眼差まなざしを向けていると、琴吹も観念したのか震え声で白状した。

「実は……わたしは子どものころ、とても背が高い子だったのです。小学校ではいつも列の一番後ろでしたし、親戚には冗談交じりに末はモデルかミス坂田さかたかと評判でした……」

「でも、身長が止まってしまったのですね……。小四の時に……」

「どうぞ笑ってくださっても……？」

「笑いません！　琴吹さんは今のままで可愛いです！」

「あ、ありがとうございます……」

　カイが噓偽うそいつわりなしに力説すると、はにかんだ琴吹がソワソワと体をよじった。

「それにスレンダーな方がコスプレに適していると仰ったのは、琴吹さんですから！」

「……わたしの胸も成長してないと仰りたいのですね。……否定できませんが」

　はにかんでいた琴吹が一転、憮然ぶぜん顔となった。

　不貞腐れたように「ヘスティアやるんじゃなかった」とぼやいていた。

　その発言でカイはまた気づく。

「そういえば、どうしてヘスティアなのですか？」

　さっき聞いた限りでは、衣装は放映中の気に入ったアニメのを作ってもらうという話だった。

　しかし現在、「ダンまち」のアニメは放映していない。待望の二期も再来月スタートだ。

　つまりはこの衣装は、一期放映時の四年も前に作られたもの。

　それをわざわざ引っ張り出したのだから、なんらかの心理が働いたのだろうと考えたが、

「たまたまというか、特にヘスティアである理由はないのですが──」

「ないのですね！」

「ただ、コスプレ写真をたくさん撮る必要がありまして」

「と仰いますと？」

「これをご覧になってください」

　琴吹は勉強机からタブレットをとってくる。

　新品だ。そういえばバイト代を貯めて買うと言っていた。

　それをポチポチとタップして、一枚の画像を見せてくれる。

　宣伝サイト、あるいはチラシなのだろうか？　「第一回　さかたコスプレ祭り」の見出しとともに、掛け値なしの美男美女というかハイレベルなコスプレイヤーたちの写真が躍っていた。

「知らないイベントですね……」

　こんな面白そうな出し物、地元で行われていたなら、自分なりジュンなりが見逃さないはずなのに。

「ご存じないのも当然かと。まだ企画準備中のイベントですので」

「ほほう。では、どうして琴吹さんはご存知で？」

「実は父や親戚が、市と協力して進めている企画なのです」

「ほほう！　詳しくお聞かせ願っても？」

「もちろんです」

　頼むと、琴吹がかいつまんで説明してくれる。




　布袋家は、戦後に繊維せんいの卸売おろしうりで成り上がった一族なのだという。

　本家などは特に坂田市でもちょっとした名士で、市議会議員とも交流があるのだとか。

　しかしご時世というか、アパレル業界の風当たりは厳しく、布袋家も例外ではない。

　ゆえに生き残るためならば、なんでもあれこれ挑戦してみようという空気が、今の布袋一族にはあるのだという。

　その一環として、琴吹の父親（同族企業の重役）が目をつけたのが、コスプレ産業なのだと。

　知名度も注目度も年々上がる一方だが、しかし都内を外れれば、まだまだコスプレを楽しむ場も、衣装を作る環境も整っているとは言い難い。

　そこに商機があるのではないかと。

　ぶっちゃけ日暮里につぽり繊維街の活況を坂田市に再現したいなあと！

　なので、まずは市を唆してコスプレイベントを定着させる。

　またレイヤーが活動しやすい環境を整えて数を増やす。

　その上で、レイヤーの皆様には布袋家が市販する予定のコスプレ関連商品を買ってもらってもよし。あるいは布袋家がコスプレ特化の洋裁教室を開くなどして、衣装を自作する文化が根付けばなおよし。




　──という事情らしい。

「知りませんでした。琴吹さんはお嬢様だったのですね」

　金欠なのはあれか。

　ご両親の躾しつけが厳しくて、敢あえて小遣いを制限されているとか、そういうやつか。

「いいえ、残念ながら違います。うちは分家も分家ですので」

「違うんですね！」

「わたしの父は常々、『一部上場企業の課長クラスの方が給料をもらっている』と、ぼやいています」

「世知せち辛がらいですね！」

「ですから父はこの計画を成功させて、一族の中で出世をしたいのです。わたしもあわよくば、本物のお嬢様になりたいのです」

「野心家ですね！」

　琴吹の口ぶりから最後のは半なかば冗談だと理解しつつ、カイはツッコんだ。

　それから、琴吹は話を元に戻し、

「父がイベント用の宣伝サイトを立ち上げる予定でして、そのトップページの仮案がこの画像なのです」

「なるほど。しかし、どれもこれも気合の入ったコスプレ写真ですね。まるでプロみたいです」

「実際、プロのモデルの方々に依頼して撮った写真ですので」

「あ、やはり」

　ネットの聞きかじりだが、最近はモデル事務所所属のコスプレイヤーも多いのだとか。

「ただ……宣伝用の画素材としては、数が寂しいと思いませんか？」

「サイトだってトップページで終わりというわけではないのでしょうから、もっとあってもいいですよね。この方々に、さらにお願いできないのですか？」

「予算的に厳しいそうです」

「なんと。プロのモデルの方々は、やはりお高いのですね」

「ギャランティーもそうですが、写真を撮るのもプロの方にお願いし、化粧などもプロのスタイリストに別途依頼し、撮影現場もちゃんとした場所を借りて……とやっていくと、どんどんふくれあがっていくそうで」

「あー……やはりプロのモデルはその辺りもこだわるのですね」

「いくら仕事とはいえ、質の低い写真を掲載されたら、イメージダウンにつながりますから」

「そんなこと普段、考えもしませんでした」

　ネットで掲載されてる神レイヤーたちの写真を見かけては「はえー。かわえー」とかボケーッと思っていた。

「ただ、このイベントはあくまで趣味でコスプレを楽しんでいる皆さんに、集まって遊んでいただくという趣旨の企画です。ですので宣伝用の画素材も、必ずしもプロのレイヤーさんの神クオリティ写真でなくともよいと思うのです。素人写真も数があれば、にぎやかしになると思うのです」

「しごく道理ですね」

　カイは大いにうなずいた。

　そして、ここまで説明されれば、琴吹がヘスティアになっていた理由もわかった。

「琴吹さんがお母様お手製の衣装を着て、写真を撮ってお父様のお仕事を手伝うのですね？」

「せっかくコス衣装はたくさんありますし、わたしもあわよくばお嬢様になりたいので」

　親孝行を褒められたのが照れ臭いのか、琴吹は可愛らしい憎まれ口を叩たたく。

　ともあれ、事情はよくわかった。

「私も興味がありますし、写真を撮るくらいは協力いたしますよ。自撮りより、いろんなポーズがとれますしね」

「よろしいのですか、先輩？」

「もちろん、おつき合いしましょう。スマホを貸してください」

　カイは笑顔で右手を差し出す。

　しかし琴吹は何を思ったか、その掌てのひらをじっと見るだけで動かない。

　しばしの逡巡しゆんじゆん。躊躇ちゆうちよ。

　それから、いきなりカイの右手を、ぎゅっと両手でにぎってくる。

　すべすべの琴吹の手の感触に、ドキッとさせられる。

　内心狼狽していると、琴吹も負けず劣らずしどろもどろになって、

「えと、あの、でしたら……もしよかったらなのですが、先輩もコスプレしてみませんか……？　それで……もしお嫌でなければですが、宣伝用に使わせていただけたら、本当に助かります」

　予想だにしないお願いをされた。

　軽く目を瞠みはりつつ、カイもまたしばし脳内で検討する。

「やってみたいのはやまやまですし、写真提供もやぶさかではないのですが──」

　キャラクターになりきるのが醍醐味だいごみのコスプレ写真は、往々にして素顔から遠ざかるので、別にネットにアップされてもまず特定されたりしないだろうし。

「──ただ、お財布的にハードルが高いのがネックですね」

　コスプレ衣装とか鬘かつらとか小物とか、決して安くはないイメージがある。

　ところが琴吹はダイナミックにかぶりを振って、

「それはもちろん、うちで全部用意します！」

「本当ですか？　おねだりしてよいのですか？」

「会社の企画なのですから、当然のことです！　むしろバイト代だって出せると思います！」

「あ、バイト代はけっこうです」

　仕事になってしまうと相応の責任が伴う。

　カイとしてはあくまでコスプレという「ごっこ遊び」に興味があるし、気楽にやりたい。

　そう説明して辞退すると、琴吹が呆あきれ返った。

「黙って懐ふところにしまっても、誰も文句は申しませんのに……。先輩は律義ですね」

　でも、こちらを見るその目が、妙に熱っぽい気がして参る。

　意識して話題を戻し、

「そういうことでしたら、ありがたくコスプレ体験と協力をさせていただきます」

「こちらこそありがとうございます、先輩」

「ところで、協力者は多い方がいいですよね？」

「そうですね。画素材は多ければ多いほど、にぎやかにできますし」

「私に頼もしい協力者の心当たりがあるのですが？　オタク文化に精通し、且かつこのプロのモデルさんたちにも引けをとらない人物がいるのですが？」

「うっ……。それは御屋川先輩のことですか？」

「ご名答です」

　カイは大げさに首肯した。

　プロのモデルならばカメラ写り──ポーズのつけ方とか、表情の出し方とか、そういった技術──にも長じているはずで、素人のジュンが太刀打ちできるものではないだろう。

　しかし素の美貌という点では、決して負けていないと確信している。

　そして、そのことは琴吹も同様で、二人でいわゆる「合わせ」をした写真を撮れば、破壊力は倍増──いや、相乗するのではないかという期待があった。

「仰る通りだとは思うのですが……」

　頼むか頼まざるか、琴吹はだいぶん迷っている様子だった。

　やはりジュンに対して苦手意識があるのか。

　あるいは含むところがあるのか。

「今後は三人で遊びたい」と言い出した件も何か思惑があってのことで、現在は心境が変化したといったところか。

　しかし結局、ジュンを宣伝素材に使うメリットには抗えなかったようだ。

「先輩の方から、お願いしていただけますでしょうか……？」

「琴吹さんからおねだりした方が、あいつのテンションも上がる気がしますが」

「その場合、どんな下心で迫られるか想像がつきませんっ。御屋川先輩にはバイト代を出しますので、ビジネスライクにやっていただきたいですっ」

「ハハハ、冗談です。私から頼みます。ただ、あいつもバイト代は受け取らないと思いますので、多少は覚悟しておいてください」

「ううぅ……下心……」

「ハハハ、あいつが暴走をした時には、私が責任を持って止めに入りますので……」

　うなだれる琴吹を、カイは励ました。




　話もついてその後は、宣伝素材のための写真を撮りまくった。

　禰豆子ねずこ、かぐや様、バニーガール麻衣まい、ユウキ、アルベド、狂三くるみ……と黒髪キャラクターばかりを選んで、琴吹が次々と扮ふんする。

　普段はあくまで誰にも見せない趣味だから、鬘までは用意しない。しかし、サイトに載せる写真となると話が変わる。いくら素人のコスプレとはいえ、金髪のキャラを黒髪のままでやるのはエアプ感が出てしまう。にぎやかしとはいえ限度がある。そういう判断だ。

　しかしやっぱり、プロのモデルのようにはポーズも表情も決まらない。

　特に琴吹はクソザコメンタルなので、スマホを構えたカイの前で照れが残る残る。

（まあ、そこはご愛敬あいきようの範囲かな）

　撮った写真を二人で確認しながら、カイは思う。

　コスプレした琴吹はメチャクチャ可愛いし、ええやんけ。大正義やんけ。

　と。
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　その日は夕方、早めに帰宅した。

　布袋ほてい母はもっとゆっくりしていくよう勧めてくれたのだが、初めての、しかも異性のおうち訪問だったので気を使った。

　そして、帰宅してすぐにジュンへ電話をかけた。

「──という話なんだけど、コスプレしない？　三人で合わせしない？」

『する！』

　さすがジュンは二つ返事だった。

「じゃあ明日の放課後、琴吹ことぶきさんちに集まって作戦会議しようず。おばさんに採寸してもらわなきゃいけないし、どんなキャラやりたいかも早めに決めないとな。あちらさんも準備に時間かかるしな」


『う～～迷うな～～～っ。絞り込めるかな～～～っ』



「わかる。長年憧あこがれがある分、いざ本当にできるってなるとなあ」

『あれもこれもって欲張っちゃうよねえ』

「ただ、琴吹さんのおばさんが言うには、よっぽど手の込んだデザインの衣装じゃなければ、一日に二着は作れるんだってさ」

『マ!?　そんなに早く!?』

「何十万もするオーダースーツじゃあるまいし、それくらいできないと商売やってけないって笑ってた。おばさんもさすがプロだよなあ。しかも早い人はもっともっと早いってさ」

『プロかっこいい！』

「だよなあ。で、準備期間を二週間として、今現在受注してるお仕事もあるから、俺おれとジュンで五、六着ずつくらいかなって」

『充分すぎる！　感謝しかない！』

「ないな。後は……琴吹さんが既に衣装持ってるキャラと合わせられる方がいいし、青あお薔薇ばらの剣とか小物の用意が難しすぎるキャラは基本ダメ。ゴブスレさんとか鎧よろいガチガチのキャラも、もちろんなしな」

『ふんふん。鬘かつらは？　あれも手間がかかりそうだけど』

「琴吹さんのおじさんが会社で用意してくれるって。専門店があるし、カットも美容師さんにお願いできるんで、意外と時間かからないってさ。まあ金があってこそだけどな！」

『他人のお金でできるコスプレは至福！』

「下世話なこと言うのやめようぜ。真実だけど」

　──と、二人で相談した。




　なお、念のために保護者の同意をもらっておいて欲しいと、布袋母に頼まれていた。

　カイの両親は子どもの自主性を重んじる主義なので、快諾してくれた。

　ジュンのご両親（及びシスコンブラザーズ）も、度を越して過激なコスプレはしないこと、完成写真を確認させることを条件に、許可してくれた。

　さらに翌日、布袋家で琴吹も交えての打ち合わせ。プラス採寸。

　後は琴吹のご両親にコス作成等をお願いして、完成を待つだけだ。

　撮影会は六月八日（土）に決定され、約二週間をカイはワクワクしながらすごした。

　もちろん、ただボケっとしていたわけではない。

　コスプレをするなら、男でもメイクを施した方がいい。しかし、カイは化粧なんてまるで縁のない人生を送ってきたので、ジュンに手ほどきしてもらって練習した。

　逆にジュンは地毛が長いため、鬘をかぶるには後頭部で結って、ヘアピンでしっかり纏まとめないといけない。それを自分でやるのは難しいので、カイが代わりにする練習もみっちり。

（まさかこの俺が、女の子の髪をセットしてあげる日が来るなんてなあ）

　サラサラで良い匂においのするジュンの髪をいじりながら、何度も感慨を覚えた。

　人生、何が起こるかわからない。




　そして、当日。

　ジュンと一緒に意気揚々、午前九時に布袋家へ集合した。

　そこから撮影場所へ、布袋母が車で送迎してくれる。

「うちの親戚が去年まで住んでて、今は使ってない空き家があるのよ。そこなら気兼ねなく着替えも撮影もできるでしょ？　和室も洋室もあるし、庭も広いし、背景にも困らないわ」

「何から何まですみません」

「あざーっす！」

　車の後部座席でジュンと二人、運転席へ頭を下げる。

　都内にはレイヤー向けのレンタルスタジオもあったのだが、ネットで調べたら（高校生には）恐ろしく高かった。皆でワリカンしたとしても、二時間借りるのもきつかった。

　しかし、空き家を貸してもらえるおかげでタダである。

「こっちこそ旦那の仕事を手伝ってもらって、ありがとうだわ」

　布袋母はなんのなんのと快活に笑った。

「それと、後で使い心地も教えてもらえる？　コスプレ事業が上手うまくいったら、そこをリフォームしてレンタルスタジオにするのもいいかなって話も出てるの」

　さすが商魂逞たくましかった。




　件くだんの空き家は、坂田さかた市郊外の山中にある一軒家だった。

　というか、ちょっとしたお屋敷だった。

「まあでも築五十年だっけ？　いい加減、古いしね。街から遠いしね。だから住んでた親戚も、駅前の新築マンションに引っ越しちゃったのよ」

　一族所有の物件であり、もう誰も住居として使う予定はないから、好きに暴れてくれてもいいと、布袋母が笑いながら言った。

　遠慮なくお言葉に甘えることにした。

「じゃ、私はお店あるから。終わったら電話頂戴ね」

　布袋母が運転席から手を振り、帰っていく。

　カイたちはトランクから降ろしておいたキャリーバッグを引いて、お屋敷にお邪魔する。

　琴吹が鍵かぎを開けて入った玄関の、まあ広いこと。

　最初はちょっと探検気分で、あちこちを見せてもらう。

　純和風の平屋の横に二階建ての洋間を増築した家屋で、全部でいったい何部屋あるのか数える気にもならなかった。

　電気も水道も昨日のうちに布袋父が通していてくれたので、不便もない。

　それに古い家具は置きっ放しになっていて──琴吹の部屋にもあったような──大きな姿見付きの化粧台を二か所で発見した。

　男女でわかれて、そこで着替えようという話になった。

「あでも、先にジュンの頭を結っとくか」

「よろー」

　一度後ろで纏めておけば、次のキャラに扮ふんするたびに鬘を取り換えるだけですむ。

　カイが気づいて提案し、ジュンが気楽に応じる。

　だがその瞬間──琴吹の瞳ひとみの奥で何かがメラッと燃えた。

「わたしの髪も結っていただいてよいですか、先輩？」

「それは構いませんが……琴吹さんはてっきり一人でできるものかと」

　何しろ先々週の琴吹さん宅初撮影会では、次から次へとコスプレする彼女が、見事な手際てぎわで髪型を変えていたほどだ。

「いいえ。普段は全て母にやってもらっておりますので」

「えっ」

「全て母にやってもらっておりますので」

「そうだよ、カイー。普段から慣れた結い方とかじゃなかったら、自分でやるのってけっこう難しいんだよー」

「じゃあまあそういうことでいいです」

　まずジュンの髪を後ろで纏めてヘアピンで固め、次いで琴吹の漆のように美しく長い髪に、遠慮しながら触れた。

　ジュンに負けず劣らずサラサラで、良い匂いがした。

　琴吹の表情もうれしげに見えた。




　二人のヘアセットが終わって、カイは別室に移って着替える。

　先に、ジュンから仕込まれたナチュラルメイクを、ばっちりキメる。

　ただ何度やっても違和感を覚えるというか、鏡に映る化粧中の自分の姿がどこか自分のものとは思えないというか。

　せっかくコスプレという贅沢ぜいたくな遊びをするのだから、これくらい非日常感があった方が醍醐味だいごみとも言えるかもしれないけれど。

　ジュンたちは付け睫毛まつげやカラーコンタクトまで使うと言っていた。

　カイはそこまではするつもりはない。

　というかコンタクトをしたことがないので、目に何かを入れるというのが恐い。

　化粧が終わると、いよいよ衣装に袖そでを通す。

　最初は「ダンまち」のコス合わせからだ。

　白いズボンに濃い茶のブーツを穿はいて、着物のようで着物ではない（裾すそがスカートっぽく広がっている）黒い上着を羽織る。青いスカーフを首に巻き、赤い鬘をかぶって完成。

　主人公のベル君──ではなく敢あえて、その相棒である鍛冶屋かじやヴェルフのコスだ。

　ベル君は好きです。でもヴェルフはもっと好きです。

　ワイルド且かついぶし銀の魅力があるんです。ヘファイストスとの関係性も尊いんです。

　鏡に映る自分の姿をドキドキしながら確認。

「う、うーん……。どう見ても七五三だな。ワイルドでもいぶし銀でもないな」

　まあ、大事なのは気分だ！　楽しむ気持ちだ！

　元より自分の容姿に自信などない!!

　今日一日、ジュンや琴吹と見比べてショゲることだけはやめようと、固く誓うカイ。

　集合場所である、洋間の方のリビングに向かう。

　十二帖じゆうにじようの広さがある上に、シャンデリア風の蛍光灯けいこうとうを除いて家具の一切いつさいが残っておらず、洋風キャラの撮影には持って来いの部屋だ。

　一番乗りはカイだった。

　やはり女の身だしなみは時間がかかるものらしい。

　誰も見ていないうちに、ヴェルフのアニキになりきってポーズをキメたり、【ウィル・オ・ウィスプ】の魔法を放つ真似まねをしたり、「【燃えつきろ、外法の業】」と呪文じゆもんを詠唱えいしようしたり、我ながらもうノリノリである。

　ヴェルフといえばバカデッカい剣が象徴的なのだが、さすがに用意するのは難しかった。素手で我慢した。むしろ【ウィル・オ・ウィスプ】でベル君をフォローするシーンを夢想して、再現して酔い痴しれた。

　でも人がやってくる気配がしたので、サッとやめた。

「お待たせしました、先輩」

「あれ、ジュンは？」

「まだ着替えに手間取っておられます。お手伝いしようかと思ったのですが、先に行くように言われました」

　なるほどコスプレ初挑戦のジュンよりは、琴吹の方が手際でも一日いちじつの長ちようがあるか。

　ちなみに琴吹の衣装は、先々週にも見たヘスティアのもの。

　しかし、何度見ても可愛かわいい。

　パッド四枚入った胸は今日も盛り盛りで、青い紐ひもが映えている。

　そんなことを考えていると、

「着心地などは如何いかがですか、先輩？」

「あ、とてもいいです。それに動きやすいです」

「でしたら、よかったです。スピード重視で仕立てたのと、どうせ普段着ではないからと、縫製を雑にしてしまったと母が白状していたもので」

「これで？　充分すぎます」

　さすがはプロの仕立て屋さんだ。

「それに──」

「それに、なんでしょうか。琴吹さん」

　何かを言いかけ、しかし続く言葉が出てこない様子の琴吹に、カイは首を傾かしげる。

　琴吹は目を泳がせながら、つっかえつっかえ言った。

「と、と、と、とて、とてもっ、よくお似合いかとっ」

「あ……はは……。ありがとうございます」

　せっかくコスプレしたのだ。お世辞でもうれしい。

　それにひどく面映ゆい。

「ど、どういたしまして……」

　褒ほめてくれた琴吹の方まで、真まっ赤かになってる。

（いや、これ気まずいっしょ！）

　こんな現場、もしジュンに踏み込まれたら恥死する。

　なんとかして空気を換えねば。

「じゃあ、ライティングの調子もつかみたいですし、試し撮りしましょうか」

　カイはまるで一端のカメラマンのような口を利きく。

　半分は場を和ませるジョーク。もう半分はコスプレの延長のなりきりだ。

　実際はそんな技術も知識もない。

　自分のスマホを琴吹に向けて構えて、テキトーにパシャパシャ撮る。

「モデルさん硬いよー。もっと胸張ってー」

「か、からかわないでくださいっ」

　琴吹はそう言うが実際、硬かった。

　照れが先に来るのだろう。背筋も縮こまってるし、ヘスティアコスの売りといえば大胆に露出された胸の谷間なのに（個人の感想です）腕で隠してしまっている。

　自前じゃない偽乳パツドなのに、見られるのはやっぱ恥ずかしいもん？　と疑問に思ったが、確認する度胸はもちろんなかった。

　ダンまちのヘスティアといえば元気潑溂はつらつ、泰然自若たいぜんじじやくなキャラだが、その点で琴吹は全まつたくなりきれてない。それは前回もそう。

（まあ、別にいいよな。お遊びで無理するもんじゃない）

　カイは気にせず撮りまくる。画像データは後でクラウド共有する。




　そうこうしているうちにジュンも到着。

　特徴的な緑の頭巾付きマントの下は、体のラインにぴったりした白のノースリーブシャツに、緑の長手袋とロングブーツと──ブルマっぽい何か。

　ワケありエルフのリューさんコスチュームだった。

「お待たせー！　撮ろー！」

　元気に小走りでやってくると、ジャストフィットした薄手のシャツだから、胸元むなもとがぼいんぼいん揺れる。琴吹の目が尖とがる。

　リューさんはエルフ（のオタ的一般イメージ）のわりには胸があるキャラだが、ジュンのそれはちょっと大きすぎるかもしれない。

　なるほど琴吹さんの仰おつしやる通り、盛るのは簡単だが削るのは難しい。

「てかねー、お父さんから秘密兵器を借りてきたんだー」

　とジュンが誇らしげに持ってきたのは、一眼レフのデジカメだった。

「大丈夫ですか、御屋川みやかわ先輩？　それ、とてもお高いのでは？」

「丁重な扱い方とか知らんぞ、俺」

「へーきへーき。うちのお父さん、ろくに使わないうちに次々と買い替えるから、家に余りまくってるの。お母さんが『ムカつくしいい気味だから、ぶっ壊すつもりで使っていいよ』って」

「んなメチャクチャな……」

「一眼レフもピンキリあると聞きますし、そんなにお高くないものなんですかね？」

　カイと琴吹は勝手にそう納得した。

　後でメチャクチャ高価なカメラ（六桁けた！）だと知り、「ジュンのお父さんってば何者……？」と戦慄せんりつすることになるのだが、また別の物語である。

「じゃあまあ、ありがたく使わせてもらうとして、ジュンから撮るかー」

「えへへー、なんか緊張するねー」

　ジュンはそう言いつつ、とびきりの笑顔でピースする。

　大好きなリューさんと同じ格好になれて、よほどうれしいのだろう。

　その笑顔をパシャー。

「どうどう？　上手く撮れた？」

「……いや」

　写真をすぐ確認できるのがデジカメのよさだ。

　カイは隠さず、めちゃくちゃピンボケしたジュンの笑顔を見せる。

「……こんなのリューさんじゃない」

「一眼レフだと、ピントを調節しないと上手に撮れないらしいですよ。どこかにツマミがあるはずです」

「えっ、そういうもんなの、ほてーちゃん!?」

「その分、慣れれば趣おもむきのある写真が自在に撮れるそうですが。初心者の場合、スマホのカメラの方が勝手に綺麗きれいに撮ってくれますよ」

「……知らなかった。……そんなの」

　一眼レフは丁重に仕舞うことにした。




　気を取り直して、カイのスマホでジュンを撮り直す。

　いつも潑溂としていて、落ち込んでも切り替えが早いのがジュンの美点だ。

「どうどう？　リューさん可愛い？　可愛い？」

「あー、可愛い可愛い」

　笑顔でピースするリューさんを撮りながら、カイは忌憚きたんなく褒める。

　ジュンが調子に乗って、手を猫のような形にする。ＯＶＡでもなければリューさんが絶対しなさそうな、オリジナルポーズをキメる。

「可愛いのは間違いないんだけどさー」

　何せ素材がジュンだし。しかもヤスダスズヒト神のデザインした衣装だし。

　緑ブルマ（？）だし。

「ちゃんとリューさんやれや。クールビューティーになれや。リューさんのイメージ壊すなや」

「えー、ムリムリ。うれしすぎて頰ほおが緩んじゃう。頰筋崩壊しちゃう」

「おまえなあ……」

　デレデレしてるリューさんなんか見とうなか──いや、これはこれでアリか？

　別物の良さがあると割り切れば、おっぱいパワーアップもアリか？

　ガチファンに怒られてもいいか？

　永遠に解けない難問に心悩まされつつ、シャッターボタンを押しまくるカイ。

　すると、

「先輩、そろそろわたしの写真も撮っていただけますか──可愛く」

　瞳の奥で何かをメラッと燃やした琴吹が要求した。

「じゃあ、あたしと合わせで撮ろうよ、ほてーちゃん！」

「申し訳ありません。まずは納得いくまでピンで撮ります──可愛く」

　可愛いにえらくこだわってますね……。

　琴吹が静かに放つプレッシャーに気圧けおされるものを感じつつ、黙って従うカイ。

　スマホカメラを向けると──さっきとは別人の如ごとく打って変わって──琴吹が元気潑溂とした表情で、ヘスティアらしい親指立てポーズをキメる。

　大胆に開いた胸元（偽乳）ももう隠すどころか、デーンと張ってアピールする。

「お。いいですね」

「可愛いですか？」

「とても可愛いです。これは女神です」

　カイもノリノリでシャッターボタンを押す。

　それで琴吹も気をよくしたのか、ジュンとの合わせにも応じてツーショット写真を撮る。

　琴吹がしっかりヘスティア化した分、同じくらい元気っ娘こなリューさんの違和感がよけいに強調されてしまったががが。




　それからカイもヴェルフ姿を写真に撮ってもらう。

　せめてポーズはかっこよくキメるぞ！　と事前に意気込んでいたのだが、いざカメラを向けられると緊張するし、気恥ずかしい。ようやく琴吹の心情がわかる。

　それでもジュンみたいな原作イメージを覆くつがえす真似だけは慎つつしんで、ぼちぼち納得の写真が撮れた。宣伝サイトのにぎやかしには充分だろう。

　もちろん、ジュンや琴吹とも順番に合わせる。

「ほら、カイ！　ピース、ピース！　うぇーい」

「ヴェルフのアニキはピースなんかしねえよ！」

「いいからピースだってば！　ノリ悪いなあもう」

「この場合、ノリが悪いのは厳密にはジュンの方だろ！」

　文句を言いつつも、ジュンの勢いに流されるカイ。

　憮然ぶぜん顔でピースするヴェルフと、これでもかという笑顔でピースするリューさんという、原作イメージを木端こつぱ微塵みじんに破壊したひっでーコスプレ写真の出来上がりだ。

　これはファンの怒りが恐くて宣伝に使えない。

　次いで、琴吹とのツーショット写真を撮ってもらったのだが──

「……ちょっと近くないですか、ヘスティア様？」

「何を言っているんだい、ヴェルフ君。ボクは眷属フアミリアを大事にする神なんだ、これくらいの距離感は親愛の表れってもんさ！」

「口調だけ似せてもヘスティアはそんなこと言わないっ」

「わ、わたしの中では言うんですっ」

「このパチモンめ！」

「妖精ようせい君とはあんなに近かったのに、ボクとは嫌だって言うのかいヴェルフ君は！」

「オイやめろヴェルフニキを女誑たらしキャラにするな」

　──と、取りすがる琴吹を相手に言い合っているところを、ジュンに面白おもしろがって激写されるという、ひっでーコスプレ写真の出来上がりだ。

　これもファンの怒りが恐くて宣伝に使えない。




　最後に、三人で記念的な意味合いの集合写真を撮る。

　自撮りしつつフレーム内に収めるため、カイを中心に二人がこれでもかとくっついてくる。

　それは仕方ない。

　意識すると心臓が破裂するので、なるべく心を無にしていたのだが、出来上がった写真を見て愕然がくぜんとなる。現実を客観的に突きつけられる。

　リューさんジュンは無意識だったろうが、カイに寄りそう体勢が如何いかにももう「おっぱい当ててんのよ」状態だった。

　それでヘスティア琴吹がムキになり、ドサクサに紛まぎれてカイの腕に両腕をからめていた。

（俺が主人公ベルくんのコスだったらよかったんだけど……）

　現実はヴェルフである。

　おかげでＮＴＲ感バリバリのひどい写真になってしまった。

　これもファンの怒りが恐くて宣伝に使えない。

　著者・大森おおもり藤ノふじの先生の怒りも恐くて使えない。





◇◆◇






　お色直しをして二回戦、「デアラ」のコス合わせ。

　しかし、耶倶矢かぐやの衣装を着てきたジュンを見て、カイはびっくり。

　ボンテージファッションというか、上半身はベルトで際きわどい部分を隠しただけの、露出度甚だしいキャラなのだが──

「肌色のインナー着るってルール決めたろ、ジュン！　ホントに露出したらアウトだろ！」

「ええー、別にいいじゃーん」

　一個もよくねえよ。生肌も生乳（一部）も見えてるよ。

「誰が見てるわけでもないしー。肌色インナーなんて野暮やぼいしー」

「男おれがいるだろ！」

「こんなん水着みたいなもんでしょー？　カイ相手に今さらでしょー？」

　確かに去年の夏に、水着姿を拝ませてもらったけれども！

「そのまま写真撮ったら、俺が王子先生プリＴに殺されるからダメ！」

「バレない、バレない」

「スマホの解像度舐なめんな！」

　あと琴吹さんの瞳がずっとメラメラしてるからダメ！







　三回戦、「アポクリファ」のコス合わせ。

　ここでは琴吹が男装コスプレに挑戦した。

　伊達だて眼鏡めがねをかけ、白地に金ラインの入ったシャツを着て、推しのカウレスに扮した。

（肩パッド入れるだけで、おっぱいほとんど潰つぶさなくていいのは利点だなー。コスプレじゃマジ貧乳はステータスだなー）

　なーんて思っていても、おくびにも態度に出さないカイ。

　一方、琴吹はカウレスらしい、「ちょっと頼りない眼鏡男子キャラ」の表情や仕種しぐさも表現しようと試行錯誤する。

　が、やはり演技に慣れてないので上手くいかない。

「頼りない男子」というより「メス顔の男子」になってしまう。

　それを見たジュンは大興奮。

「ヤバイッッッ♥♥♥　あたし何かに目覚めそうヤバイヤバイヤバイヤバイヤバイヤバイヤバイヤバイヤバイヤバイヤバイヤバイヤバイ……♥♥♥♥♥」

　可哀想かわいそうに、言語野が破壊されてしまったようだ。

　さらにシロウ・コトミネ扮するカイと琴吹の合わせを、ジュンが撮影するターンに入ると、

「あたし、腐女子属性はないんだけどこれはイケる！　尊死する！　ヤバイヤバイヤバイ──」

「やめてください！　カウレスとシロウのカップリングとかあり得ません！」

　実は嗜好しこうの一部が腐っている琴吹が、これには猛抗議を入れる。

「カウレスの相手はロード・エルメロイⅡ世と決まってるんです！」

　きっと強いこだわりがあるんだろうな。

　恐いから近づかんとこ。







　続く四回戦の合わせも終わったところで、十四時を回っていたことに気づいた。

　昼食を摂とることにし、各自が持ち寄った弁当を広げ、シェアした。

　三人とも早く次のコスがしたくてウズウズで、ペースよく平らげる。

　そして五回戦、「鬼滅きめつ」の合わせ。

　男女にわかれて着替え、カイは炭治郎たんじろうに扮する。

　詰襟つめえりの上着に裁着袴たつつけばかま。さらに市松いちまつ模様の着物を羽織る。

　模造刀は安いオモチャがどこでも買えるので、会社の経費で用意してもらった。

　トレードマークとも言える額の痣あざは、特殊メイクする技術がなかったので無念のスルー。後から画像を加工し、不自然なく痣の模様をペーストできるか試すつもりではいる。

「けどまー……七五三やなあ」

　鏡に映る自分の、カッコイイ服に着られている姿を見て、ぼやく。

　これも後でいい具合に画像加工できないかな？　五割増しくらいオトコマエにできないかな？

　などと戯言たわごとを考えつつ、集合場所へ移動。

　作品雰囲気に合わせ、和室に変更した。裏庭に面していて、縁側もある。

　カイが一番乗りで、鎧戸よろいどを開放して二人を待つ。
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　誰の目もないうちに、水の呼吸ごっこに酔い痴れる。

　でもすぐに人の気配がして、サッとやめる。

「お待たせしました、先輩」

「先に水の呼吸ごっこしてればよかったのにー」

「す、するわけないだろ一人でっ」

　一緒にやってきた二人に、裏返った声で返事する。

　しのぶさんに扮した琴吹は、隊服である詰襟の上着に裁着袴。アゲハ蝶ちようの形をした髪飾りに、同じくアゲハ模様の羽織というコス。

　甘露寺かんろじさんに扮したジュンは、設定通りの極ミニワンピースに改造された隊服に、ハイソックスというコス。特に、ヘスティアに負けず劣らず大胆に開いた胸元が、ジュンのボリューミィなバストによく合っている。う～ん、パッド要らず。今度こそ肌色のインナーを下に着ているが、そうとわかっていても視線が「そこ」へ釘付くぎづけになってしまう。

「……先輩？」

　カイの視線の行く手に気づいた琴吹に、白い目を向けられたので慌あわてて自重。

「じゃあ、どっちから撮る？」

　乾いた笑顔で取り繕つくろいつつ、確認をとる。

　これまで四回戦とも、まずはジュンか琴吹のピン写真を撮って、それからカイの写真を撮ったりローテーションで合わせの写真を撮るという流れだった。

　ところがこの五回戦、

「最初にあたしたちの合わせを撮ってよ！」

「お願いします」

　ジュンが親密げに琴吹へ寄り添い、琴吹もいつもみたいに嫌がったりはせず、言い出した。

　どういう風の吹き回しか？

　怪訝けげんに思えど、カイに断る理由はない。

　スマホのカメラを向けると、二人が近い距離間のままポーズをとる。

「おっ」

　と思わず感嘆かんたんの声を出すカイ。

　カメラ越しに見る二人の姿が、なんとも絵になっていたのだ。

　五回戦に入り、琴吹もノッて来たのだろうか。

　しのぶさんの優しくも厳しく、明るくもどこかアンニュイで、オトナの余裕と危うい本性を同居させた、味のある雰囲気をよく醸かもし出せていた。おまえモデルさんかよと唸うならされた。

　一方、ジュンはもっと化けた。

　これまではリューさんのコスをしても、耶倶矢のコスをしても、アタランテ姐さんのコスをしても全部、ジュンだったのに。バカの一つ覚えでピースピースしてたのに。

　ポーズも表情もしっかり甘露寺さんになっていた。

　もともとジュンが演じやすいキャラだというのはあるだろう。甘露寺さんも屈託くつたくがなくて潑溂としているし、おっちょこちょいなところがご愛敬あいきようだし。

「二人ともイイゾ～」

　カイは夢中になってシャッターボタンを押しまくった。

　二人を褒めちぎる言葉が自然と口を衝ついて出て、もっと表情くれ、ポーズくれ、目線くれと要求しまくった。

　ジュンと琴吹もますます楽しげで、輝いていた。

　これまでの四回戦とは、明らかに様子が違っていた──







　時間は少し遡る。

　昼食の後、「鬼滅」コスのために女子組が着替えている、その部屋のことだ。

　姿見は一つきりなので、順番に使っていた。

　ジュンがはちきれんばかりの乳房を、大胆に胸元の開いた衣装へ収めるのに（しかも綺麗に見えるように）四苦八苦ぼいんぼいんしていた。

　今日の合わせのため、琴吹も原作マンガをありがたく借りて、履修した。

　だから、絶賛放送中のアニメではまだ未登場の、甘露寺さんのことだって把握していた。

　ネットでファンイラストを見かけない日がない人気キャラだったが、しごく納得のチャーミングさだった。

　そして悔しいことに、ジュンにお似合いのキャラだとも思った。

　自分が甘露寺さんのコスをしたら、乳パッドがいったい何枚必要だろうか？

　それを自前で賄まかなえてしまうジュンが、羨うらやましくないと言えば噓うそになる。

　そして仕舞いには、

（コスプレするならスレンダーな方が絶対にいいけど、男の人にモテたいならおっきい方が絶対いいよねえ。どうせねえ。カイさんだってねえ）

　などと恨み節になってしまう。

　目つきまで恨みがましいものになってジトッと見ていると──その様が鏡に映って、ジュンがこっちに気づく。

　勢いよく琴吹へ振り返り、両手で下から支えた乳房を自己主張ぼいんぼいんしながら、

「揉もむ？」

「そんな趣味はないですっ」

　あとナニそのイイ笑顔。

「先輩だからって遠慮しなくていいよ？　あたしの友達みんな仲良くなると、揉ませてって好奇心で一回は言ってくるし」

「婉曲えんきよくなご自慢、ありがとうございます」

　琴吹はツンとそっぽを向く。

　するとジュンがすかさず、

「安心しなよー。ほてーちゃんもこれくらいすぐ大きくなるから。来年には育ってるから」

「本当ですか絶対ですかわたしの目を見て言えますか？」

　琴吹はカチンとなって、またすぐジュンに向き直ってギンとにらみつける。

「あ、ほてーちゃんがこっち向いてくれたー」

「……くっ」

　それが魂胆だったか。これがリア充のトークスキルか。

　歳としも一個しか違わないのに、手玉にとられて悔しい。

　ジュンはどこか大人びた笑顔のまま、

「あたしねー、ほてーちゃんにお礼言わないといけないんだー」

「は？　いったいなんですか、いきなり」

　尖った声で訊きくと、ジュンはまだ乳房を手慰みぼいんぼいんしながら、

「あたしもオタだしね。コスプレは憧れだったしね。社会人になっていっぱい稼げるようになったら、いっぱいやろうって決めてたんだけど。ほてーちゃんのおかげで、こんなに早く念願叶かなっちゃった」

「ああ……そんなことですか。お礼なんて必要ないですよ、お互い様ウイン─ウインですから」

「そんなことあるの！　あたしなんて楽しみすぎて昨日はろくに寝られなかったし、楽しすぎて今日はもう羽目外しすぎちゃってるもん！」

「それはけっこうなことですね」

　羽目を外しすぎなのはいつものことでは？　と内心で憎まれ口を叩たたく琴吹。

　そんな塩対応を続けていると──

　ジュンがふと、しんみりした顔つきになって、




「ほてーちゃんはあたしと合わせて、楽しくない？」




　こっちの胸が締めつけられるかと思うような、寂さびしげな声で訊いてきた。

　琴吹はギクリとして、ジュンの顔色を窺うかがう。

　哀しげな目つきをしていた。

　でも、捨てられた猫のようというのとは違う。逆。死体を絶対に飼い主に見せない、成熟した猫の気概に近い。

　ジュンは本質的に琴吹を必要としていない。その上で琴吹と仲良くなりたいと思っている。でも琴吹が本気で嫌がるなら、黙って消えようと思っている。

　ジュンは寂しい我が身を哀しんでいるのでは決してなく、あくまで琴吹を気遣っている。

　そういう目つきだ。

　これがもし演技なら、まさに千両役者である。

　しかし違うだろう。ジュンはそこまで裏表のある人物には見えない。

　だから、こっちの胸まで締めつけられる。

　この質問には、本音で応こたえなければならない。

　いつまでも子どもでいられない。

　琴吹はツンと澄まし顔で答えた。




「別に楽しくないなんて、言ってないじゃないですか」




　琴吹にとってコスプレは、ずっと一人でやる趣味だった。

　母親が衣装は作ってくれるし、写真に撮って記録に残してはくれる。

　でも、やっぱり一人遊びという気分が拭ぬぐえなかった。

　誰かと合わせをするのがずっと憧れで、でもコスプレが趣味だと友人に打ち明けられないほど臆病だった。

　それが今日、念願叶ったのだ。

　楽しくないわけがない。

　でも豆腐メンタルなので、素直じゃない生意気口になってしまった。

　心情を吐露するのが恥ずかしすぎて、白目を剝むいてしまっていた。

　こんなの笑われても仕方がない。

　実際、ジュンも笑顔になる。

　ただし嘲あざけり〇ゼロの、うれしさ百パースマイルだ。

「よかった！　じゃあね、じゃあね、ほてーちゃんに提案があるんだけど」

「き、聞きましょう」

「そろそろ本気でコスしない？」

「御屋川先輩がそれ言います!?」

「羽目外しすぎたって言ったじゃーん。でも、そろそろちゃんとコスプレに向き合いたくなってきた。次のステージに進みたいって思う。というかカイがさっきから『そんなんリューさんじゃねえ』とか『耶倶矢じゃねえ』とかいちいちうるさくてムカつくから見返してやりたい」

「中村なかむら先輩ですしねえ」

「ね、性格が細かいよね。文句ばっか言って、あたしらのコス見てデレデレのくせにね」

「……中村先輩ですしねえ」

「だから次こそちゃんと、甘露寺さんとしのぶさんをやろうよ。最初から合わせしようよ」

　そうしたら、もっともっと楽しい。

　ずっとずっと一緒に楽しめる。

　ジュンが一番言いたいことが、伝わってくる。

　だから琴吹もジュンの目を見て、そっとうなずいた。

　言葉はなくとも、一番言いたいことは伝わるはずだった。

「よっし！　じゃー気合入れてコスしないとねえ」

　ジュンが鏡に向き直り、最適の乳ポジションを模索して四苦八苦ぼいんぼいんする。

「中村先輩の炭治郎に負けてたら、始めからお話にならないですしね」

「いやー、どーせカイは七五三になるのがオチっしょ」

「そんなことないですよ。ヴェルフだって決まってましたよ」

「ほてーちゃん、脳外科行く？」

「せめて眼科でお願いします」




　──と。

　そんないきさつがあったのだ。

　琴吹はよりしのぶさんらしく、ジュンはより甘露寺さんらしく、なりきったコスチュームプレイにトライする。

　いや、そんな求道的な話ではない。

　好きなキャラに「ごっこ」とはいえ同化するのだ。

　これが楽しくないはずがない。

　琴吹たちの熱に当てられたのか、カイもまた今日一番ののめり込みようでシャッターボタンを押しまくっていた。

「ヤバイヤバイヤバイ二人ともヤバイ！　表情がヤバイ。ポーズもヤバイ。似合いすぎててヤバイ。最高に可愛くてヤバイ。とにかくヤバイ。全部ヤバイ。ヤバイヤバイヤバイヤバイ──」

　言語野が破壊されていた。

　その姿を見たジュンが、ちらりとアイコンタクトを送ってくる。

（こいつチョロいぞ）

　琴吹もちらりとアイコンタクトを返す。

（中村先輩ですしねえ）

　まるで示し合わせたように同時に、二人で噴き出す。

　しばし、収まらなくなる。

　素に戻っても──しのぶさんと甘露寺さんじゃなくなっても、ともに笑い合ったのだ。
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　その後も六回戦、七回戦とコスプレを楽しんだ。

　布袋ほてい母は頑張ってくれて、当初の予定より多い一人七着を用意してくれていた。

　心ゆくまで堪能たんのうして、宣伝素材の撮り高もこれでもかと確保できて、撤収するころには夕方になっていた。本当に一日遊び倒してしまった。

　布袋母に迎えに来てもらった後も、三人でファミレスに行き、打ち上げ兼夕食にした。

　アルコールも入ってないのに、超盛り上がった。談笑しまくった。「カイがずっと耶倶矢かぐやの胸元むなもとをチラチラ見ていた」とか「ずっと甘露寺かんろじさんの胸元をチラ見していた」とか「ずっとシオンの胸元を盗み見していた」とか話題は尽きなかった。

　正直、反省した。

　帰宅してもまだ興奮していて、なかなか寝付けなかった。

　しかし、全身に広がる心地よい疲労が、徐々にまどろみの世界にいざなってくれた。

　翌日は日曜だし、そのまま昼まで眠れたら最高だった。

　が、そうもいかなかった。生憎あいにくと朝一からバイトが入っていた。

　琴吹ことぶきと同シフトで、一緒に真面目まじめに働いた。

　昨日の疲れが残っているからと、そんな言い訳ができるはずがない。




　そして、昼の休憩時間。

　カイは琴吹と連れ立って、歩いて五分のところにある穴場の大衆食堂「みつば」へ向かう。

　今朝けさ、ＬＩＮＥで琴吹から誘われていたのだ。

「昨日はお疲れさまでした、先輩」

「いえいえ、琴吹さんこそ」

「生き生きとした素晴らしい写真ばかりだと、父も母も大変喜んでおりました」

「それはよかったです。スポンサーに喜んでいただくのは重要ですからね」

「ふふ、そうですね。もっとも、まだ写真の厳選作業が残っていますが」

「私も手伝います。なにしろ数が膨大ですから」

「ぜひお願いします、先輩」

「お願いされます。それもきっと楽しい作業のはずですしね」

　表通りから一本裏へ、斜めに入った狭い街路を、二人で並んで歩く。

　道すがらの雑談。

　琴吹の歩調に合わせた、ゆっくり目のペース。

「先輩。お願いついでにもう一つ──折り入ってお話があるのですが」

　身長差ゆえの上目遣うわめづかいになって、琴吹が切り出した。

　なるほど「ビーバー」の休憩室ではできない話か。「みつば」に誘ってくれたのは、カイを連れ出すのが主目的か。

　背筋を正し、

「伺いましょう」

「昨日は本当に楽しかったです。本当に」

「それが……折り入っての話ですか？」

「最後まで聞いてください。──先日、御屋川みやかわ先輩と三人でゲームをしましたよね？　あの日だって決して楽しくなかったわけじゃないんですよ？　ただ……正直に申し上げると、気疲れもしました。先輩たちが悪いんじゃないです。むしろ、わたしに気遣ってくださって申し訳ないくらいで……。根本的にわたしはゲームが好きではないのでしょうね」

「仕方ありません。好き好きは人それぞれですしね」

　残念な気はするけれど、趣味嗜好しこうは他人に押し付けるものではない。

「だから、三人でまたコスプレしませんか？　できれば月一くらいでやれればいいなと。母もコス衣装を作り甲斐がいがあると、張り切っています」

「願ってもないことです。ジュンもきっと喜ぶと思います」

「他ほかにもアニメの観賞会とかやりたいです。映画も観に行きたいですね。プロメア、大評判ですよ？」

「それも、ジュンも一緒で構わないのですか？」

「はい。むしろ一緒でないと寂さびしいです」

　どういう風の吹き回しだろうかと、カイは目をしばたたかせる。

「そのままの意味です。もう何も企たくらんでなんかいません」

「以前は企んでいたかのような仰おつしやりようですね」

「失言でした」

　琴吹が可愛かわいらしく舌を出す。

　このナンチャッテ小悪魔め。

「御屋川先輩はとても面白おもしろい方です。一緒にいて楽しい方です」

「そうでしょう、そうでしょう」

「だから、先輩の気持ちがとてもよく理解できました」

「と、仰いますと？」

「背伸びしてデートするより、気兼ねなく遊んだ方が楽しいです。恋人より友人の方が大切です。わたしもまだまだオコサマだったということです」

　そこで一度、言葉を切る。

　だから、とつなげる。

　琴吹がなんと言い出すか、カイは半なかば予想がつきながらも、耳を傾ける。

　果たして、琴吹はきっぱりと言った。




「カイさんの恋人にはなれません。なので、友達から始めませんか？」




　思った通りの台詞せりふだった。

「えっ。今、俺おれの方がフラれました？」

　カイはおどけてみせる。

　それから堪たまらず噴き出すと、

「しかし、笑えるくらい使い古された断り文句ですね」

「し、仕方ないです。他に言いようがないんです。先人が使い続けたということは、それだけ真理を含んだ言葉だということです」

「違いありません」

　もう一度、カイは快活に笑った。

　まさに胸がすくような気分だった。

　昼は定食を大盛で食べることに決め、「みつば」へ続く人気ひとけのない狭い街路がいつもより明るく感じられさえした。

　と──

　いきなり、琴吹がこっちの右手をとってきて、二人でおててをつないで歩く格好になる。

　ぎょっとなって琴吹の顔を窺うかがうカイ。

　ところが琴吹はぬけぬけと前を向いたまま、知らんぷりを決め込む。

　どころか、指と指をねっとりからめるような、いわゆる「恋人つなぎ」にいけしゃあしゃあとつなぎ直す。

「これはなんの真似まねですか、琴吹さん？」

　仕方なくカイは、言葉にして問い質す。

　目なんかもう半眼だ。

　しかし琴吹はあくまで前を向いたまま、しれっと答えた。

「友達として、手をつないで歩いているだけですが何か？」

「これが友達として!?」

「はい。御屋川先輩ともよくしてらっしゃるのでしょう？　聞きましたよ？」

「ジュンと手をつないで歩いたことなんかありません！」

「では、友達として他の行為をなさったことは？」


「…………」


















「他の行為をなさったことは？」

「ジュンと手をつないで歩いたことはありませんが、別に友達同士ならこれくらい普通かもしれませんね」

「そうでしょうとも」

　小生意気な後輩が、勝ち誇ったように言った。

　カイは何も反論できなかった。

　琴吹の掌てのひらはすべすべで、しっかりからんでくる指はほっそりとしていた。女の子していた。

　自分の右手に広がるその感触がもう堪らなくて、琴吹と目を合わせていられなかった。

　そう──

　いつもと逆で自分の方が、琴吹の顔を見られなかったのだ。











あとがき















　皆様、お久しぶりです。あわむら赤光あかみつです。

　この２巻もお手にとっていただき、誠にありがとうございます。




　そして、とんでもないご時世になってしまいましたね……。

　このコロナ禍かの中でも、皆様が健康面でも精神面でも経済面でも恙つつがなくお過ごしくださることを、心から祈っております。

　僕にも不幸が訪れないように、皆様にそっと祈っていただけますと、こんなにうれしいことはございません。




　今回は敢えて多くは語らず、この辺りで謝辞に参ります。

　まずはホラー映画にビビってる姿も可愛い豆腐メンタル琴吹ことぶきさんを、最高に可愛く描いてくださいました、イラストレーターのｍｍｕ様。澄まし顔が超美人なキャラデザインの琴吹さんの、こんな表情になるギャップがたまんねーです。

　担当編集のまいぞーさんには、リモートワークで何かとままならない中、いつも通りの素晴らしいアシストありがとうございます。

　ＧＡ文庫の皆さんもコロナ禍に負けずにがんばってくださいませ。そっと応援しております。僕もめげずにがんばります。




　そして、勿論、この本を手にとってくださった、読者の皆様、一人一人に。

　広島から最大級の祈りを込めて。

　どうかお元気で！

　そして、ありがとうございます！




　３巻でもお会いできますことを、切に願っております。このご時世ですと、ガチでシャレになりませんので、切に……。
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